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は じ め に 

 

 

男女平等参画社会の実現は、女性も男性も性別に関わりなく個人として尊重さ

れ、多様な生き方を選択できるとともに、その責任も共に担う社会をつくること

であり、本区の重要な課題となっています。 

台東区では、男女平等参画社会を実現するため、平成１２年３月に「台東区男

女平等推進行動計画 はばたきプラン２１（平成１２～２１年度）」（以下「はば

たきプラン２１」という。）を策定しました。その後、引き続き取り組むべき課

題や社会情勢の変化等による新たな課題にも対応するため、平成２７年３月に

「はばたきプラン２１（平成２７～３１年度）」として第４次改定計画を策定し、

施策に取り組んでまいりました。 

この間、国においては「男女共同参画社会基本法」に基づき、平成２７年１２

月に「第４次男女共同参画基本計画」が策定されました。また、平成２８年４月

には「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」が全面施行されるなど、

男女共同参画社会の推進に向けた社会づくりが着実に進められています。 

こうした中で、区民の皆さまの男女平等に関する意識と現状を把握し、施策を

推進していくため、今回で７回目となる本調査を実施いたしました。 

この調査結果は、台東区の男女平等参画に関する施策に反映させるとともに、

今後の「はばたきプラン２１」改定のための基礎資料として活用していきたいと

考えております。 

最後になりましたが、今回の調査にご協力いただきました区民の皆さまに心か

らお礼申し上げます。 

 

 

平成３０年９月 

台東区総務部人権・男女共同参画課 
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１．調査の目的 

男女平等に関する区民の意識と現状を把握し、「台東区男女平等推進行動計画（はばたきプラン２

１）」改定の基礎資料とするため。 

 

 

２．調査項目 

（１）家庭生活 （５）ワーク・ライフ・バランス （９）性の多様性 

（２）男女平等意識 （６）女性活躍推進 （10）防災 

（３）教育 （７）人権問題 （11）男女平等推進プラザ 

（４）就労 （８）性の表現  

 

 

３．調査方法と回収結果 

（１）調査地域 台東区全域 

（２）調査対象 平成30年４月１日現在、区内在住の満18歳以上の方 

（３）標本数 1,800標本 

（４）抽出方法 男女別に単純無作為抽出法で各900標本、計1,800標本を抽出 

（５）調査方法数 郵送配布－郵送回収 

（６）調査票 Ａ４判22ページ（質問と回答を参照） 

（７）調査期間 平成30年５月７日～５月28日 

（８）調査機関 （株）綜合企画 

 

〈 回収結果 〉 

標本数 全回収数 有効回収数 無効 有効回収率 

1,800 729 723 6 40.2％ 

 

男女別回収率 

 調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

全  体 1,800 723 40.2％ 

女  性 900 400 44.4％ 

男  性 900 295 32.8％ 

※ 性別の無回答は28件 
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４．集計分析にあたって 

（１）全質問を単純集計、属性別クロス集計（フェイス・シート）別に集計した。男女の意見の違い

を見るため、全項目男女別に集計している。 

（２）フェイス・シートの内容 

①性別 ⑤パートナーの就業状況別（パートナーがいる人対象） 

②年代別 ⑥家族構成別 

③性・年代別 ⑦一番下の子供の年齢別 

④未・既婚別 

（３）本報告書には、上記フェイス・シートとのクロス集計のうち、③を資料として掲載した。（巻末

の集計表） 

（４）本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

（５）百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単

数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならない

場合がある。 

（６）複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

（７）本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

る。 

（８）標本誤差は下式により求められる。 

今回は下表の通りであり、「ある設問の回答者が723人で、その設問中の選択肢の回答比率が

50％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は±3.72％である」というように見る。 

 

    Ｎ－ｎ     ｐ（１－ｐ） 
 標本誤差＝±２ 

    Ｎ－１       ｎ 

 

回答 

比率 

ｎ 

90％ 

（又は10％） 

80％ 

（又は20％）

70％ 

（又は30％）

60％ 

（又は40％） 
50％ 

723 

700 

500 

300 

100 

±2.23 

±2.27 

±2.68 

±3.46 

±6.00 

±2.98 

±3.02 

±3.58 

±4.62 

±8.00 

±3.41 

±3.46 

±4.10 

±5.29 

±9.17 

±3.64 

±3.70 

±4.38 

±5.66 

±9.80 

± 3.72 

± 3.78 

± 4.47 

± 5.77 

±10.00 

      Ｎ－ｎ 
    ※           ≒ １  として算出している。 
      Ｎ－１ 

 

×

Ｎ＝母集団数 

ｎ＝比率算出の基数（回答者数） 

ｐ＝回答の比率（％） 
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５．調査回答者の年代構成  －母集団との比較－ 

回答者の性・年代構成を母集団（平成30年４月１日現在の台東区住民基本台帳上の満18歳以上の

方）と比較すると、下表のとおりである。 

 

 母集団 有効回収 

全体 175,729（100.0％） 723（100.0％） 

性
別 

女性 85,832（ 48.8％） 400（ 55.3％） 

男性 89,897（ 51.2％） 295（ 40.8％） 

年
代
別 

10・20代 27,076（ 15.4％） 75（ 10.4％） 

30代 33,034（ 18.8％） 115（ 15.9％） 

40代 34,566（ 19.7％） 128（ 17.7％） 

50代 25,253（ 14.4％） 106（ 14.7％） 

60代 21,878（ 12.4％） 127（ 17.6％） 

70歳以上 33,922（ 19.3％） 144（ 19.9％） 

性
・
年
代
別 

女
性 

10・20代 12,966（  7.4％） 41（  5.7％） 

30代 15,462（  8.8％） 73（ 10.1％） 

40代 16,448（  9.4％） 79（ 10.9％） 

50代 11,674（  6.6％） 60（  8.3％） 

60代 10,082（  5.7％） 71（  9.8％） 

70歳以上 19,200（ 10.9％） 76（ 10.5％） 

男
性 

10・20代 14,110（  8.0％） 34（  4.7％） 

30代 17,572（ 10.0％） 42（  5.8％） 

40代 18,118（ 10.3％） 49（  6.8％） 

50代 13,579（  7.7％） 46（  6.4％） 

60代 11,796（  6.7％） 56（  7.7％） 

70歳以上 14,722（  8.4％） 68（  9.4％） 

※ 性別、年代別ともに、無回答は上表から除外している。 
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男女平等に関する台東区民意識調査 

 

【調査ご協力のお願い】 
 

日頃より台東区政にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。 

台東区では、区民の皆さまのご意見やご要望を区政に反映させ、施策を一層充実さ

せていくために、５年に１回「男女平等に関する台東区民意識調査」を実施しており

ます。 

この調査を実施するにあたり、台東区内にお住まいの１８歳以上の方の中から、無

作為に1,８00人を選ばせていただきました。お答えいただいたことにつきましては、

全て統計的に処理し、この調査の目的以外に使用することは決してありません。ご自

身のお考えをご記入ください。 

お忙しいところ恐縮ではございますが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

をいただきますようお願い申し上げます。 

 

平成３０年５月 

台東区 総務部 人権・男女共同参画課 

 

  

 

●ご回答は、宛名のご本人様がお答えください。 

●ご記入にあたっては、以下の要領でお願いいたします。 

① 回答は、あてはまる項目の番号に○印をつけてください。 

② 質問によっては、○印が（それぞれ１つずつ）（３つまで）（あてはまるものすべ 

て）といった、ことわり書きがありますので、回答数にご注意ください。 

③ 矢印（→）で指示されている質問は、該当する方のみお答えください。 

④ 回答が「その他」にあてはまる場合は、その番号を○で囲み、（  ）内に具体 

的な内容をご記入ください。 

●ご記入がすみましたら、同封の返信用封筒（切手は不要）に入れて、 

 ５月２８日（月）まで にポストにご投函ください。 

また、記入上の不明な点、調査についてのお問い合わせは下記までお願いいたします。 

【問い合わせ先】 

台東区 総務部 人権・男女共同参画課 電 話：03-5246-１１１6（直通） 

（受付時間 ８:３0～17:15 ※ただし、土曜日、日曜日、国民の祝日を除く） 

○調査対象者数 ： 1,800 （ 女性：900 男性：900 ）  

○有効回収数 ： 723  （ 女性：400 男性：295 ） ※ 掲載している数値の単位は％ 

○有効回収率 ： 40.2％（ 女性：44.4％ 男性：32.8％ ）  

ご記入にあたってのお願い 
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問１  家族のあり方について、次にあげる（ア）～（キ）の考え方を、あなたはどう思いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

上段：全体、各ｎ＝723 

中段：女性、各ｎ＝400 

下段：男性、各ｎ＝295 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

（ア）結婚する、しないは個人の自由である 

全体 74.6 17.8 2.8 1.2 3.6

女性 77.0 16.3 2.5 0.8 3.5

男性 72.5 19.3 3.4 1.7 3.1

（イ）子供はもちたいが、結婚はしないというのも
ひとつの生き方だ 

全体 40.7 23.4 17.2 14.7 4.1

女性 40.5 26.5 17.8 11.5 3.8

男性 42.7 19.3 16.6 17.6 3.7

（ウ）結婚しても、子供はもたないというのもひと
つの生き方だ 

全体 56.3 21.2 10.2 7.9 4.4

女性 58.3 23.3 8.8 5.3 4.5

男性 55.6 20.3 10.2 10.5 3.4

（エ）男性はもっと子育てに関わるほうがよい 

全体 49.5 38.7 5.0 1.7 5.1

女性 54.0 35.5 4.0 1.5 5.0

男性 43.4 44.7 6.1 1.4 4.4

（オ）家族に介護が必要になったときは、主として
女性が役割を受けもつのがよい 

全体 3.2 18.9 26.0 47.4 4.4

女性 2.5 17.0 26.5 50.5 3.5

男性 4.1 20.7 25.8 44.4 5.1

（カ）結婚がうまくいかない場合、子供や経済的な
不安がなければ、離婚してもかまわない 

全体 49.2 29.2 12.2 5.9 3.5

女性 56.3 28.0 8.5 4.0 3.3

男性 41.7 30.8 15.9 8.5 3.1

（キ）「男性は仕事、女性は家庭」という考え方に
賛成だ 

全体 5.1 18.4 21.6 51.2 3.7

女性 3.5 15.3 21.3 56.5 3.5

男性 6.4 22.4 22.0 45.8 3.4

 

家庭生活について 
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問２  あなたは、（ア）～（コ）にあげることを、日常生活において行っていますか、行っていま

せんか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

上段：全体、各ｎ＝723 

中段：女性、各ｎ＝400 

下段：男性、各ｎ＝295 

い
つ
も
し
て
い
る 

と
き
ど
き
す
る 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

ま
っ
た
く
し
な
い 

子
供
や
介
護
・
看
護
が
必

要
な
家
族
が
い
な
い
の
で

す
る
必
要
が
な
い 

無
回
答 

（ア）食事のしたく 

全体 57.4 22.4 11.5 7.2 ‐ 1.5

女性 77.5 15.5 4.5 2.0 ‐ 0.5

男性 30.2 32.2 21.0 14.6 ‐ 2.0

（イ）食事の後片付け 

全体 64.5 21.9 8.6 3.5 ‐ 1.7

女性 78.8 16.5 2.8 1.3 ‐ 0.8

男性 44.7 29.8 15.9 6.8 ‐ 2.7

（ウ）食料品・日用品の買い物 

全体 59.5 28.2 7.5 3.0 ‐ 1.8

女性 77.0 17.5 2.8 1.8 ‐ 1.0

男性 36.3 42.7 13.9 4.7 ‐ 2.4

（エ）洗濯 

全体 61.0 16.5 10.7 10.2 ‐ 1.7

女性 80.5 12.8 3.5 2.5 ‐ 0.8

男性 35.9 22.4 19.0 20.7 ‐ 2.0

（オ）部屋の掃除 

全体 53.9 31.0 8.4 5.3 ‐ 1.4

女性 69.3 26.5 2.3 1.3 ‐ 0.8

男性 34.2 36.6 16.9 10.5 ‐ 1.7

（カ）風呂・トイレの掃除 

全体 49.7 32.1 8.6 8.0 ‐ 1.7

女性 62.3 30.0 4.0 3.0 ‐ 0.8

男性 33.2 35.3 14.9 14.6 ‐ 2.0

（キ）ごみ出し 

全体 60.7 22.1 9.0 5.9 ‐ 2.2

女性 64.3 23.3 6.8 4.0 ‐ 1.8

男性 54.2 21.7 12.5 9.2 ‐ 2.4

（ク）保育園・幼稚園・学校の 
行事への参加 

全体 14.9 9.3 3.2 3.9 63.2 5.5

女性 21.3 7.5 1.0 1.8 64.5 4.0

男性 6.1 11.5 6.4 6.4 63.7 5.8

（ケ）子供の世話 

全体 19.1 9.4 2.5 2.5 61.3 5.3

女性 28.3 4.8 1.3 1.8 60.0 4.0

男性 6.8 15.6 4.4 3.1 64.7 5.4

（コ）家族の介護・看護 

全体 10.9 9.3 4.4 3.6 66.9 4.8

女性 14.5 10.0 2.5 2.3 67.3 3.5

男性 5.1 8.5 7.5 4.7 68.5 5.8
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問３  あなたは、次の（ア）～（ク）にあげる分野において、男性と女性のどちらが優遇されて

いると思いますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

上段：全体、各ｎ＝723 

中段：女性、各ｎ＝400 

下段：男性、各ｎ＝295 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（ア）家庭生活で 

全体 4.7 10.7 28.9 26.3 15.1 11.5 2.9

女性 4.5 9.5 25.0 30.5 19.8 8.5 2.3

男性 4.7 12.9 32.9 21.4 9.2 16.3 2.7

（イ）職場で 

全体 2.6 8.0 22.7 26.0 23.9 13.1 3.6

女性 1.0 7.5 21.0 24.3 30.0 13.3 3.0

男性 4.7 9.2 25.1 27.5 16.6 13.6 3.4

（ウ）学校教育の場で 

全体 2.4 5.4 36.9 11.5 5.1 33.3 5.4

女性 0.8 4.3 35.3 13.8 6.8 34.0 5.3

男性 4.1 7.5 39.0 8.5 3.1 33.6 4.4

（エ）町会やＰＴＡなどの 

地域活動の場で 

全体 2.8 6.1 22.3 21.4 10.7 33.5 3.3

女性 1.3 4.8 18.8 25.8 14.5 32.0 3.0

男性 4.4 7.8 26.8 15.9 5.4 36.9 2.7

（オ）法律や制度の上で 

全体 2.5 9.0 27.1 26.7 17.2 14.1 3.5

女性 0.5 5.8 24.3 27.8 23.8 14.3 3.8

男性 5.1 13.2 31.9 25.1 8.8 14.2 1.7

（カ）政治の場で 

全体 1.4 2.8 13.3 26.8 43.2 9.7 2.9

女性 0.3 1.3 9.5 24.8 52.3 9.3 2.8

男性 3.1 4.7 19.0 28.5 32.5 10.2 2.0

（キ）社会通念・慣習・ 

しきたりの中で 

全体 2.1 3.3 11.3 34.6 38.3 7.6 2.8

女性 0.5 2.5 9.0 31.3 46.3 7.3 3.3

男性 4.1 4.1 14.2 39.3 28.8 8.1 1.4

（ク）全体として 

全体 1.9 3.9 14.9 41.4 25.6 9.5 2.8

女性 0.0 2.5 11.0 42.5 31.3 9.5 3.3

男性 4.4 5.4 20.3 40.7 18.3 9.5 1.4

 

 

男女平等意識について 
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問４  あなたは、次の（ア）～（ケ）の言葉を知っていますか、知りませんか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

上段：全体、各ｎ＝723 

中段：女性、各ｎ＝400 

下段：男性、各ｎ＝295 

内
容
ま
で 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は 

あ
る
が
、
内
容
は 

知
ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

（ア）男女共同参画社会基本法 

全体 15.6 43.3 39.6 1.5

女性 14.8 41.0 42.0 2.3

男性 17.6 47.1 34.9 0.3

（イ）東京都台東区男女平等推進基本条例 

全体 1.4 25.3 71.1 2.2

女性 1.8 27.8 67.3 3.3

男性 0.7 23.1 75.6 0.7

（ウ）台東区男女平等推進行動計画「はばたきプラン
21」 

全体 1.8 23.7 72.6 1.9

女性 2.0 29.3 66.5 2.3

男性 1.4 17.6 80.0 1.0

（エ）性別役割分業 

全体 6.2 18.9 72.3 2.5

女性 6.3 22.0 69.0 2.8

男性 6.4 15.9 75.6 2.0

（オ）性と生殖に関する健康と権利 
（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ） 

全体 4.0 13.4 80.4 2.2

女性 3.8 15.5 77.5 3.3

男性 4.4 11.2 83.7 0.7

（カ）積極的改善措置（ポジティブ・アクション） 

全体 5.3 16.9 75.1 2.8

女性 4.0 19.3 73.5 3.3

男性 7.1 13.6 77.3 2.0

（キ）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

全体 26.4 29.3 42.0 2.2

女性 27.0 32.0 37.8 3.3

男性 26.8 25.8 46.8 0.7

（ク）女子差別撤廃条約 

全体 9.0 35.8 53.3 1.9

女性 7.8 38.5 51.3 2.5

男性 11.2 32.2 55.6 1.0

（ケ）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律
（女性活躍推進法） 

全体 9.8 35.7 52.3 2.2

女性 9.3 37.5 50.0 3.3

男性 11.2 32.9 54.9 1.0
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問５  男女平等を推進していくために、小・中学校で取り組むとよいと思うものは何ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．出席簿や座席の順番など、男女で分ける習慣をなくす 30.0 27.3 33.6

２．学校生活での児童・生徒の役割分担に性別で差をつけ
ない 

58.5 61.3 55.6

３．生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生
かせるよう配慮する 

64.6 67.5 60.7

４．男女平等の意識を育てる授業をする 53.5 53.8 54.6

５．教材の登場人物・役割など、性別で偏りがないように
教材を見直す 

29.9 31.8 27.5

６．教員に対し、男女平等に関する研修をする 48.3 47.3 50.8

７．校長や副校長に女性を増やしていく 37.9 39.5 35.9

８．保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者の理解
を深める 

39.6 41.5 36.9

９．人権尊重や多様性の観点に立った性教育を行う 45.0 48.0 42.4

10．性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談窓
口をつくる 

47.0 48.3 46.1

11．その他 4.1 3.5 5.4

12．学校教育の中で取り組む必要はない 0.8 0.8 1.0

13．わからない 4.8 4.3 5.1

無回答 2.9 2.8 1.7

 

 

教育について 
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問6  あなたのご職業をお答えください。 

（○は１つだけ。複数あてはまる場合は、主なもの１つに○をつけてください。） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．正規の社員・職員 31.4 25.5 40.7

２．非正規の社員・職員（契約・嘱託・派遣） 7.9 8.5 6.8

３．パート・アルバイト 12.2 17.0 6.8

４．在宅勤務・内職 1.1 1.3 1.0

５．自営業 9.7 5.8 14.2

６．自営業の家族従業者 4.6 6.5 2.4

７．学生 3.6 3.3 4.4

８．職業にはついていない 24.8 28.3 18.6

９．その他 2.1 1.0 3.1

無回答 2.8 3.0 2.0

 

 

（問6で１～６に〇をつけた方にお伺いします） 

問６—1  あなたの職場では、次のような男女差別があると思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=483 女性n=258 男性n=212

１．募集や採用に差がある 14.5 14.0 14.6

２．賃金・昇進昇給の面で差がある 17.2 20.2 13.7

３．女性の仕事は補助業務や雑務が多い 20.1 22.5 17.5

４．希望職種につく機会に差がある 8.1 7.8 8.5

５．教育・研修を受ける機会に差がある 3.7 2.7 4.7

６．女性が育児・介護休業を取得しにくい雰囲気がある 8.7 10.1 7.1

７．男性が育児・介護休業を取得しにくい雰囲気がある 25.9 22.9 29.2

８．女性には結婚退職や出産退職などの習慣や雰囲気が

ある 
6.6 6.2 6.6

９．男性には成果を求める 12.8 8.5 17.9

10．その他 3.3 3.9 2.8

11．特にない 42.2 41.9 43.9

   無回答 5.4 5.8 4.7

 

就労について 
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問７  一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．女性は職業をもたないほうがよい 0.8 0.8 1.0

２．女性は職業をもつほうがよい  29.2 30.8 27.8

３．結婚するまでは職業をもつほうがよい 2.6 3.0 2.0

４．子供ができるまでは、職業をもつほうがよい 4.8 3.3 7.5

５．子供ができても、ずっと職業を続けるほうがよい 17.6 16.0 18.6

６．子供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職

業をもつほうがよい 
23.8 25.3 21.4

７．その他 10.5 11.0 10.5

８．わからない 5.0 5.3 5.1

無回答 5.7 4.8 6.1

 

 

問７－1  あなたが、問7でそう考えた理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=682 女性n=381 男性n=277

１．働くことを通じて自己実現が図れると思うから 37.0 38.3 33.9

２．女性も経済力をもったほうがいいと思うから 47.7 52.0 39.7

３．夫婦で働いたほうが多くの収入を得られるから 26.4 22.6 29.6

４．女性が能力を活用しないのはもったいないと思うか

ら 
50.1 52.2 45.5

５．少子高齢化で働き手が減少しているので、女性も働

いたほうがいいと思うから 
16.9 17.1 15.9

６．子供は母親が家で面倒を見たほうがいいと思うから 17.9 19.2 16.6

７．保育料などを払うより、母親が家で子供の面倒を見

たほうが合理的だと思うから 
4.8 4.7 4.3

８．仕事と家庭を両立するための支援が十分ではないと

思うから 
17.3 18.9 14.1

９．働き続けるのは大変そうだと思うから 4.5 5.2 4.0

10．女性は家庭を守るべきだと思うから 5.0 5.0 5.1

11．その他 10.1 9.2 12.3

12．特にない 2.3 1.0 4.3

13．わからない 1.8 1.6 2.2

無回答 5.0 5.0 5.1

 

 

ここから再び、すべての方にお伺いします。 
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問8  就職・再就職を希望する女性に対し、あなたはどのような配慮や支援が必要だと思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．女性の職業意識・自立意識等の育成 24.3 21.8 27.1

２．就職・再就職のためのセミナーなどの充実 34.4 34.0 34.2

３．起業支援のためのセミナーなどの充実 14.5 13.5 15.3

４．職業技術・資格取得のための学習機会の充実 34.6 38.8 28.8

５．就職（業）に関する情報提供および相談の充実 37.9 38.3 38.3

６．家事・保育・介護サービスに関する情報提供の充実 44.7 49.0 39.0

７．保育・介護支援制度の充実 57.5 61.0 53.6

８．家事・育児・介護への男性の参画 46.9 52.3 40.0

９．雇用における男女平等の実現 32.0 31.8 32.9

10．その他 2.2 2.0 2.7

11．特にない 3.3 2.8 4.4

12．わからない 5.7 4.5 7.1

無回答 3.2 3.0 2.7
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ワーク・ライフ・バランスとは、「仕事」と、子育てや介護、地域活動、自己啓発などの「生

活」との調和がとれ、その両方が充実している状態をいいます。 

問9  生活の中での、仕事、家庭生活、個人の生活（地域活動、趣味・学習等）の優先度について

お伺いします。 

（１）｢希望｣としての優先度：あなたの希望に最も近いものを、下記の選択肢の中から

１つだけお答えください。 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．仕事を優先 2.8 1.8 4.4

２．家庭生活を優先 11.1 12.5 9.2

３．個人の生活を優先 11.9 12.3 12.5

４．仕事と家庭生活を優先 14.4 11.0 18.3

５．仕事と個人の生活を優先 7.2 7.3 7.1

６．家庭生活と個人の生活を優先 15.2 17.3 13.6

７．仕事、家庭生活、個人の生活すべて 29.7 32.0 27.1

８．わからない 3.0 2.5 3.1

無回答 4.7 3.5 4.7

 

 

（２）「現実｣としての優先度：あなたの現実に最も近いものを、下記の選択肢の中から

１つだけお答えください。 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．仕事を優先 23.0 18.8 28.1

２．家庭生活を優先 14.0 21.3 4.1

３．個人の生活を優先 8.2 7.3 10.2

４．仕事と家庭生活を優先 18.3 17.3 20.3

５．仕事と個人の生活を優先 10.0 8.5 12.2

６．家庭生活と個人の生活を優先 7.6 9.8 4.4

７．仕事、家庭生活、個人の生活すべて 8.0 8.0 8.5

８．わからない 7.1 6.5 7.5

無回答 4.0 2.8 4.7

 

 

ワーク・ライフ・バランスについて 
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問10  あなたは、育児や介護と仕事の両立を推進するためにはどのようなことが必要だと思いま

すか。男性、女性それぞれについて、特に必要だと思うことを下記の選択肢の中から３つま

でお答えください。 

 

（１）男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．長時間労働を削減する 48.1 43.8 54.6

２．育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人

事評価制度を作る 
46.1 50.8 41.7

３．短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する 30.4 30.3 31.2

４．育児・介護休業時の経済的補償を充実する 24.2 21.8 27.8

５．保育・介護の施設やサービスを充実する 21.3 19.8 24.1

６．職場や上司の理解・協力 49.7 53.5 45.4

７．「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める 25.0 31.3 17.3

８．家族の理解・協力 14.5 15.5 13.2

９．その他 1.2 1.8 0.7

10．育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない 0.3 0.5 -

11．特にない 0.8 0.5 1.4

12．わからない 3.3 2.8 3.1

無回答 4.7 4.0 4.7

 

 

（２）女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．長時間労働を削減する 17.8 16.8 18.6

２．育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人

事評価制度を作る 
38.2 39.0 38.3

３．短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する 44.1 44.8 44.1

４．育児・介護休業時の経済的補償を充実する 27.9 27.0 30.2

５．保育・介護の施設やサービスを充実する 45.6 49.8 40.7

６．職場や上司の理解・協力 38.0 39.3 37.3

７．「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める 20.6 20.5 21.7

８．家族の理解・協力 29.9 35.5 21.7

９．その他 1.0 1.3 0.7

10．育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない 0.4 0.5 0.3

11．特にない 0.6 0.5 0.7

12．わからない 3.5 2.3 4.1

無回答 4.3 2.8 5.8
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問11  町会や日常的に交流のもてるグループやサークル、団体など、あなたが自主的に活動に参

加しているものは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．スポーツ活動 12.7 13.5 11.9

２．趣味活動 21.4 25.8 15.6

３．学習活動 4.4 4.8 4.4

４．福祉活動 3.2 3.0 3.1

５．町会活動 13.0 12.5 12.5

６．ＰＴＡ・子ども会活動 6.5 10.0 1.7

７．区や都など行政の政策決定に関わる審議会等 1.1 1.0 1.4

８．その他 2.6 2.8 2.4

９．いずれも参加していない 53.7 48.8 61.0

無回答 3.5 3.8 3.1

 

 

（問11で「９．いずれも参加していない」とお答えの方にお伺いします） 

問11－1  その理由は何ですか。（○は３つまで） 

 全体n=388 女性n=195 男性n=180

１．仕事や家事で忙しいから 36.9 39.5 33.3

２．活動情報を知らないから 18.6 21.0 15.0

３．子育てで忙しいから 5.4 7.2 3.9

４．個人で活動するのが好きだから 19.8 17.4 22.8

５．活動したい仲間がいないから 11.3 8.7 15.0

６．家族の介護・看護で忙しいから 3.6 5.6 0.6

７．経済的に余裕がないから 9.0 7.7 11.1

８．近くに活動する場がないから 7.5 8.7 5.6

９．家族が反対するから 0.3 0.5 -

10．参加したい活動がないから 18.6 18.5 18.3

11．体力的に問題があるから 13.9 12.8 14.4

12．関心がないから 24.5 19.5 31.1

13．その他 5.4 5.1 6.1

14．特にない 5.9 4.1 7.8

無回答 1.0 - 2.2
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問12  あなたは、政治や企業活動、地域活動など、あらゆる分野において、政策や方針の決定過

程に女性の参画が少ない理由は何だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．性別による役割分担や性差別の意識があるから 37.9 36.3 41.4

２．男性優位の組織運営であるから 57.7 60.3 54.9

３．家庭の支援・協力が得られないから 25.2 27.5 21.0

４．女性の能力開発の機会が不十分であるから 20.5 18.8 23.1

５．女性の活動を支援する人的ネットワークが不足して

いるから 
21.0 20.0 21.4

６．女性側の積極性が十分ではないから 27.7 27.8 28.1

７．女性の参画を積極的に進めようと意識している人が

少ないから 
38.9 40.0 38.0

８．その他 4.1 2.8 6.4

９．わからない 10.1 10.5 8.1

無回答 3.3 3.8 3.1

 

問13  あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障害となるも

のは何だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．現時点では、必要な知識や経験などをもつ女性が少

ないこと 
27.7 26.3 30.5

２．女性自身がリーダーになることを希望しないこと 26.1 23.3 30.5

３．上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダー

を希望しないこと 
41.6 50.3 31.9

４．長時間労働の改善が十分ではないこと 29.6 29.3 30.8

５．企業などにおいては、管理職になると転勤が増える

こと 
22.5 26.3 16.9

６．保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援

が十分ではないこと 
43.4 49.0 36.9

７．保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではな

いこと 
42.5 44.5 39.3

８．その他 3.9 2.0 6.8

９．特にない 3.6 2.3 5.4

10．わからない 8.0 8.0 7.1

無回答 3.3 3.8 2.7

ここから再び、すべての方にお伺いします。 

女性活躍推進について 
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問14  出産などでいったん離職した女性が、再び社会で活動する仕方として、あなたがいいと思

うものは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．これまでの知識・経験を生かして働けることを重視

し、正社員として再就職する 
53.9 51.0 58.0

２．仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視

し、正社員として再就職する 
56.6 60.8 52.5

３．これまでの知識・経験を生かして働けることと、働く

時間や場所の両方を重視して、パート・アルバイトな

どで再就職する 

41.9 46.3 35.9

４．働く時間や場所を最も重視して、パート・アルバイト

などで再就職する 
28.8 27.0 31.5

５．家事・育児・介護の経験を生かした仕事により地域に

貢献する（ヘルパー、保育補助、家事代行など） 
19.5 20.5 17.6

６．これまでの経験を生かしてボランティアやＮＰＯ活動

で地域に貢献する（育児・介護ボランティア、ＰＴ

Ａ、防災・治安パトロール、リサイクル活動など） 

16.6 17.8 14.6

７．これまでの経験を生かして起業またはＮＰＯの立ち上

げを行う（小売店経営、ＩＴ企業設立、ボランティア

団体設立など） 

12.3 13.3 11.9

８．家事以外で活動する必要はない 0.8 1.5 -

９．その他 4.1 4.8 3.7

10．特にない 1.7 1.3 2.4

11．わからない 6.1 5.3 6.8

無回答 3.3 4.0 2.7

 

 

問15  あなたは、女性が経営者となることについて、どう思いますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．女性は経営者とならないほうがよい 1.0 1.0 1.0

２．女性は経営者となるほうがよい 1.8 2.3 1.4

３．性別を問わず、経営者に向いている人が経営者となれ

ばよい 
93.1 93.3 92.9

４．その他 0.1 - 0.3

５．わからない 2.5 2.3 2.7

無回答 1.5 1.3 1.7
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問16  職場や学校、地域社会において、性的な言動により相手を不快にさせたり、相手の意に反

して性的な行為を強要したりすることは「セクシュアル・ハラスメント」といわれています。 

あなたは、次のようなことがセクシュアル・ハラスメントにあてはまると思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．「女（男）のくせに」「女（男）だから」などの言い方

をする 
59.8 59.5 59.7

２．結婚、子供の有無などを必要以上に話題にする  49.7 49.0 51.5

３．容姿や年齢などを話題にする  46.6 45.8 48.1

４．交際を強要する 73.3 69.3 80.3

５．宴会でお酌やデュエットを強要する  60.4 56.8 66.8

６．ヌード写真を目につくところに貼ったり、見せたりす

る  
69.8 70.5 71.2

７．体に触れる  81.6 83.8 80.3

８．性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだり

する 
80.8 81.3 82.4

無回答 4.4 4.8 3.4

 

 

問17  あなたは、最近（ここ２～３年）、セクシュアル・ハラスメントを受けたことがあります

か、ありませんか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．受けたことがある 11.1 15.0 6.1

２．受けたことはない 86.6 83.3 91.2

無回答 2.4 1.8 2.7

 

人権問題について 
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問18  あなたは、次のような行為が配偶者、パートナーまたは交際相手との間で行われた場合、

その行為を暴力であると思いますか。思うものを選んでください。 

（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．何を言っても無視する 55.9 57.5 54.9

２．外出などを制限する 62.4 66.0 59.0

３．交友関係や電話、メールなどを細かく監視する 63.3 67.8 58.6

４．大声でどなる 74.1 79.0 70.5

５．「誰のおかげで生活できるんだ」などと言う 72.8 76.8 68.5

６．大切にしているものをわざと壊したり、捨てたりする 76.1 76.5 78.0

７．いやがっているのに性的な行為を強要する 80.6 82.8 79.3

８．避妊に協力しない 67.6 74.0 61.4

９．見たくないのにわいせつな映像等を見せる 69.7 72.3 68.1

10．生活費を十分に渡さない 65.3 68.8 62.4

11．身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為 86.3 86.3 88.1

無回答 5.9 6.0 4.7

 

 

問19  あなたは、これまでに配偶者、パートナーまたは交際相手から次のようなことをされたこ

とがありますか、ありませんか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

上段：全体、各ｎ＝723 

中段：女性、各ｎ＝400 

下段：男性、各ｎ＝295 

何
度
も
あ
っ
た 

１
、
２
度
あ
っ
た

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

（ア）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き

飛ばしたりするなどの身体に対する暴行 

全体 3.5 14.1 80.4 2.1

女性 4.5 15.5 78.8 1.3

男性 1.7 11.5 84.4 2.4

（イ）人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、

電話・メールなどを細かく監視したり、長期間無

視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分

もしくは自分の家族に危害が加えられるのではな

いかと恐怖を感じるような脅迫 

全体 4.7 11.8 80.2 3.3

女性 6.8 13.5 77.3 2.5

男性 1.7 9.8 85.1 3.4

（ウ）生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で

働くことを妨害される 

全体 2.6 5.7 88.5 3.2

女性 4.3 7.8 86.0 2.0

男性 0.7 3.1 92.5 3.7

（エ）いやがっているのに性的な行為を強要される、見

たくないわいせつな映像等を見せられる、避妊に

協力しない 

全体 1.8 7.7 87.6 2.9

女性 3.3 11.5 83.5 1.8

男性 - 3.1 93.6 3.4
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問20  あなたが、配偶者、パートナーまたは交際相手から受けた行為について、誰かに打ち明け

たり、相談したりしましたか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=199 女性n=127 男性n=62

1．台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイ

ヤル） 
1.0 0.8 1.6

2．１以外の台東区の相談窓口 3.5 4.7 1.6

3．その他の区市町村の相談窓口 2.0 2.4 1.6

4．東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女

性相談センターなど） 
2.0 2.4 1.6

5．警察 4.5 5.5 1.6

6．弁護士 4.0 5.5 1.6

7．民間団体・民間支援団体 0.5 0.8 -

8．法テラス（日本司法支援センター） 2.0 1.6 3.2

9．医療関係者（医師、看護師など） 4.0 5.5 1.6

10．学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラー

など） 
1.0 1.6 -

11．家族や親戚 25.1 32.3 11.3

12．友人・知人 37.2 48.0 21.0

13．その他 - - -

14．どこ（だれ）にも相談しなかった 41.7 32.3 61.3

無回答 5.5 2.4 6.5

 

 

問20は、問19で「何度もあった」「１、２度あった」に 

１つでも○をつけた方にお伺いします。 
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問21  あなたは、配偶者、パートナーまたは交際相手から、問19にあるような行為を受けたと

きに相談できる機関があることを知っていますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．知っている 53.1 58.0 46.4

２．知らない 43.2 38.8 50.2

無回答 3.7 3.3 3.4

 

 

（問21で「１．知っている」とお答えの方にお伺いします） 

問21－1  相談機関としてどのようなものを知っていますか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=384 女性n=232 男性n=137

1．台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイ

ヤル） 
17.7 19.0 14.6

2．１以外の台東区の相談窓口 16.9 19.4 13.1

3．その他の区市町村の相談窓口 9.6 9.9 10.2

4．東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女

性相談センターなど） 
44.3 50.4 35.8

5．警察 72.4 71.6 73.7

6．弁護士 51.8 50.0 57.7

7．民間団体・民間支援団体 27.3 28.4 27.7

8．法テラス（日本司法支援センター） 27.1 26.7 30.7

9．その他 1.8 1.3 2.9

無回答 0.8 0.9 0.7

 

 

 

 

 

 

問22  あなたは、「デートＤＶ（交際相手からの暴力）」について、知っていますか、知りません

か。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．言葉も、その内容も知っている 32.1 34.5 29.8

２．言葉があることは知っているが、内容はよく知らない 21.3 19.8 23.1

３．言葉があることを知らなかった 43.0 42.8 44.1

無回答 3.6 3.0 3.1

ここから再び、すべての方にお伺いします。 

ここから再び、すべての方にお伺いします。 
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問23  あなたは、配偶者、パートナーまたは交際相手からの暴力に対する対策や援助として、特

にどのようなものを充実すべきだと思いますか。（○は３つまで） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．家庭内であれ、暴力は犯罪であるという意識の啓発 39.3 39.8 39.0

２．いざというときに被害者が駆け込める緊急避難所

（シェルター）の整備 
35.0 34.5 37.3

３．警察の対応による被害者の緊急保護と安全策の充実 31.7 28.3 36.9

４．緊急時の相談体制の充実 18.9 16.0 23.1

５．被害者の住居や就労あっせんなど、経済的援助の充

実 
15.1 18.3 10.8

６．被害者のカウンセリングや日常的な相談など、精神

的援助の充実 
14.0 13.8 14.9

７．被害者の保護や支援にかかわる組織や職員の充実 9.4 10.0 8.5

８．被害者の保護や支援にかかわる組織の紹介や身の安

全に関する様々な情報の提供 
10.9 10.8 11.2

９．加害者に対する厳正な対処 28.6 27.8 30.5

10．加害者のカウンセリングなど、加害者の更生に関す

るプログラムの充実 
13.3 15.3 11.9

11．その他 0.4 0.3 0.7

12．特にない 2.5 1.5 3.1

13．わからない 5.4 5.8 4.1

無回答 13.1 14.8 10.8
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問24  いわゆる「ＪＫビジネス」とは、女子高校生などの子供の性を売り物とする形態の営業で

す。 

例えば、「リフレ」などと称してマッサージや添い寝をしたり、「散歩」などと称して客

と２人きりで出かけるなど、様々な形態があり、児童買春などの温床になっているとの指摘

もなされています。 

あなたは、ＪＫビジネスにより、子供が犯罪の被害に遭うのを防止するためには、どのよ

うなことが必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．保護者や学校が、子供に対し教育を行うこと 65.1 67.3 60.7

２．子供や保護者が困ったときに相談できる窓口を周知

すること 
56.8 60.5 51.2

３．取締りや規制を強化すること 63.6 65.0 62.0

４．相談した子供や保護者の支援体制を構築すること 46.6 48.5 43.4

５．メディアやイベントなどを通じて、子供、保護者、

社会に対し、広報啓発を行うこと 
44.1 46.0 40.3

６．子供に、インターネットなどからＪＫビジネスの情

報を見せないようにすること 
26.0 25.0 26.8

７．その他 4.8 3.8 6.4

８．特にない 1.1 0.5 2.0

９．わからない 4.1 3.5 4.4

無回答 2.6 3.0 2.0
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問25  女性が自分の健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで、あなたはどの

ようなことが必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．子供の成長と発育に応じた性教育 63.3 69.0 56.6

２．性や妊娠・出産についての情報提供・相談体制の充

実 
56.4 56.0 57.6

３．喫煙や薬物等、健康への害についての情報提供・相

談体制の充実 
47.7 47.8 46.8

４．性感染症（カンジタ症、クラミジア感染症など）に

ついての情報提供 
45.4 46.0 42.7

５．女性の健康に関する情報提供・相談体制の充実 44.3 48.3 38.0

６．更年期についての情報提供・相談体制の充実 34.7 37.5 31.2

７．婦人科系疾患（子宮がん・乳がんなど）の検診受診

の啓発 

49.1 55.0 41.7

８．子供の数や子供を産むか産まないか等について自分

で決めることという考え方についての情報提供や相

談体制の充実 

28.2 29.3 27.5

９．その他 1.5 1.5 1.7

10．特に必要なことはない 2.4 3.0 1.4

11．わからない 8.9 4.3 14.9

無回答 3.5 3.0 4.1
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問26  テレビ、インターネット、映画、新聞、雑誌、広告などのメディアでの男性や女性に求め

る役割の表現や女性に対する性・暴力表現について、あなたは日頃どのように感じています

か。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．女性のイメージや男性のイメージについて偏った表

現が目立つ 
25.0 21.5 29.8

２．女性の性を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が

目立つ 
28.8 27.8 30.5

３．社会全体の性や暴力に関する倫理観が損なわれてい

る 
33.5 32.8 32.5

４．女性に対する犯罪を助長する恐れを感じる 22.1 23.5 21.0

５．子供の目にふれないような配慮が足りない 35.5 41.3 26.1

６．自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を

害する 
32.9 38.0 25.8

７．その他 4.0 4.0 4.4

８．特に問題はない 11.3 10.5 13.2

９．わからない 12.7 11.3 14.2

無回答 3.0 4.0 1.4

 

 

 

 

 

 

問27  あなたは、「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」という言葉を知っていますか、

知りませんか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．言葉も、その内容も知っている 55.9 59.5 53.2

２．言葉があることは知っているが、内容はよく知らな

い 
23.0 20.3 26.1

３．言葉があることを知らなかった 17.4 17.0 17.3

無回答 3.7 3.3 3.4

セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）とは、性同一性障害（身体の性と心の性が異なる、

または違和感を覚える）の人や、インターセックス（先天的な身体的性別が不明瞭である）の人、

また、性的指向（恋愛の対象）が同性や両性に向かう同性愛者や両性愛者の人などのことをいい

ます。 

性の表現について 

性の多様性について 
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問28  あなたは、今まで自分の性別や恋愛対象などについて悩んだことはありますか、ありませ

んか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．ある 5.9 4.3 8.1

２．ない 90.7 93.0 88.8

無回答 3.3 2.8 3.1

 

 

 

 

 

 

東日本大震災を含む、過去の災害対応における経験から、日頃の防災活動や災害発生時の避

難所生活において、多様な人々の視点に基づく運営が必要だと言われています。 

問29  あなたは、女性の視点を取り入れた防災対策が行われていると思いますか、思いませんか。

（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．そう思う 6.6 6.0 7.8

２．ややそう思う 9.7 10.5 7.8

３．どちらともいえない 19.8 19.5 20.0

４．あまりそう思わない 26.1 27.0 24.7

５．そう思わない 14.7 14.8 15.6

６．わからない 20.1 19.8 21.4

無回答 3.0 2.5 2.7

 

防災について 
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問30  あなたは、防災分野で女性の視点を生かすためには、どのようなことが重要だと思います

か。（○はあてはまるものすべて） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．災害や防災に関する知識の習得を進める 36.4 36.3 35.6

２．防災分野の委員会や会議に、より多くの女性が参加

できるようにする 
42.9 42.0 44.4

３．災害対応や復興においてリーダーとなれる女性を育

成する 
30.6 31.5 29.5

４．災害に関する各種対応マニュアルなどに男女共同参

画の視点を入れる 
39.1 40.5 37.3

５．消防職員、消防団員、警察官、自衛官などについ

て、採用・登用段階を含め、防災現場に女性が十分

配置されるようにする 

42.7 43.5 43.4

６．避難所設備に女性の意見を反映させる 67.9 73.8 59.7

７．備蓄品に女性の視点を生かす 67.9 75.5 58.6

８．その他 1.7 1.3 2.4

９．特に重要なことはない 1.4 0.5 2.7

10．わからない 4.1 3.3 5.8

無回答 3.5 2.8 3.1

 

 

 

 

 

 

問31  男女平等を推進するための区民の拠点施設である「男女平等推進プラザ」（愛称“はばた

き２１”）を知っていますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．知っている 13.0 17.3 8.5

２．知らない 82.8 81.8 90.8

無回答 4.1 1.0 0.7

 

男女平等推進プラザについて 
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（問31で「１．知っている」とお答えの方にお伺いします） 

問31－1  あなたは、男女平等推進プラザの施設を利用したり、男女平等推進プラザで実施

している事業に参加されたことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

上段：全体、各ｎ＝94 

中段：女性、各ｎ＝69 

下段：男性、各ｎ＝25 

知っている 

知 ら な

かった 
無回答 

利用（参加）し

たことがある 

利用（参加）し

たことはない 

（ア）個人・グループの活動交流スペース

全体 6.4 64.9 25.5 3.2

女性 5.8 60.9 29.0 4.3

男性 8.0 76.0 16.0 -

（イ）男女平等関連図書の貸出・閲覧 

全体 7.4 62.8 25.5 4.3

女性 5.8 60.9 27.5 5.8

男性 12.0 68.0 20.0 -

（ウ）企画室（会議室） 

全体 7.4 62.8 25.5 4.3

女性 5.8 59.4 29.0 5.8

男性 12.0 72.0 16.0 -

（エ）こころと生きかたなんでも相談 

全体 1.1 66.0 27.7 5.3

女性 1.4 62.3 29.0 7.2

男性 - 76.0 24.0 -

（オ）女性弁護士による法律相談 

全体 2.1 62.8 31.9 3.2

女性 2.9 62.3 30.4 4.3

男性 - 64.0 36.0 -

（カ）男女平等推進フォーラム 

全体 5.3 71.3 20.2 3.2

女性 5.8 69.6 20.3 4.3

男性 4.0 76.0 20.0 -

（キ）男女平等を推進するための講座 

全体 7.4 66.0 22.3 4.3

女性 5.8 66.7 21.7 5.8

男性 12.0 64.0 24.0 -

 

 

 

 

 

 

台東区立男女平等推進プラザ（愛称“はばたき２１”）は誰もが自分らしく生きる男女平等社会

を実現するための拠点施設です。 

【場  所】 台東区西浅草3丁目25番16号 生涯学習センター4階 

【休館日】 第1、第3、第5月曜日(祝日にあたる場合はその翌平日) 

年末年始（12月29日から1月3日） 

【開館時間】午前9時から午後10時まで 

【施設案内】活動交流コーナー  個人でも団体でも自由に利用できます。  

情報コーナー    男女平等に関する図書や資料を提供しています。  

企画室（会議室） 研修会、学習会、講演等に利用できます。（予約制・有料）  

相談事業      女性カウンセラーによる「こころと生きかたなんでも相談」や

         女性弁護士による「法律相談」を実施しています。 
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Ｆ1  あなたの性別は。（○は1つだけ）                   全体n＝723 

１．女性 55.3％ 2．男性 40.8％ ３． - 無回答 3.9％ 

 

 

Ｆ2  あなたの年齢は。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

1．10代 1.5 1.5 1.7

2．20代 8.9 8.8 9.8

3．30代 15.9 18.3 14.2

4．40代 17.7 19.8 16.6

5．50代 14.7 15.0 15.6

6．60代 17.6 17.8 19.0

7．70歳以上 19.9 19.0 23.1

無回答 3.9 - -

 

 

Ｆ3  あなたは、結婚していますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．結婚していない 29.0 24.8 37.6

２．結婚していないが、パートナーと同居している 3.0 3.3 3.1

３．結婚している 49.5 53.0 49.5

４．結婚後、死別・離別した 

無回答 

14.4 19.0 9.5

4.0 - 0.3

 

 

（Ｆ３で「2．結婚していないが、～」または「3．結婚している」とお答えの方にお伺いしま

す） 

Ｆ３－1  あなたの配偶者またはパートナーは働いていますか。（○は１つだけ） 

 全体n=380 女性n=225 男性n=155

１．働いている 66.3 77.8 49.7

２．働いていない 28.2 16.4 45.2

無回答 5.5 5.8 5.2

最後にあなたご自身のことについてお尋ねします。調査結果につきましては統計的

に処理し、個々の方の回答内容が特定されるようなことは一切ありません。 
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Ｆ4  あなたの家族構成は、次のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．ひとり暮らし 23.0 20.3 28.8

２．夫婦のみ（事実婚を含む） 21.4 21.8 23.1

３．親と未婚の子供（核家族） 34.2 37.5 32.5

４．親と子供夫婦（二世代家族） 6.5 7.5 5.8

５．親と子供と孫（三世代家族） 5.7 6.0 5.8

６．その他 4.4 6.0 2.7

無回答 4.8 1.0 1.4

 

 

Ｆ5  あなたの一番下のお子さまは、次のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

 全体n=723 女性n=400 男性n=295

１．子供はいない 38.9 37.5 44.4

２．３歳以下 5.9 7.0 5.1

３．４歳～６歳 2.4 3.5 1.0

４．７歳～12歳 4.0 4.5 3.7

５．13歳～15歳 3.2 3.3 3.4

６．16歳～18歳 2.2 3.5 0.7

７．19歳以上 32.2 34.3 32.2

無回答 11.2 6.5 9.5

 

調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

記入もれがないかもう一度お確かめのうえ、同封の返信用封筒（切手は不要）に入

れて、５月２８日（月）まで にポストにご投函ください。 
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１．家庭生活 

（１）家族のあり方に関する考え方 

◎回答者の９割以上が「結婚する、しないは個人の自由である」に肯定的 

問１  家族のあり方について、次にあげる（ア）～（キ）の考え方を、あなたはどう思います

か。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図１－１－１ 家族のあり方に関する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族のあり方に関する７項目について賛否をきいたところ、「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」を合わせた『そう思う』は「結婚する、しないは個人の自由である」（92.4％）で９割

を超えて最も高く、次いで、「男性はもっと子育てに関わるほうがよい」（88.2％）で８割を超え

ている。一方、「家族に介護が必要になったときは、主として女性が役割を受けもつのがよい」

（22.1％）と「『男性は仕事、女性は家庭』という考え方に賛成だ」（23.5％）は２割強と低く

なっている。（図１－１－１） 
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74.6

40.7

56.3

49.5

3.2

49.2

5.1

17.8

23.4

21.2

38.7

18.9

29.2

18.4

2.8

17.2

10.2

5.0

26.0

12.2

21.6

1.2

14.7

7.9

1.7

47.4

5.9

51.2

3.6

4.1

4.4

5.1

4.4

3.5

3.7

n=(723) (%)

（ア）結婚する、しないは個人の自由である

（イ）子供はもちたいが、結婚はしない

というのもひとつの生き方だ

（ウ）結婚しても、子供はもたない

というのもひとつの生き方だ

（エ）男性はもっと子育てに関わるほうがよい

（オ）家族に介護が必要になったときは、

主として女性が役割を受けもつのがよい

（カ）結婚がうまくいかない場合、子供や

経済的な不安がなければ、

離婚してもかまわない

（キ）「男性は仕事、女性は家庭」

という考え方に賛成だ
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過去の結果と比較すると、「そう思う」が増加傾向になっている項目は、「結婚する、しないは

個人の自由である」(70.7％→71.9％→74.6％)、「子供はもちたいが結婚はしないというのもひと

つの生き方だ」(33.4％→34.1％→40.7％)、「結婚しても、子供はもたないというのもひとつの生

き方だ」(47.1％→48.1％→56.3％)となっている。 

「男性はもっと子育てに関わるほうがよい」では「そう思う」が前回よりも7.2ポイント増加し

ている。（図１－１－２－①） 

 

 

図１－１－２－① 経年比較／家族のあり方に関する考え方 
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17.8
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2.4

3.6

0.8

1.0

平成30年度 (723)

平成25年度 (827)

平成19年度 (781)

n=
(%) (%)

49.5

42.3

45.6

38.7

45.0

44.4

5.0

8.0

6.7

1.7

3.3

2.0

5.1

1.5

1.3

56.3

48.1

47.1

21.2
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12.5

7.9

11.5

12.3

4.4

2.4

1.8

平成30年度 (723)

平成25年度 (827)

平成19年度 (781)

n=
(%) (%)

※ (エ)は、平成25年度以前の調査では「父親は現在

よりもっと子育てに関わるほうがよい」と質問した。

※ (イ)は、平成25年度以前の調査では「子供はもちたいが、

結婚はしたくないというのもひとつの生き方だ」と質問した。
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「そう思わない」が増加傾向になっている項目は、「家族に介護が必要になったときは、主とし

て女性が役割を受けもつのがよい」(32.5％→40.7％→47.4％)、「『男性は仕事、女性は家庭』と

いう考え方に賛成だ」(35.2％→40.7％→51.2％)となっている。一方で、「結婚がうまくいかない

場合、子供や経済的な不安がなければ、離婚してもかまわない」では「そう思う」が増加傾向に

ある。（図１－１－２－②） 

 

 

図１－１－２－② 経年比較／家族のあり方に関する考え方 
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　　　不安がなければ、離婚してもかまわない
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（キ）「男性は仕事、女性は家庭」という考え方に賛成だ
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「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』を、性・年代別でみる

と、「結婚する、しないは個人の自由である」では、女性70歳以上と男性70歳以上で８割台半ばと

比較的低くなっている。 

「子供はもちたいが、結婚はしないというのもひとつの生き方だ」では、『そう思う』は男女と

も30代から40代にかけて高くなっている。 

「結婚しても、子供はもたないというのもひとつの生き方だ」では、『そう思う』は男女とも70

歳以上で最も低くなっており、中でも男性70歳以上では６割を下回っている。 

「男性はもっと子育てに関わるほうがよい」では、『そう思う』は男女とも30代から40代にかけ

て高くなっている。 

「家族に介護が必要になったときは、主として女性が役割を受けもつのがよい」では、『そう思

う』は男女とも70歳以上で最も高く、それぞれ３割を上回っている。（図１－１－３－①） 

 

 

図１－１－３－① 性・年代別／家族のあり方に関する考え方 
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「結婚がうまくいかない場合、子供や経済的な不安がなければ、離婚してもかまわない」では、

『そう思う』は女性10～60代と男性50代で８割を超えている。 

「『男性は仕事、女性は家庭』という考え方に賛成だ」では、『そう思わない』は女性では全て

の年代で７割を上回っている一方、男性40代（61.2％）と男性70歳以上（54.4％）では他の性・

年代よりも低くなっている。（図１－１－３－②） 

 

 

図１－１－３－② 性・年代別／家族のあり方に関する考え方 
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全国調査の結果と比較すると、『そう思う』（23.5％）は全国（40.5％）よりも17.0ポイント低

くなっている。一方、『そう思わない』（72.8％）は全国（54.3％）より18.5ポイント高くなって

いる。（図１－１－４） 

 

 

図１－１－４ 全国調査結果との比較／家族のあり方に関する考え方 

／「男性は仕事、女性は家庭」という考え方に賛成だ 
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（２）日常生活の役割分担 

◎日常の家事全般は、男性より女性のほうが「いつも行っている」割合が高い 

問２  あなたは、（ア）～（コ）にあげることを、日常生活において行っていますか、行って

いませんか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図１－２－１ 性別／日常生活の役割分担 
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日常生活の役割分担についてきいたところ、「いつもしている」割合は、女性が家事の中でも

「洗濯」（80.5％）、「食事の後片付け」（78.8％）、「食事のしたく」（77.5％）、「食料品・日用品の

買い物」（77.0％）で７割を超えて高くなっている。また、育児・介護関係では、「保育園・幼稚

園・学校の行事への参加」（21.3％）、「子供の世話」（28.3％）、「家族の介護・看護」（14.5％）に

おいても女性が男性よりも高くなっている。（図１－２－１） 

 

 

性別で過去の結果と比較すると、女性では特に大きな変化はみられない。 

男性では、すべての設問において「いつもしている」が前回よりも増加しており、中でも「食

事の後片付け」で14.5ポイント、「ごみ出し」で7.9ポイント、「洗濯」で7.7ポイントそれぞれ増

加している。（図１－２－２－①） 
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育児や介護の役割分担について、「子供や介護・看護が必要な家族がいないのでする必要がな

い」と「無回答」を除いて集計したところ、「保育園・幼稚園・学校の行事への参加」では男女と

もに「いつもしている」割合が増加傾向にある。 

「子供の世話」では、「いつもしている」割合が、前回よりも女性では17.7ポイント、男性では

6.1ポイント増加している。 

「家族の介護・看護」では、「いつもしている」は、前回よりも女性で6.1ポイント増加してい

る一方、男性では5.8ポイント減少している。（図１－２－２－②） 

 

 

 図１－２－２－②  経年比較、性別／日常生活の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ (ケ)は、平成25年度以前の調査では「乳幼児の世話」と質問した。 

（ク）保育園・幼稚園・学校の行事への参加

（ケ）子供の世話
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「いつもしている」と「ときどきする」を合わせた『している』割合を性・年代別で前回調査

の結果と比較すると、女性では大きな変化はみられないが、男性では「食事のしたく」で10～30

代が15ポイント以上、「食事の後片付け」で30代が19.9ポイント増加している。（図１－２－３－

①） 

 

 

図１－２－３－①  経年比較、性・年代別／日常生活の役割分担 
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 女性は前回結果と比べて大きな変化はみられない。男性は「洗濯」で50代が26.1ポイント前回

よりも増加している。また、「ごみ出し」では、10・20代が17.1ポイント、70歳以上が11.5ポイン

ト減少している一方、50代では10.8ポイント増加している。（図１－２－３－②） 

 

 

図１－２－３－②  経年比較、性・年代別／日常生活の役割分担 
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育児や介護の役割分担について、「子供や介護・看護が必要な家族がいないのでする必要がな

い」と「無回答」を除いて集計したところ、「子供の世話」では、『している』は男性40～50代と

男性70歳以上で20ポイント前後、男性60代で約30ポイント増加している。 

「家族の介護・看護」では、女性40代以上で5ポイント以上増加している。（図１－２－３－

③） 

 

図１－２－３－③  経年比較、性・年代別／日常生活の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ク）保育園・幼稚園・学校の行事への参加

（ケ）子供の世話

（コ）家族の介護・看護

100.0 100.0

92 .5

96 .0

76 .5 75 .0

38.0

96.4

95.6

89.2

76.2

63.1

0

20

40

60

80

100

H30(n=126)

H25(n=175)

(%)

20 .0

75 .0

52 .9

76 .4
64 .7

40 .9
66.5 70.1

67.6

71.4

44.2
39.1

0

20

40

60

80

100

H30(n=90)

H25(n=162)

(%)

女

性

10
・

20

代

女

性

30
代

女

性

40
代

女

性

50
代

女

性

60
代

女

性

70
歳

以

上

男

性

10
・

20

代

男

性

30
代

男

性

40
代

男

性

50
代

男

性

60
代

男

性

70
歳

以

上

100.0 100.0 95 .3 100.0

70 .0 71 .4

80.3

93.2
84.0

94.2

63.8 59.9

0

20

40

60

80

100

H30(n=144)

H25(n=149)

(%)

0 .0

77 .0

88 .9 87 .5

66 .7 66 .7

33.5

79.1

65.4 68.2 35.4

44.2

0

20

40

60

80

100

H30(n=88)

H25(n=139)

(%)

女

性

10
・

20

代

女

性

30
代

女

性

40
代

女

性

50
代

女

性

60
代

女

性

70
歳

以

上

男

性

10
・

20

代

男

性

30
代

男

性

40
代

男

性

50
代

男

性

60
代

男

性

70
歳

以

上

50 .0

66 .7

90 .4
96 .8

79 .3 78 .9

56.8

71.5
79.2

89.4

72.9
61.8

0

20

40

60

80

100

H30(n=117)

H25(n=140)

(%)

0 .0
20 .0

30 .0

73 .3

57 .9 53 .8

66.5

46.5
58.8

74.0

60.7
72.1

0

20

40

60

80

100

H30(n=76)

H25(n=122)

(%)

女

性

10
・

20

代

女

性

30
代

女

性

40
代

女

性

50
代

女

性

60
代

女

性

70
歳

以

上

男

性

10
・

20

代

男

性

30
代

男

性

40
代

男

性

50
代

男

性

60
代

男

性

70
歳

以

上

※ (ケ)は、平成25年度以前の調査では「乳幼児の世話」と質問した。

※ (ク)は、平成25年度以前の調査では「学校行事への出席」と質問した。
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『している』割合を性・年齢別でみると、40歳以上で男性は女性よりも「食事のしたく」と

「洗濯」で30ポイント以上、「食事の後片付け」と「風呂・トイレの掃除」で20ポイント以上低く

なっている。 

「食料品・日用品の買い物」では、男性70歳以上を除くすべての年代で７割を上回っている。 

「部屋の掃除」では、『している』は男性の40～50代、70歳以上で７割を下回っている。 

「ごみ出し」では、『している』は男女とも10・20代で７割を下回っている。（図１－２－４－

①） 

 

図１－２－４－①  性・年代別／日常生活の役割分担 
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育児や介護の役割分担について、「子供や介護・看護が必要な家族がいないのでする必要がな

い」と「無回答」を除いて集計したところ、「保育園・幼稚園・学校の行事への参加」では、『し

ている』の割合が、女性は男性よりも全ての年代で高くなっている。 

「子供の世話」では、『している』の割合が、女性は男性よりも全ての年代で高くなっているが、

40代と60代以上では大きな差はみられない。 

「家族の介護・看護」では、『している』の割合が、女性は男性よりも全ての年代で20ポイント

以上高くなっている。（図１－２－４－②） 

 

図１－２－４－②  性・年代別／日常生活の役割分担 
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２．男女平等意識 

（１）分野別男女平等観 

◎回答者の７割以上が「社会通念・慣習・しきたりの中」、「政治の場」で「男性が優遇さ

れている」と感じている 

問３  あなたは、次の（ア）～（ク）にあげる分野において、男性と女性のどちらが優遇され

ていると思いますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図２－１－１  分野別男女平等観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８分野における男女の平等観をきいたところ、「男性が優遇されている」と「やや男性が優遇さ

れている」を合わせた『男性優遇』と感じている割合が高い分野は、「社会通念・慣習・しきたり

の中で」（72.9％）、「政治の場で」（70.0％）で７割を超えている。また、「全体として」

（67.0％）では、回答者の６割以上が男性優遇を感じている。（図２－１－１） 
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過去の結果と比較すると、「家庭生活で」は、「平等である」が平成19年度から平成25年度にか

けて減少したものの、平成30年度では平成25年度よりも6.5ポイント増加している。「職場で」は、

「平等である」の割合が増加傾向にあり、平成25年度よりも6.6ポイント増加している。（図２－

１－２－①） 

 

 

図２－１－２－①  経年比較／分野別男女平等観 
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「学校教育の場で」は、「わからない」が前回よりも10.7ポイント増加している一方、「平等で

ある」は減少傾向にあり、前回よりも12.4ポイント減少している。 

「町会やＰＴＡなどの地域活動の場で」は、「わからない」が前回よりも17.2ポイント増加して

いる一方、「平等である」は減少傾向にあり、前回よりも6.4ポイント減少している。（図２－１－

２－②） 

 

 

図２－１－２－②  経年比較／分野別男女平等観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※(エ)は、平成25年度以前の調査では、「地域社会で」と質問した。 
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「法律や制度の上で」は、前回調査から大きな変化はみられない。 

「政治の場で」は「平等である」が減少傾向にあり、前回よりも3.4ポイント減少している一方、

「男性が優遇されている」は増加傾向にあり、前回よりも7.4ポイント増加している。図２－１－

２－③） 

 

 

図２－１－２－③  経年比較／分野別男女平等観 
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「社会通念・慣習・しきたりの中で」は「男性が優遇されている」が増加傾向にあり、前回よ

りも6.7ポイント増加している一方、「平等である」は前回よりも5.6ポイント減少している。 

「全体として」は、「男性が優遇されている」が増加傾向にあり、前回よりも10.6ポイント増加

している一方、「平等である」が前回よりも9.8ポイント減少している。（図２－１－２－④） 

 

 

図２－１－２－④  経年比較／分野別男女平等観 
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※ (キ)は、平成25年度以前の調査では「慣習・しきたりの中で」と質問した。
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性・年代別でみると、「家庭生活で」は、男性40代を除くすべての性・年代で『男性優遇』が

『女性優遇』よりも高くなっている。 

「職場で」は、男女ともすべての年代で『男性優遇』が高くなっている。 

「学校教育の場で」は、「平等」は女性70歳以上と男性30代で３割を下回っている。（図２－１

－３－①） 

 

 

図２－１－３－①  性・年代別／分野別男女平等観 
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「町会やＰＴＡなどの地域活動の場で」は、男女ともすべての年代で『男性優遇』が高くなっ

ている。「平等」は男性70歳以上で４割を上回っている。 

「法律や制度の上で」は、女性はすべての年代で『男性優遇』が高く、「平等」は女性50代

（16.7％）で最も低くなっている。（図２－１－３－②） 

 

 

図２－１－３－②  性・年代別／分野別男女平等観 
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「政治の場で」と「社会通念・慣習・しきたりの中で」は、男女ともすべての年代で『男性優

遇』が高くなっている。 

「全体として」は、男女ともすべての年代で『男性優遇』が高く、女性50代で『女性優遇』と

の差が最大となっている。（図２－１－３－③） 

 

 

図２－１－３－③  性・年代別／分野別男女平等観 
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全国調査の結果と比較すると、「平等」の割合は全ての項目で全国よりも低くなっている。特に

「学校教育の場で」は29.5ポイント、「町会やＰＴＡなどの地域活動の場で」は24.9ポイント、

「家庭生活で」は18.5ポイント、「法律や制度の上で」は13.7ポイント低くなっている。 

『女性優遇』は、「町会やＰＴＡなどの地域活動の場で」で全国平均より低くなっているが、他

の全ての項目では全国を上回っている。（図２－１－４） 

 

 

図２－１－４  全国調査結果との比較／分野別男女平等観 
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（２）男女平等に関する法律等の認知 

◎「内容まで知っている」と「聞いたことはあるが、内容は知らない」を合わせた『言葉

は知っている』割合は、「男女共同参画社会基本法」と「仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）」で５割を超えている 

問４  あなたは、次の（ア）～（ケ）の言葉を知っていますか、知りませんか。（○はそれぞ

れ１つずつ） 

 

図２－２－１  男女平等に関する法律等の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等に関する法律や用語等について、９項目の認知状況を尋ねた。「内容まで知っている」

と「聞いたことはあるが、内容は知らない」を合わせた『言葉は知っている』割合は、「男女共同

参画社会基本法」（58.9％）が最も高く、次いで、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）」（55.7％）、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」（45.5％）、

「女子差別撤廃条約」（44.8％）の順となっている。 

「内容まで知っている」割合が高い項目は、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」

（26.4％）で２割半ばとなっており、次いで「男女共同参画社会基本法」（15.6％）となっている。

（図２－２－１） 
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過去の結果と比較すると、『言葉は知っている』割合は、前回よりも「男女共同参画社会基本

法」で4.5ポイント、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」で11.5ポイント増加して

いる。その他の項目については、大きな変化はみられない。（図２－２－２） 

 

 

図２－２－２  経年比較／男女平等に関する法律等の認知 
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３．教育 

（１）学校における男女平等教育 

◎６割以上が学校教育で取り組むべきこととして「生活指導や進路指導において、男女の

別なく能力を生かせるよう配慮する」と回答 

問５  男女平等を推進していくために、小・中学校で取り組むとよいと思うものは何ですか。 

（○はあてはまるものすべて）

 

図３－１－１  学校における男女平等教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育で取り組むべき男女平等教育についてきいたところ、「生活指導や進路指導において、

男女の別なく能力を生かせるよう配慮する」（64.6％）が最も高く、「学校生活での児童・生徒の

役割分担に性別で差をつけない」（58.5％）や「男女平等の意識を育てる授業をする」（53.5％）

がこれに次いでいる。（図３－１－１） 
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過去の結果と比較すると、「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配

慮する」が減少傾向にある一方、「男女平等の意識を育てる授業をする」、「教員に対し、男女平等

に関する研修をする」、「保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者の理解を深める」、「教材

の登場人物・役割など、性別で偏りがないように教材を見直す」で前回よりも10ポイント以上増

加している。（図３－１－２） 

 

 

図３－１－２  経年比較／学校における男女平等教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口をつくる」、「人権尊重や多様性の観点に立った性教育

を行う」、「わからない」は、今回より新設した選択肢。 
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校長や副校長に女性を増やしていく

出席簿や座席の順番など、男女で分ける習慣をなくす

教材の登場人物・役割など、性別で偏りがないように教材を見直す

その他

学校教育の中で取り組む必要はない

わからない

無回答

平成30年度 n=(723)

平成25年度 n=(827)

平成19年度 n=(781)

(%)
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性別でみると、女性は男性よりも「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせ

るよう配慮する」で6.8ポイント、「学校生活での児童・生徒の役割分担に性別で差をつけない」

で5.7ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「出席簿や座席の順番など、男女で分け

る習慣をなくす」で6.3ポイント高くなっている。（図３－１－３） 

 

 

図３－１－３  性別／学校における男女平等教育 
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生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配慮する

学校生活での児童・生徒の役割分担に性別で差をつけない

男女平等の意識を育てる授業をする

教員に対し、男女平等に関する研修をする

性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口をつくる

人権尊重や多様性の観点に立った性教育を行う

保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者の理解を深める

校長や副校長に女性を増やしていく

出席簿や座席の順番など、男女で分ける習慣をなくす

教材の登場人物・役割など、性別で偏りがないように教材を見直す

その他

学校教育の中で取り組む必要はない

わからない

無回答

女性 n=(400)

男性 n=(295)
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４．就労 

（１）職業 

◎「正規の社員・職員」の割合は男性のほうが高く、「パート・アルバイト」、「職業には

ついていない」割合は女性のほうが高い 

問６  あなたのご職業をお答えください。 

（○は１つだけ。複数あてはまる場合は、主なもの１つに○をつけてください。）

 

図４－１－１  性別／職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業についてきいたところ、「正規の社員・職員」が31.4％と最も高く、次いで「職業

にはついていない」（24.8％）、「パート・アルバイト」（12.2％）、「自営業」（9.7％）の順となっ

ている。 

性別でみると、男性は女性よりも「正規の社員・職員」で15.2ポイント高くなっている。一方、

女性は男性よりも「パート・アルバイト」で10.2ポイント、「職業にはついていない」で9.7ポイ

ントそれぞれ高くなっている。（図４－１－１） 
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（２）職場での男女差別 

◎職場での男女差別は「特にない」が４割強。「男性が育児・介護休業を取得しにくい雰

囲気がある」、「女性の仕事は補助業務や雑務が多い」は２割を超えている 

問６で「１．正規の社員・職員」～「６．自営業の家族従業者」とお答えの方に 

問６―１  あなたの職場では、次のような男女差別があると思いますか。 

（○はあてはまるものすべて）

 

図４－２－１  職場での男女差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場での男女差別に関しては、「特にない」が42.2％で最も高く、次いで「男性が育児・介護休

業を取得しにくい雰囲気がある」（25.9％）、「女性の仕事は補助業務や雑務が多い」（20.1％）の

順となっており、それぞれ２割を超えている。（図４－２－１） 
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教育・研修を受ける機会に差がある

その他

特にない

無回答
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性別でみると、女性は男性よりも「女性の仕事は補助業務や雑務が多い」で5.0ポイント、「賃

金・昇進昇給の面で差がある」で6.5ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「男性が

育児・介護休業を取得しにくい雰囲気がある」で6.3ポイント、「男性には成果を求める」で9.4ポ

イント高くなっている。（図４－２－２） 

 

 

図４－２－２  性別／職場での男女差別 
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（３）女性が職業をもつことについての意識 

◎「女性は職業をもつほうがよい」が約３割、次いで「子供ができたら職業をやめ、大き

くなったら再び職業をもつほうがよい」が２割強 

問７  一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 

（○は１つだけ）

 

図４－３－１  性別／女性が職業をもつことについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が職業をもつことについての意識に関しては、「女性は職業をもつほうがよい」（29.2％）

が最も高く、次いで「子供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい」

（23.8％）となっている。 

性別でみると、男性は女性よりも「子供ができるまでは、職業をもつほうがよい」で4.2ポイン

ト高くなっている。（図４－３－１） 
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前回調査の結果と比較すると、「子供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほ

うがよい」が3.9ポイント減少している。（図４－３－２） 

 

 

図４－３－２  経年比較／女性が職業をもつことについての意識 
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性・年代別でみると、「女性は職業をもつほうがよい」は女性50代で４割を上回っている。「子

供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい」は女性70歳以上と男性30

代で３割を超えて高くなっている。（図４－３－３） 

 

 

図４－３－３  性・年代別／女性が職業をもつことについての意識 
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（４）女性が職業をもつことについての意識に関し、そう考えた理由 

◎理由として、「女性が能力を活用しないのはもったいないと思うから」が約５割 

問７－１  あなたが、問７でそう考えた理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図４－４－１  女性が職業をもつことについての意識に関し、そう考えた理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が職業をもつことについての意識に関し、そう考えた理由は、「女性が能力を活用しないの

はもったいないと思うから」（50.1％）が約５割で最も高く、次いで「女性も経済力をもったほう

がいいと思うから」（47.7％）、「働くことを通じて自己実現が図れると思うから」（37.0％）の順

となっている。（図４－４－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「女性が能力を活用しないのはもったいないと思うから」で

6.7ポイント、「女性も経済力をもったほうがいいと思うから」で12.3ポイント高くなっている。

一方、男性は女性よりも「夫婦で働いたほうが多くの収入を得られるから」で7.0ポイント高く

なっている。（図４－４－２） 

 

 

図４－４－２  性別／女性が職業をもつことについての意識に関し、そう考えた理由 
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少子高齢化で働き手が減少しているので、女性も働いたほうがいいと思うから
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（５）就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援 

◎就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援は、「保育・介護支援制度の充

実」が6割弱 

問８  就職・再就職を希望する女性に対し、あなたはどのような配慮や支援が必要だと思いま

すか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図４－５－１  就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援に関しては、「保育・介護支援制度の充

実」（57.5％）が６割弱で最も高く、次いで「家事・育児・介護への男性の参画」（46.9％）、「家

事・保育・介護サービスに関する情報提供の充実」（44.7％）の順となっている。（図４－５－

１） 
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起業支援のためのセミナーなどの充実

その他

特にない

わからない

無回答

(%)n=(723)
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性別でみると、女性は男性よりも「家事・育児・介護への男性の参画」で12.3ポイント、「家

事・保育・介護サービスに関する情報提供の充実」と「職業技術・資格取得のための学習機会の

充実」で10.0ポイントそれぞれ高くなっている。一方、男性は女性よりも「女性の職業意識・自

立意識等の育成」で5.3ポイント高くなっている。（図４－５－２） 

 

 

図４－５－２  性別／就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援 
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５．ワーク・ライフ・バランス 

（１）仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実） 

◎生活の優先度について、希望は「仕事、家庭生活、個人の生活すべて」が約３割。一方、

現実は「仕事を優先」が２割強 

問９  生活の中での、仕事、家庭生活、個人の生活（地域活動、趣味・学習等）の優先度につ

いてお伺いします。 

（１）｢希望｣としての優先度：あなたの希望に最も近いものを、下記の選択肢の中から１つだ

けお答えください。 

（２）「現実｣としての優先度：あなたの現実に最も近いものを、下記の選択肢の中から１つだ

けお答えください。 

 

図５－１－１  経年比較／仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事、家庭生活、個人の生活の「希望」としての優先度は、「仕事、家庭生活、個人の生活すべ

て」（29.7％）で約３割となっているが、これが実現できているのは１割未満（8.0％）となって

いる。一方、「希望」としては2.8％の「仕事を優先」が、「現実」では２割強（23.0％）を占めて

いる。 

前回調査の結果と比較すると、「希望」では大きな変化はみられないが、「現実」では「仕事を

優先」が7.6ポイント減少している。（図５－１－１） 
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「希望」を性・年代別でみると、男性70歳以上を除くすべての性・年代で「仕事、家庭生活、

個人の生活すべて」が最も高くなっている。男性70歳以上では「仕事と家庭生活を優先」が最も

高くなっている。男女とも10・20代は「個人の生活を優先」が２割を超えており、他の性・年代

と比べて高くなっている。（図５－１－２） 

 

 

図５－１－２  性・年代別／仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望） 
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「現実」を性・年代別でみると、女性は10・20代と50代では「仕事を優先」が、30～40代では

「家庭生活を優先」が最も高くなっている。男性は70歳以上を除く全ての年代で「仕事を優先」、

70歳以上では「仕事と家庭生活を優先」がそれぞれ最も高くなっている。（図５－１－３） 

 

 

図５－１－３  性・年代別／仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（現実） 
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全国調査の結果と比較すると、「希望」では「仕事、家庭生活、個人の生活すべて」が14.3ポイ

ント全国よりも高い一方で、「家庭生活を優先」は14.4ポイント、「仕事と家庭生活を優先」は

16.1ポイント低くなっている。 

また、「現実」では「家庭生活を優先」が全国よりも16.5ポイント低くなっている。（図５－１

－４） 

 

 

図５－１－４  全国調査結果との比較／仕事、家庭生活、個人の生活の優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※内閣府 「男女共同参画社会に関する世論調査（H28.9）」より 

なお、同調査は、「個人の生活を優先」は「地域・個人の生活

を優先」となっている。 
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（２）育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

◎育児や介護と仕事との両立に必要なことは、男性には「職場や上司の理解・協力」、女

性には「保育・介護の施設やサービスを充実する」が最も多い 

問10  あなたは、育児や介護と仕事の両立を推進するためにはどのようなことが必要だと思い

ますか。男性、女性それぞれについて、特に必要だと思うことを下記の選択肢の中から３

つまでお答えください。 

（１）男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

（２）女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 

図５－２－１－①  『男性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこととしては、「職場や上司の理解・協

力」（49.7％）が最も高く、次いで「長時間労働を削減する」（48.1％）、「育児・介護休業制度を

利用しても不利にならない人事評価制度を作る」（46.1％）の順となっている。（図５－２－１－

①） 
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図５－２－１－②  『女性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこととしては、「保育・介護の施設やサー

ビスを充実する」（45.6％）が最も高く、次いで「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整

備する」（44.1％）、「育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る」

（38.2％）、「職場や上司の理解・協力」（38.0％）の順となっている。（図５－２－１－②） 
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男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを前回調査の結果と比較すると、「長

時間労働を削減する」で5.1ポイント、「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」

で7.2ポイントそれぞれ増加している一方、「育児・介護休業時の経済的補償を充実する」で3.6ポ

イント減少している。（図５－２－２－①） 

 

 

図５－２－２－①  経年比較／『男性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを前回調査の結果と比較すると、「短

時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」で4.8ポイント、「『男は仕事、女は家庭』と

いう社会通念を改める」で6.7ポイントそれぞれ増加している一方、「育児・介護休業時の経済的

補償を充実する」で3.2ポイント減少している。（図５－２－２－②） 

 

 

図５－２－２－②  経年比較／『女性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する

育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る

職場や上司の理解・協力

家族の理解・協力

育児・介護休業時の経済的補償を充実する

「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める

長時間労働を削減する

その他

育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない

特にない

わからない

無回答
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平成25年度 n=(827)

(%)
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男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを性別でみると、女性は男性よりも

「職場や上司の理解・協力」で8.1ポイント、「育児・介護休業制度を利用しても不利にならない

人事評価制度を作る」で9.1ポイント、「『男は仕事、女は家庭』という社会通念を改める」で14.0

ポイントそれぞれ高くなっている。一方、男性は女性よりも「長時間労働を削減する」で10.8ポ

イント高くなっている。（図５－２－３－①） 

 

 

図５－２－３－①  性別／『男性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを性別でみると、女性は男性よりも

「保育・介護の施設やサービスを充実する」で9.1ポイント、「家族の理解・協力」で13.8ポイン

トそれぞれ高くなっている。一方、男性は女性よりも「育児・介護休業時の経済的補償を充実す

る」で3.2ポイント高くなっている。（図５－２－３－②） 

 

 

図５－２－３－②  性別／『女性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを性・年代別でみると、「職場や上司

の理解・協力」は女性50代（71.7％）で７割を超えている。「長時間労働を削減する」は男性では

50代を除く全ての年代で５割を超えている一方、女性40代では４割を下回っている。 

「育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る」は女性の10～30代、

50～60代と男性10・20代と60代で５割以上となっている。 

「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」は女性30代で４割を超えている。（図

５－２－４－①） 

 

 

図５－２－４－①  性・年代別／『男性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なことを性・年代別でみると、「保育・介護

の施設やサービスを充実する」は女性では10～30代と60代、男性40代で５割を超えている。 

また、「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」は女性の30代と60代、男性の

10・20代と50代で５割以上となっている。 

「育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る」は男女とも10・20代

で５割以上となっている。（図５－２－４－②） 

 

 

図５－２－４－②  性・年代別／『女性』の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 
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（３）社会参加の状況 

◎回答者の４割強は、何らかの社会活動に参加している。活動内容では「趣味活動」、「町

会活動」、「スポーツ活動」が多い 

問11  町会や日常的に交流のもてるグループやサークル、団体など、あなたが自主的に活動に

参加しているものは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図５－３－１  社会参加の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主的に参加している活動をきいたところ、「いずれも参加していない」（53.7％）と無回答

（3.5％）を除いた42.8％が何らかの活動に参加しており、その内容は、「趣味活動」（21.4％）、

「町会活動」（13.0％）、「スポーツ活動」（12.7％）が１割を超えている。（図５－３－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の結果と比較すると、参加している活動の傾向に大きな変化はみられないが、参加してい

る割合は、全体的に減少しており、「いずれも参加していない」が前回よりも8.7ポイント増加し

ている。（図５－３－２） 
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図５－３－２  経年比較／社会参加の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、何らかの活動に参加した割合は女性のほうが高く、「趣味活動」は10.2ポイント、

「ＰＴＡ・子ども会活動」は8.3ポイント男性を上回っている。（図５－３－３） 

 

図５－３－３  性別／社会参加の状況 
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（４）参加していない理由 

◎社会活動に参加していない理由は、「仕事や家事で忙しいから」が最も多い 

問11で「９．いずれも参加していない」とお答えの方に 

問11－1  その理由は何ですか。（○は３つまで） 

 

図５－４－１  参加していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会活動には「いずれも参加していない」と回答した人に、その理由を聞いたところ、「仕事や

家事で忙しいから」が36.9％と最も高くなっている。次いで「関心がないから」（24.5％）、「個人

で活動するのが好きだから」（19.8％）、「活動情報を知らないから」、「参加したい活動がないか

ら」（18.6％）となっている。（図５－４－１） 
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過去の結果と比較すると、「仕事や家事で忙しいから」、「活動情報を知らないから」が減少傾向

にある一方、「個人で活動するのが好きだから」が前回よりも3.4ポイント増加している。（図５－

４－２） 

 

 

図５－４－２  経年比較／参加していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成25年度以前の調査では、「仕事や家事で忙しいから」は「忙しくて時間がないから」、「活動情報を知らないか

ら」は「情報がないから」、「子育てで忙しいから」は「子どもが小さいから」、「活動したい仲間がいないから」

は「仲間がいないから」、「家族の介護・看護で忙しいから」は「家族の介護・看護があるから」と質問した。「特

にない」は今回より新設した選択肢。 
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性別でみると、女性は男性よりも「仕事や家事で忙しいから」で6.2ポイント、「活動情報を知

らないから」で6.0ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「関心がないから」で11.6

ポイント、「個人で活動するのが好きだから」で5.4ポイント、「活動したい仲間がいないから」で

6.3ポイント高くなっている。（図５－４－３） 

 

 

図５－４－３  性別／参加していない理由 
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６．女性活躍推進 

（１）政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由 

◎政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由は、「男性優位の組織運営であるか

ら」が６割弱 

問12  あなたは、政治や企業活動、地域活動など、あらゆる分野において、政策や方針の決定

過程に女性の参画が少ない理由は何だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図６－１－１  政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由は、「男性優位の組織運営であるから」

（57.7％）が６割弱で最も高く、次いで「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少

ないから」（38.9％）、「性別による役割分担や性差別の意識があるから」（37.9％）の順となって

いる。（図６－１－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「男性優位の組織運営であるから」で5.4ポイント、「家庭の

支援・協力が得られないから」で6.5ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「性別に

よる役割分担や性差別の意識があるから」で5.1ポイント、「女性の能力開発の機会が不十分であ

るから」で4.3ポイント高くなっている。（図６－１－２） 

 

 

図６－１－２  性別／政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由 
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前回調査の結果と比較すると、「性別による役割分担や性差別の意識があるから」で3.7ポイン

ト高くなっている他は大きな変化はみられない。（図６－１－３） 

 

 

図６－１－３  経年比較／政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由 

 

57.7

38.9

37.9

27.7

25.2

21.0

20.5

4.1

10.1

3.3

57.7

40.3

34.2

29.5

27.9

21.8

22.4

2.8

7.7

5.2

0 20 40 60

男性優位の組織運営であるから

女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ないから

性別による役割分担や性差別の意識があるから

女性側の積極性が十分ではないから

家庭の支援・協力が得られないから

女性の活動を支援する人的ネットワークが不足しているから

女性の能力開発の機会が不十分であるから

その他

わからない

無回答

平成30年度 n=(723)

平成25年度 n=(827)

(%)

 

 

 

 

 



第３章 調査結果の分析 

 103

（２）女性のリーダーを増やすときの障害 

◎女性のリーダーを増やすときの障害は「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の

支援が十分ではないこと」、「保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」、

「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」が４割を超えて

いる 

問13  あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障害となる

ものは何だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図６－２－１  女性のリーダーを増やすときの障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性のリーダーを増やすときの障害は、「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が

十分ではないこと」（43.4％）が最も高く、次いで「保育・介護の支援などの公的サービスが十分

ではないこと」（42.5％）、「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこ

と」（41.6％）の順となっており、それぞれ４割を超えている。（図６－２－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分

ではないこと」で12.1ポイント、「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しな

いこと」で18.4ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「女性自身がリーダーになる

ことを希望しないこと」で7.2ポイント高くなっている。（図６－２－２） 

 

 

図６－２－２  性別／女性のリーダーを増やすときの障害 
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（３）離職した女性が再び社会で活動することについての意識 

◎「仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視し、正社員として再就職する」、

「これまでの知識・経験を生かして働けることを重視し、正社員として再就職する」が５

割を超えている 

問14  出産などでいったん離職した女性が、再び社会で活動する仕方として、あなたがいいと

思うものは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図６－３－１  離職した女性が再び社会で活動することについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離職した女性が再び社会で活動することについての意識については、「仕事と家事・育児・介護

の両立のしやすさなどを重視し、正社員として再就職する」（56.6％）が最も高く、次いで「これ

までの知識・経験を生かして働けることを重視し、正社員として再就職する」（53.9％）、「これま

での知識・経験を生かして働けることと、働く時間や場所の両方を重視して、パート･アルバイト

などで再就職する」（41.9％）の順となっている。（図６－３－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視し、

正社員として再就職する」で8.3ポイント、「これまでの知識・経験を生かして働けることと、働

く時間や場所の両方を重視して、パート･アルバイトなどで再就職する」で10.4ポイント高くなっ

ている。一方、男性は女性よりも「これまでの知識・経験を生かして働けることを重視し、正社

員として再就職する」で7.0ポイント高くなっている。（図６－３－２） 

 

 

図６－３－２  性別／離職した女性が再び社会で活動することについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.8

51.0

46.3

27.0

20.5

17.8

13.3

1.5

4.8

1.3

5.3

4.0

52.5

58.0

35.9

31.5

17.6

14.6

11.9

0.0

3.7

2.4

6.8

2.7

0 20 40 60 80

女性 n=(400)

男性 n=(295)

(%)

仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視し、

正社員として再就職する

これまでの知識・経験を生かして働けることを重視し、

正社員として再就職する

これまでの知識・経験を生かして働けることと、働く時間や

場所の両方を重視して、パート･アルバイトなどで再就職する

働く時間や場所を最も重視して、パート・アルバイトなどで再就職する

家事・育児・介護の経験を生かした仕事により地域に貢献する

（ヘルパー、保育補助、家事代行など）

これまでの経験を生かしてボランティアやＮＰＯ活動で地域に貢献する（育

児・介護ボランティア、ＰＴＡ、防災・治安パトロール、リサイクル活動など）

これまでの経験を生かして起業またはＮＰＯの立ち上げを行う

（小売店経営、ＩＴ企業設立、ボランティア団体設立など）

家事以外で活動する必要はない

その他

特にない

わからない

無回答



第３章 調査結果の分析 

 107

（４）女性が経営者になることについての意識 

◎男女とも、「性別を問わず、経営者に向いている人が経営者となればよい」が９割強 

問15  あなたは、女性が経営者となることについて、どう思いますか。（○は１つだけ） 

 

図６－４－１  性別／女性が経営者になることについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が経営者になることについての意識は、「性別を問わず、経営者に向いている人が経営者と

なればよい」（93.1％）が９割を超えている。 

性別でみると、男女とも「性別を問わず、経営者に向いている人が経営者となればよい」が９

割を超えており、大きな差はない。（図６－４－１） 
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７．人権問題 

（１）セクシュアル・ハラスメントだと思うこと 

◎８割以上が「体に触れる」、「性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだりす

る」ことをセクシュアル・ハラスメントと回答 

問16  職場や学校、地域社会において、性的な言動により相手を不快にさせたり、相手の意に

反して性的な行為を強要したりすることは「セクシュアル・ハラスメント」といわれてい

ます。あなたは、次のようなことがセクシュアル・ハラスメントにあてはまると思います

か。（○はあてはまるものすべて） 

 

図７－１－１  セクシュアル・ハラスメントだと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントにあてはまると思う行為をきいたところ、「体に触れる」が81.6％

と最も高く、次いで「性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだりする」（80.8％）、「交

際を強要する」（73.3％）、「ヌード写真を目につくところに貼ったり、見せたりする」（69.8％）

の順となっている。（図７－１－１） 
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性別でみると、「交際を強要する」と「宴会でお酌やデュエットなどを強要する」で男性が女性

よりも10ポイント以上高くなっている。（図７－１－２） 

 

 

図７－１－２  性別／セクシュアル・ハラスメントだと思うこと 
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過去の結果と比較すると、「『女（男）のくせに』『女（男）だから』などの言い方をする」で

19.8ポイント、「結婚、子供の有無などを必要以上に話題にする」で21.9ポイント前回よりも増加

している。（図７－１－３） 

 

 

図７－１－３  経年比較／セクシュアル・ハラスメントだと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだりする」は、今回より新設した項目。 

※ 「体に触れる」、「交際を強要する」、「『女（男）のくせに』『女（男）だから』などの言い方をする」、 

「結婚、子供の有無などを必要以上に話題にする」、「容姿や年齢などを話題にする」は、平成25年度より新設した項

目。 

※ 「ヌード写真を目につくところに貼ったり、見せたりする」は、平成25年度以前の調査では「ヌード写真を貼ったり見せ

たりする」という設問になっている。 

※ 平成25年度調査では、「結婚、子供の有無などを必要以上に話題にする」は「女性（男性）の未婚・既婚・離婚などを

話題にする」、「容姿や年齢などを話題にする」は「女性（男性）の容姿や年齢などを話題にする」という設問になって

いる。 
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結婚、子供の有無などを必要以上に話題にする

容姿や年齢などを話題にする

無回答

平成30年度 n=(723)

平成25年度 n=(827)

平成19年度 n=(781)

(%)



第３章 調査結果の分析 

 111

（２）セクシュアル・ハラスメントの被害経験 

◎セクシュアル・ハラスメントの被害を受けたことがあるのは、女性が15.0％、男性が

6.1％ 

問17  あなたは、最近（ここ２～３年）、セクシュアル・ハラスメントを受けたことがありま

すか、ありませんか。（○は１つだけ） 

 

図７－２－１  性別／セクシュアル・ハラスメントの被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントの被害経験についてきいたところ、「受けたことがある」

（11.1％）が約１割となっている。 

性別でみると、「受けたことがある」は女性（15.0％）が男性（6.1％）よりも8.9ポイント高く

なっている。（図７－２－１） 
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過去の結果と比較すると、「受けたことがある」は平成19年度から平成25年度にかけて2.4ポイ

ント減少したものの、平成30年度では平成25年度よりも4.4ポイント増加している（図７－２－

２） 

 

図７－２－２  経年比較／セクシュアル・ハラスメントの被害経験 
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（３）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 

◎回答者の８割以上が「身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為」、「いやがってい

るのに性的な行為を強要する」ことをドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）と認識 

問18  あなたは、次のような行為が配偶者、パートナーまたは交際相手との間で行われた場

合、その行為を暴力であると思いますか。思うものを選んでください。 

（○はあてはまるものすべて）

 

図７－３－１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）であると思う行為についてきいたところ、「身体を傷つ

けたり、傷つける可能性のある行為」が86.3％と最も高く、次いで「いやがっているのに性的な

行為を強要する」（80.6％）、「大切にしているものをわざと壊したり、捨てたりする」（76.1％）、

「大声でどなる」（74.1％）の順となっている。（図７－３－１） 
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身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為

いやがっているのに性的な行為を強要する

大切にしているものをわざと壊したり、捨てたりする

大声でどなる

「誰のおかげで生活できるんだ」などと言う

見たくないのにわいせつな映像等を見せる

避妊に協力しない

生活費を十分に渡さない

交友関係や電話、メールなどを細かく監視する

外出などを制限する

何を言っても無視する

無回答

(%)n=(723)
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過去の結果と比較すると、「身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為」、「生活費を十分に

渡さない」、「外出などを制限する」では、前回よりも若干減少しているが、他の８項目では増加

傾向にあり、中でも「交友関係や電話、メールなどを細かく監視する」は前回よりも27.1ポイン

ト増加している。（図７－３－２） 

 

 

図７－３－２  経年比較／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成25年度以前の調査では、「いやがっているのに性的な行為を強要する」は「望まない性行為を強要

する」、「生活費を十分に渡さない」は「生活費を渡さなかったり、必要なお金を渡さない」、「外出など

を制限する」は「外出を禁止したり、電話や手紙、メールをチェックしたりする」、「『誰のおかげで生

活できるんだ』などと言う」は「『誰のおかげで食べられるんだ』という」、「見たくないのにわいせつ

な映像等を見せる」は「見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる」、「交友関係や電話、メー

ルなどを細かく監視する」は「交友関係や電話の内容などをしつこく聞く」という設問になっている。 
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性別でみると、女性が男性よりも「避妊に協力しない」で12.6ポイント高くなっている。（図７

－３－３） 

 

 

図７－３－３  性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 
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生活費を十分に渡さない
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性・年代別でみると、「生活費を十分に渡さない」、「交友関係や電話、メールなどを細かく監視

する」、「外出などを制限する」、「何を言っても無視する」を除く全ての項目で、男女とも年代が

低くなるほど割合が高くなる傾向がみられる。（図７－３－４） 

 

図７－３－４  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 
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（４）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

◎約４人に１人がドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験がある 

問19  あなたは、これまでに配偶者、パートナーまたは交際相手から次のようなことをされた

ことがありますか、ありませんか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図７－４－１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者、パートナーまたは交際相手から暴力を受けた経験の有無をきいたところ、「何度もあっ

た」と「１、２度あった」を合わせた『被害経験がある』割合は、「なぐったり、けったり、物を

投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力」で17.6％、「人格を否定するような

暴言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、長期間無視するなどの精神的

な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じ

るような脅迫」で16.5％となっている。 

また、４項目のうち１つでも『被害経験がある』割合は27.5％となっており、約４人に１人が

何らかの被害経験を有することになる。（図７－４－１） 
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過去の結果と比較すると、全体では「何度もあった」、「１、２度あった」ともに増加傾向にあ

る。 

性別でみると、男女ともに被害経験層の割合は増加しており、「何度もあった」は、女性で

11.0％、男性で3.7％となっている。（図７－４－２） 

図７－４－２  経年比較、性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成19年度調査では、「あなたは、今までにドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたことがありますか。」という設問になっている。 

※ 平成25年度調査では、「なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力」、「人格を否定するような暴

言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるいは自分もしくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと

恐怖を感じるような脅迫を受けた」、「いやがっているのに性的な行為を強要された」という３つの設問になっている。 
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「なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行」

について、性別でみると、『被害経験がある』割合は、女性が20.0％と、男性（13.2％）よりも

6.8ポイント高くなっている。 

性・年代別でみると、『被害経験がある』割合は、女性40～50代と女性70歳以上で２割以上と

なっている。（図７－４－３） 

 

 

図７－４－３  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

／なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行 
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「人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、長

期間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害が加えられる

のではないかと恐怖を感じるような脅迫」について、性別でみると、『被害経験がある』割合は女

性が20.3％と、男性（11.5％）を8.8ポイント上回っている。 

性・年代別でみると、『被害経験がある』割合は、女性では40代（27.9％）、男性では60代

（16.1％）が最も高くなっている。（図７－４－４） 

 

図７－４－４  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

／人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細

かく監視したり、長期間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分

もしくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような

脅迫 
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「生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害される」について、性別で

みると、『被害経験がある』割合は女性が12.1％、男性が3.8％となっている。 

性・年代別でみると、『被害経験がある』割合は、女性40代で最も高く19.0％となっている。

（図７－４－５） 

 

 

図７－４－５  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 
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「いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくないわいせつな映像等を見せられる、

避妊に協力しない」について、性別でみると、『被害経験がある』は女性が14.8％、男性が3.1％

となっている。 

性・年代別でみると、『被害経験がある』割合は、女性50代で２割を超えている。（図７－４－

６） 

 

 

図７－４－６  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

／いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくないわいせつな映像等 

を見せられる、避妊に協力しない 
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（５）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先 

◎ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害を受けたとき、「どこ（だれ）にも相談

しなかった」人が４割強。相談した場合でも、ほぼ「友人・知人」や「家族や親戚」に

限られる 

問19で「１．何度もあった」、「２．１、２度あった」に１つでも〇をつけた方に 

問20  あなたが、配偶者、パートナーまたは交際相手から受けた行為について、誰かに打ち明

けたり、相談したりしましたか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図７－５－１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先は、「どこ（だれ）にも相談しな

かった」が41.7％と最も高く、次いで「友人・知人」（37.2％）と「家族や親戚」（25.1％）の順

となっている。その他は、１割を下回っている。（図７－５－１） 
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5.5
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家族や親戚

警察

弁護士

医療関係者（医師、看護師など）

台東区のＤＶ専門相談以外の台東区の相談窓口

その他の区市町村の相談窓口

東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターなど）

法テラス（日本司法支援センター）

台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）

民間団体・民間支援団体

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

(%)n=(199)
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前回調査の結果と比較すると、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が4.1ポイント減少してい

る。（図７－５－２） 

 

 

図７－５－２  経年比較／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成25年度調査では、「台東区の相談窓口（男女平等推進プラザなど）」としていた選択肢を、今回の調査では、「台

東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）」と「台東区のＤＶ専門相談以外の台東区の相談窓口」に

分けている。そのため、表中の「台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）」と「台東区のＤＶ専

門相談以外の台東区の相談窓口」には、平成25年度では「台東区の相談窓口（男女平等推進プラザなど）」の値を掲

載している。 
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性別でみると、女性は男性よりも「友人・知人」で27.0ポイント、「家族や親戚」で21.0ポイン

ト高くなっている。一方、男性は女性よりも「どこ（だれ）にも相談しなかった」が29.0ポイン

ト高くなっている。（図７－５－３） 

 

 

図７－５－３  性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先 
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（６）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知 

◎回答者の５割以上がドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関があるこ

とを知っている 

問21  あなたは、配偶者、パートナーまたは交際相手から、問19にあるような行為を受けたと

きに相談できる機関があることを知っていますか。（○は１つだけ） 

 

図７－６－１  性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知についてきいたところ、「知っ

ている」が53.1％となっている。 

性別でみると、相談機関の認知率は女性（58.0％）が男性（46.4％）を11.6ポイント上回って

いる。（図７－６－１） 

 

 

前回調査の結果と比較すると、「知っている」が3.1ポイント減少している。（図７－６－２） 

 

 

図７－６－２  経年比較／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知 
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《 参考 》 

問  あなたは、配偶者暴力や交際相手からの暴力について相談できる窓口があることを知って 

いますか。 

 

  全国調査結果／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知 
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（７）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関で知っているもの 

◎相談機関として知っているものは、「警察」が７割強 

問21で「１．知っている」とお答えの方に 

問21－1  相談機関としてどのようなものを知っていますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図７－７－１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関で知っているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関があることを「知っている」と回答

した人に、具体的な機関をきいたところ、「警察」が72.4％と最も高く、次いで「弁護士」

（51.8％）、「東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターなど）」

（44.3％）の順となっている。（図７－７－１） 
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法テラス（日本司法支援センター）

台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）

台東区のＤＶ専門相談以外の台東区の相談窓口

その他の区市町村の相談窓口

その他

無回答

(%)
n=(384)



第３章 調査結果の分析 

 129

性別でみると、女性は男性よりも「東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相

談センターなど）」で14.6ポイント、「台東区のＤＶ専門相談以外の台東区の相談窓口」で6.3ポイ

ント高くなっている。一方、男性は女性よりも「弁護士」で7.7ポイント高くなっている。（図７

－７－２） 

 

 

図７－７－２  性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関で知っているもの 
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性・年代別でみると、「警察」では女性10・20代、「弁護士」では男性60代で最も高くなってい

る。「東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターなど）」は女性50代で

60.0％、「台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）」では女性40代で27.8％と、

他の性・年代と比べて最も高くなっている。（図７－７－３） 

 

 

図７－７－３  性・年代別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する 

相談機関で知っているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.3

43.5

56.5

48.1

60.0

56.1

28.6

25.0

28.6

36.8

50.0

42.3

27.6

0 50 100(%)

72.4

87.0

73.9

63.0

72.5

78.0

60.7

75.0

81.0

78.9

73.1

73.1

65.5

0 50 100

全 体 (384)

女性 10・20代 (23)

女性 30代 (46)

女性 40代 (54)

女性 50代 (40)

女性 60代 (41)

女性 70歳以上 (28)

男性 10・20代 (16)

男性 30代 (21)

男性 40代 (19)

男性 50代 (26)

男性 60代 (26)

男性 70歳以上 (29)

(%)
n

51.8

39.1

56.5

50.0

50.0

58.5

35.7

50.0

52.4

42.1

73.1

80.8

41.4

0 50 100(%)

27.3

26.1

34.8

35.2

27.5

29.3

7.1

18.8

19.0

42.1

26.9

46.2

13.8

0 50 100(%)

警察 弁護士 東京都の相談窓口（東京

ウィメンズプラザ、東京都

女性相談センターなど）

民間団体・民間支援団体

16.9

8.7

10.9

20.4

15.0

24.4

39.3

6.3

14.3

5.3

7.7

15.4

24.1

0 50 100(%)

27.1

21.7

39.1

29.6

25.0

24.4

10.7

25.0

42.9

15.8

46.2

30.8

20.7

0 50 100

全 体 (384)

女性 10・20代 (23)

女性 30代 (46)

女性 40代 (54)

女性 50代 (40)

女性 60代 (41)

女性 70歳以上 (28)

男性 10・20代 (16)

男性 30代 (21)

男性 40代 (19)

男性 50代 (26)

男性 60代 (26)

男性 70歳以上 (29)

(%)
n

17.7

17.4

15.2

27.8

15.0

22.0

10.7

18.8

19.0

10.5

11.5

11.5

17.2

0 50 100(%)

9.6

13.0

8.7

11.1

7.5

12.2

7.1

6.3

23.8

5.3

11.5

15.4

0.0

0 50 100(%)

法テラス（日本司法支援

センター）

台東区のＤＶ専門相談

（たいとうパープルほっと

ダイヤル）

台東区のＤＶ専門相談以

外の台東区の相談窓口

その他の区市町村の相

談窓口



第３章 調査結果の分析 

 131

前回調査の結果と比較すると、「警察」で4.4ポイント減少している一方、「東京都の相談窓口

（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターなど）」で4.7ポイント、「法テラス（日本司法

支援センター）」で6.5ポイント増加している。（図７－７－４） 

 

 

図７－７－４  経年比較／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する 

相談機関で知っているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成25年度調査では、「台東区の相談窓口（男女平等推進プラザなど）」としていた選択肢を、今回の調査では、「台

東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）」と「台東区のＤＶ専門相談以外の台東区の相談窓口」に

分けている。そのため、表中の「台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープルほっとダイヤル）」と「台東区のＤＶ専

門相談以外の台東区の相談窓口」には、平成25年度では「台東区の相談窓口（男女平等推進プラザなど）」の値を掲

載している。 
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（８）デートＤＶの認知 

◎デートＤＶの内容まで知っている人は３割強 

問22  あなたは、「デートＤＶ（交際相手からの暴力）」について、知っていますか、知りませ

んか。（○は１つだけ） 

 

図７－８－１  性別／デートＤＶの認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デートＤＶの認知状況をきいたところ、「言葉も、その内容も知っている」が、３割強となって

いる。 

性別でみると、「言葉も、その内容も知っている」は女性（34.5％）が男性（29.8％）よりも

4.7ポイント高くなっている一方、「言葉があることは知っているが、内容はよく知らない」は男

性のほうが3.3ポイント高くなっている。（図７－８－１） 

 

 

前回調査の結果と比較すると、「言葉も、その内容も知っている」は3.6ポイント、「言葉がある

ことは知っているが、内容はよく知らない」は6.9ポイント減少している。（図７－８－２） 

 

図７－８－２  経年比較／デートＤＶの認知 
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全国調査の結果と比較すると、「言葉も、その内容も知っている」では4.7ポイント高くなって

いる。（図７－８－３） 

 

 

図７－８－３  全国調査結果との比較／デートＤＶの認知 
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（９）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対して充実すべき対策や援助 

◎ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）対策で望まれていることは、「家庭内であれ、

暴力は犯罪であるという意識の啓発」が最も多い 

問23  あなたは、配偶者、パートナーまたは交際相手からの暴力に対する対策や援助として、

特にどのようなものを充実すべきだと思いますか。（○は３つまで） 

 

図７－９－１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対して充実すべき対策や援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対する対策・援助として充実すべきものは、「家庭内

であれ、暴力は犯罪であるという意識の啓発」が39.3％と最も高く、次いで「いざというときに

被害者が駆け込める緊急避難所（シェルター）の整備」（35.0％）、「警察の対応による被害者の緊

急保護と安全策の充実」（31.7％）、「加害者に対する厳正な対処」（28.6％）の順となっている。

（図７－９－１） 
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過去の結果と比較すると、「加害者のカウンセリングなど、加害者の更生に関するプログラムの

充実」を除いた全ての項目で充実すべき対策や援助と回答した割合が前回よりも減少している。

中でも「警察の対応による被害者の緊急保護と安全策の充実」と「加害者に対する厳正な対処」

が前回よりも10ポイント以上減少している。（図７－９－２） 

 

 

図７－９－２  経年比較／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対して充実すべき対策や援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「特にない」、「わからない」は今回より新設した項目。 

※ 平成25年度以前の調査では、「加害者のカウンセリングなど、加害者の更生に関するプログラムの充実」は「カウ

ンセリングなど、加害者の更生に関する対応の充実」、「被害者の保護や支援にかかわる組織の紹介や身の安全に

関する様々な情報の提供」は「被害者の保護や支援にかかわる組織の紹介や暴力への対応方法などに関するいろ

いろな情報の提供」という設問になっている。 
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性別でみると、女性は男性よりも「被害者の住居や就労あっせんなど、経済的援助の充実」で

7.5ポイント高くなっている。一方、男性は女性よりも「警察の対応による被害者の緊急保護と安

全策の充実」で8.6ポイント高くなっている。（図７－９－３） 

 

 

図７－９－３  性別／ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対して充実すべき対策や援助 
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（１０）ＪＫビジネスに必要な対策 

◎ＪＫビジネスに必要な対策は、「保護者や学校が、子供に対し教育を行うこと」と「取

締りや規制を強化すること」が６割を超えている 

問24  いわゆる「ＪＫビジネス」とは、女子高校生などの子供の性を売り物とする形態の営業

です。 

例えば、「リフレ」などと称してマッサージや添い寝をしたり、「散歩」などと称して客

と２人きりで出かけるなど、様々な形態があり、児童買春などの温床になっているとの指

摘もなされています。 

あなたは、ＪＫビジネスにより、子供が犯罪の被害に遭うのを防止するためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図７－１０－１  ＪＫビジネスに必要な対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＫビジネスに必要な対策として、「保護者や学校が、子供に対し教育を行うこと」が65.1％と

最も高くなっている。次いで「取締りや規制を強化すること」（63.6％）、「子供や保護者が困った

ときに相談できる窓口を周知すること」（56.8％）の順となっている。（図７－１０－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「保護者や学校が、子供に対し教育を行うこと」で6.6ポイン

ト、「子供や保護者が困ったときに相談できる窓口を周知すること」で9.3ポイント高くなってい

る。（図７－１０－２） 

 

 

図７－１０－２  性別／ＪＫビジネスに必要な対策 
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（１１）女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで必要なこと 

◎女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで必要なことは、「子供

の成長と発育に応じた性教育」が６割強 

問25  女性が自分の健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで、あなたはどの

ようなことが必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図７－１１－１  女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで必要なこととして、「子供の成

長と発育に応じた性教育」が63.3％と最も高く、次いで「性や妊娠・出産についての情報提供・

相談体制の充実」（56.4％）、「婦人科系疾患（子宮がん・乳がんなど）の検診受診の啓発」

（49.1％）の順となっている。（図７－１１－１） 
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特に必要なことはない

わからない

無回答

(%)n=(723)
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性別でみると、女性は男性よりも「子供の成長と発育に応じた性教育」で12.4ポイント、「婦人

科系疾患（子宮がん・乳がんなど）の検診受診の啓発」で13.3ポイント、「女性の健康に関する情

報提供・相談体制の充実」で10.3ポイントそれぞれ高くなっている。一方、男性は女性よりも

「わからない」が10.6％高くなっている。（図７－１１－２） 

 

 

図７－１１－２  性別／女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるうえで必要なこと 
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わからない

無回答
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８．性の表現 

（１）メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方 

◎メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方は、「子供の目にふれないよ

うな配慮が足りない」が３割半ば 

問26  テレビ、インターネット、映画、新聞、雑誌、広告などのメディアでの男性や女性に求

める役割の表現や女性に対する性・暴力表現について、あなたは日頃どのように感じてい

ますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図８－１－１  メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方は、「子供の目にふれないような配慮

が足りない」が35.5％と最も高く、次いで「社会全体の性や暴力に関する倫理観が損なわれてい

る」（33.5％）、「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する」（32.9％）の順と

なっている。（図８－１－１） 
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その他

特に問題はない

わからない

無回答

(%)n=(723)
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性別でみると、女性は男性よりも「子供の目にふれないような配慮が足りない」で15.2ポイン

ト、「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する」で12.2ポイント高くなっている。 

一方、男性は女性よりも「女性のイメージや男性のイメージについて偏った表現が目立つ」で

8.3ポイント高くなっている。（図８－１－２） 

 

 

図８－１－２  性別／メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.3

32.8

38.0

27.8

21.5

23.5

4.0

10.5

11.3

4.0

26.1

32.5

25.8

30.5

29.8

21.0

4.4

13.2

14.2

1.4

0 20 40 60

子供の目にふれないような配慮が足りない

社会全体の性や暴力に関する倫理観が損なわれている

自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する

女性の性を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ
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９．性の多様性 

（１）「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉の認知 

◎セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉も、その内容も知っている人は５

割半ば 

問27  あなたは、「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」という言葉を知っています

か、知りませんか。（○は１つだけ） 

 

図９－１－１  性別／「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉の認知については、「言葉も、その内容

も知っている」が55.9％と５割を超え、「言葉があることは知っているが、内容はよく知らない」

と合わせた『言葉を知っている』（78.9％）は８割弱となっている。 

性別でみると、「言葉も、その内容も知っている」は、女性（59.5％）が男性（53.2％）よりも

6.3ポイント高くなっている。（図９－１－１） 
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性・年代別でみると、「言葉も、その内容も知っている」は50代以下では全ての性・年代で５割

を超えている一方、70歳以上では男女とも３割を下回っている。（図９－１－２） 

 

 

図９－１－２  性・年代別／「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉の認知 
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（２）自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験の有無 

◎自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験がある人は約６％ 

問28  あなたは、今まで自分の性別や恋愛対象などについて悩んだことはありますか、ありま

せんか。（○は１つだけ） 

 

図９－２－１  性別／自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験の有無 
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いる。 

性別でみると、「ある」は、男性（8.1％）が女性（4.3％）よりも3.8ポイント高くなっている。

（図９－２－１） 
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性・年代別でみると、「ある」は男女とも10・20代で１割を超えている一方、30代以上では１割

を下回っている。（図９－２－２） 

 

 

図９－２－２  性・年代別／自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験の有無 
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１０．防災 

（１）女性の視点を取り入れた防災対策に対する意識 

◎女性の視点を取り入れた防災対策が行われていると思う人は１割半ば 

問29  あなたは、女性の視点を取り入れた防災対策が行われていると思いますか、思いません

か。（○は１つだけ） 

 

図１０－１－１  性別／女性の視点を取り入れた防災対策に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の視点を取り入れた防災対策が行われているかについては、「あまりそう思わない」が

26.1％と最も高く、「わからない」（20.1％）、「どちらともいえない」（19.8％）の順となっている。

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は16.3％と、「そう思わない」と「あま

りそう思わない」を合わせた『そう思わない』（40.8％）よりも24.5ポイント低くなっている。 

性別でみると、男女とも『そう思う』、『そう思わない』に大きな差はみられない。（図１０－１

－１） 
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（２）防災分野で女性の視点を生かすために重要なこと 

◎防災分野で女性の視点を生かすために重要なことは、「避難所設備に女性の意見を反映

させる」と「備蓄品に女性の視点を生かす」がともに７割弱 

問30  あなたは、防災分野で女性の視点を生かすためには、どのようなことが重要だと思いま

すか。（○はあてはまるものすべて） 

 

図１０－２－１  防災分野で女性の視点を生かすために重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災分野で女性の視点を生かすために重要なことは、「避難所設備に女性の意見を反映させる」

と「備蓄品に女性の視点を生かす」がともに67.9％となっており、次いで「防災分野の委員会や

会議に、より多くの女性が参加できるようにする」（42.9％）、「消防職員、消防団員、警察官、自

衛官などについて、採用・登用段階を含め、防災現場に女性が十分配置されるようにする」

（42.7％）の順となっている。（図１０－２－１） 
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性別でみると、女性は男性よりも「避難所設備に女性の意見を反映させる」で14.1ポイント、

「備蓄品に女性の視点を生かす」で16.9ポイント高くなっている。（図１０－２－２） 

 

 

図１０－２－２  性別／防災分野で女性の視点を生かすために重要なこと 
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１１．男女平等推進プラザ 

（１）「男女平等推進プラザ」の認知 

◎約８人に１人が「男女平等推進プラザ」を知っている 

問31  男女平等を推進するための区民の拠点施設である「男女平等推進プラザ」（愛称“はば

たき２１”）を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

図１１－１－１  性別／「男女平等推進プラザ」の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男女平等推進プラザ」の認知度は、「知らない」が82.8％と８割を超え、「知っている」が

13.0％となっている。 

性別でみると、女性（17.3％）が男性（8.5％）よりも8.8ポイント高くなっている。（図１１－

１－１） 

 

 

 

前回調査の結果と比較すると、「知っている」が2.7ポイント減少している。（図１１－１－２） 

 

図１１－１－２  経年比較／「男女平等推進プラザ」の認知 
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（２）「男女平等推進プラザ」の施設、事業の認知・利用経験 

◎各コーナーや相談室を「利用（参加）したことはない」がいずれも６割を超えている 

問31で「１．知っている」とお答えの方に 

問31－1  あなたは、男女平等推進プラザの施設を利用したり、男女平等推進プラザで実施し

ている事業に参加されたことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図１１－２－１  「男女平等推進プラザ」の施設、事業の認知・利用経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等推進プラザを「知っている」と回答した人に、施設や事業の利用（参加）経験をきい

たところ、いずれのコーナーや相談窓口に関しても「利用（参加）したことはない」が６割を超

えている。（図１１－２－１） 
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25.5

27.7

31.9

20.2

22.3

3.2

4.3

4.3

5.3

3.2

3.2

4.3

n=(94) (%)

（ア）個人・グループの活動交流スペース

（イ）男女平等関連図書の貸出・閲覧

（ウ）企画室（会議室）

（エ）こころと生きかたなんでも相談

（オ）女性弁護士による法律相談

（カ）男女平等推進フォーラム

（キ）男女平等を推進するための講座
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問１ ．家族のあり方に関する考え方 

  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 74.6 17.8 2.8 1.2 3.6
女  性 400 77.0 16.3 2.5 0.8 3.5

10・20代 41 87.8 9.8 - - 2.4
30代 73 80.8 17.8 - - 1.4
40代 79 74.7 20.3 2.5 - 2.5
50代 60 81.7 10.0 1.7 - 6.7
60代 71 80.3 14.1 1.4 - 4.2
70歳以上 76 63.2 21.1 7.9 3.9 3.9
年齢無回答 - - - - - -

295 72.5 19.3 3.4 1.7 3.1
10・20代 34 88.2 11.8 - - -
30代 42 83.3 11.9 2.4 - 2.4
40代 49 85.7 8.2 2.0 2.0 2.0
50代 46 56.5 32.6 8.7 - 2.2
60代 56 69.6 23.2 3.6 - 3.6
70歳以上 68 61.8 23.5 2.9 5.9 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 60.7 25.0 - 3.6 10.7

男  性

（ア）結婚する、しないは個人の自由である

  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 40.7 23.4 17.2 14.7 4.1
女  性 400 40.5 26.5 17.8 11.5 3.8

10・20代 41 46.3 24.4 19.5 7.3 2.4
30代 73 49.3 27.4 13.7 8.2 1.4
40代 79 49.4 27.8 16.5 3.8 2.5
50代 60 45.0 25.0 21.7 1.7 6.7
60代 71 32.4 31.0 19.7 14.1 2.8
70歳以上 76 23.7 22.4 17.1 30.3 6.6
年齢無回答 - - - - - -

295 42.7 19.3 16.6 17.6 3.7
10・20代 34 52.9 11.8 20.6 14.7 -
30代 42 54.8 19.0 14.3 9.5 2.4
40代 49 42.9 24.5 12.2 18.4 2.0
50代 46 37.0 23.9 15.2 19.6 4.3
60代 56 32.1 21.4 26.8 16.1 3.6
70歳以上 68 42.6 14.7 11.8 23.5 7.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 21.4 21.4 14.3 28.6 14.3

男  性

（イ）子供はもちたいが、結婚はしないという のもひとつの生き方だ

  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 49.5 38.7 5.0 1.7 5.1
女  性 400 54.0 35.5 4.0 1.5 5.0

10・20代 41 58.5 29.3 7.3 2.4 2.4
30代 73 54.8 38.4 5.5 - 1.4
40代 79 63.3 32.9 1.3 - 2.5
50代 60 53.3 31.7 3.3 1.7 10.0
60代 71 57.7 32.4 4.2 2.8 2.8
70歳以上 76 38.2 44.7 3.9 2.6 10.5
年齢無回答 - - - - - -

295 43.4 44.7 6.1 1.4 4.4
10・20代 34 41.2 47.1 8.8 - 2.9
30代 42 57.1 38.1 2.4 - 2.4
40代 49 42.9 46.9 6.1 2.0 2.0
50代 46 39.1 45.7 10.9 2.2 2.2
60代 56 42.9 46.4 1.8 1.8 7.1
70歳以上 68 39.7 44.1 7.4 1.5 7.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 50.0 21.4 7.1 7.1 14.3

男  性

（エ）男性はもっと子育てに関わるほう がよい

  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 56.3 21.2 10.2 7.9 4.4
女  性 400 58.3 23.3 8.8 5.3 4.5

10・20代 41 75.6 14.6 7.3 - 2.4
30代 73 78.1 15.1 2.7 1.4 2.7
40代 79 64.6 21.5 5.1 6.3 2.5
50代 60 53.3 23.3 10.0 3.3 10.0
60代 71 54.9 29.6 12.7 - 2.8
70歳以上 76 30.3 31.6 14.5 17.1 6.6
年齢無回答 - - - - - -

295 55.6 20.3 10.2 10.5 3.4
10・20代 34 79.4 17.6 - 2.9 -
30代 42 83.3 7.1 4.8 2.4 2.4
40代 49 63.3 20.4 10.2 4.1 2.0
50代 46 47.8 26.1 19.6 4.3 2.2
60代 56 41.1 33.9 10.7 10.7 3.6
70歳以上 68 38.2 14.7 11.8 27.9 7.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 35.7 - 32.1 17.9 14.3

男  性

（ウ）結婚しても、子供はもたないという のもひとつの生き方だ

  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 3.2 18.9 26.0 47.4 4.4
女  性 400 2.5 17.0 26.5 50.5 3.5

10・20代 41 2.4 9.8 31.7 53.7 2.4
30代 73 - 20.5 21.9 56.2 1.4
40代 79 - 13.9 31.6 51.9 2.5
50代 60 - 15.0 21.7 56.7 6.7
60代 71 4.2 12.7 26.8 53.5 2.8
70歳以上 76 7.9 26.3 26.3 34.2 5.3
年齢無回答 - - - - - -

295 4.1 20.7 25.8 44.4 5.1
10・20代 34 2.9 17.6 32.4 44.1 2.9
30代 42 - 11.9 9.5 76.2 2.4
40代 49 2.0 18.4 36.7 38.8 4.1
50代 46 2.2 23.9 28.3 43.5 2.2
60代 56 7.1 17.9 28.6 41.1 5.4
70歳以上 68 7.4 29.4 20.6 32.4 10.3
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 28.6 21.4 35.7 10.7

男  性

（オ）家族に介護が必要になったときは、主として女性が役割を

　　　受けもつのがよい
  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 49.2 29.2 12.2 5.9 3.5
女  性 400 56.3 28.0 8.5 4.0 3.3

10・20代 41 61.0 29.3 2.4 4.9 2.4
30代 73 56.2 30.1 11.0 1.4 1.4
40代 79 55.7 32.9 6.3 2.5 2.5
50代 60 53.3 28.3 8.3 1.7 8.3
60代 71 64.8 21.1 7.0 4.2 2.8
70歳以上 76 48.7 26.3 13.2 9.2 2.6
年齢無回答 - - - - - -

295 41.7 30.8 15.9 8.5 3.1
10・20代 34 38.2 35.3 20.6 5.9 -
30代 42 59.5 14.3 16.7 7.1 2.4
40代 49 34.7 40.8 16.3 6.1 2.0
50代 46 39.1 41.3 8.7 8.7 2.2
60代 56 39.3 30.4 21.4 5.4 3.6
70歳以上 68 41.2 25.0 13.2 14.7 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 28.6 28.6 25.0 7.1 10.7

男  性

（カ）結婚がう まく いかない場合、子供や経済的な不安がなければ、

　　離婚してもかまわない
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  調査数 そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

無回答

合  計 723 5.1 18.4 21.6 51.2 3.7
女  性 400 3.5 15.3 21.3 56.5 3.5

10・20代 41 7.3 12.2 14.6 63.4 2.4
30代 73 2.7 16.4 23.3 56.2 1.4
40代 79 5.1 13.9 16.5 62.0 2.5
50代 60 - 11.7 16.7 63.3 8.3
60代 71 2.8 15.5 25.4 53.5 2.8
70歳以上 76 3.9 19.7 27.6 44.7 3.9
年齢無回答 - - - - - -

295 6.4 22.4 22.0 45.8 3.4
10・20代 34 2.9 20.6 32.4 44.1 -
30代 42 4.8 19.0 16.7 57.1 2.4
40代 49 2.0 32.7 24.5 36.7 4.1
50代 46 2.2 19.6 28.3 47.8 2.2
60代 56 7.1 16.1 16.1 57.1 3.6
70歳以上 68 14.7 25.0 19.1 35.3 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 14.3 21.4 21.4 32.1 10.7

男  性

（キ）「男性は仕事、女性は家庭」という 考え方に賛成だ

問２ ．日常生活の役割分担 

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 57.4 22.4 11.5 7.2 1.5
女  性 400 77.5 15.5 4.5 2.0 0.5

10・20代 41 39.0 31.7 19.5 9.8 -
30代 73 76.7 19.2 1.4 2.7 -
40代 79 79.7 12.7 6.3 - 1.3
50代 60 78.3 18.3 1.7 1.7 -
60代 71 88.7 11.3 - - -
70歳以上 76 85.5 7.9 3.9 1.3 1.3
年齢無回答 - - - - - -

295 30.2 32.2 21.0 14.6 2.0
10・20代 34 35.3 38.2 14.7 11.8 -
30代 42 35.7 35.7 23.8 4.8 -
40代 49 24.5 30.6 20.4 24.5 -
50代 46 19.6 43.5 17.4 17.4 2.2
60代 56 32.1 28.6 25.0 10.7 3.6
70歳以上 68 33.8 23.5 22.1 16.2 4.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 57.1 17.9 10.7 3.6 10.7

男  性

（ア）食事のしたく

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 64.5 21.9 8.6 3.5 1.7
女  性 400 78.8 16.5 2.8 1.3 0.8

10・20代 41 39.0 41.5 14.6 4.9 -
30代 73 75.3 20.5 1.4 2.7 -
40代 79 75.9 20.3 2.5 - 1.3
50代 60 85.0 13.3 1.7 - -
60代 71 95.8 4.2 - - -
70歳以上 76 85.5 9.2 1.3 1.3 2.6
年齢無回答 - - - - - -

295 44.7 29.8 15.9 6.8 2.7
10・20代 34 38.2 44.1 11.8 5.9 -
30代 42 54.8 40.5 4.8 - -
40代 49 49.0 22.4 18.4 10.2 -
50代 46 39.1 34.8 15.2 8.7 2.2
60代 56 46.4 19.6 25.0 5.4 3.6
70歳以上 68 41.2 26.5 16.2 8.8 7.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 67.9 14.3 14.3 - 3.6

男  性

（イ）食事の後片付け

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 59.5 28.2 7.5 3.0 1.8
女  性 400 77.0 17.5 2.8 1.8 1.0

10・20代 41 43.9 26.8 17.1 12.2 -
30代 73 75.3 21.9 2.7 - -
40代 79 77.2 21.5 - - 1.3
50代 60 86.7 11.7 - 1.7 -
60代 71 87.3 12.7 - - -
70歳以上 76 78.9 13.2 2.6 1.3 3.9
年齢無回答 - - - - - -

295 36.3 42.7 13.9 4.7 2.4
10・20代 34 35.3 44.1 14.7 5.9 -
30代 42 42.9 42.9 14.3 - -
40代 49 34.7 44.9 12.2 8.2 -
50代 46 39.1 43.5 10.9 4.3 2.2
60代 56 41.1 41.1 12.5 1.8 3.6
70歳以上 68 27.9 41.2 17.6 7.4 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 53.6 28.6 7.1 3.6 7.1

男  性

（ウ）食料品・日用品の買い物

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 61.0 16.5 10.7 10.2 1.7
女  性 400 80.5 12.8 3.5 2.5 0.8

10・20代 41 43.9 22.0 17.1 17.1 -
30代 73 78.1 19.2 1.4 1.4 -
40代 79 78.5 15.2 3.8 1.3 1.3
50代 60 88.3 11.7 - - -
60代 71 97.2 1.4 1.4 - -
70歳以上 76 82.9 10.5 2.6 1.3 2.6
年齢無回答 - - - - - -

295 35.9 22.4 19.0 20.7 2.0
10・20代 34 38.2 11.8 17.6 32.4 -
30代 42 42.9 23.8 28.6 4.8 -
40代 49 36.7 20.4 16.3 26.5 -
50代 46 30.4 34.8 19.6 13.0 2.2
60代 56 35.7 25.0 16.1 19.6 3.6
70歳以上 68 33.8 17.6 17.6 26.5 4.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 46.4 7.1 25.0 10.7 10.7

男  性

（エ）洗濯
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  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 53.9 31.0 8.4 5.3 1.4
女  性 400 69.3 26.5 2.3 1.3 0.8

10・20代 41 41.5 43.9 9.8 4.9 -
30代 73 69.9 27.4 1.4 1.4 -
40代 79 67.1 27.8 2.5 1.3 1.3
50代 60 70.0 26.7 3.3 - -
60代 71 87.3 12.7 - - -
70歳以上 76 68.4 27.6 - 1.3 2.6
年齢無回答 - - - - - -

295 34.2 36.6 16.9 10.5 1.7
10・20代 34 50.0 26.5 14.7 8.8 -
30代 42 45.2 38.1 14.3 2.4 -
40代 49 24.5 38.8 24.5 12.2 -
50代 46 23.9 39.1 23.9 10.9 2.2
60代 56 30.4 48.2 10.7 8.9 1.8
70歳以上 68 36.8 27.9 14.7 16.2 4.4
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 42.9 35.7 7.1 7.1 7.1

男  性

（オ）部屋の掃除

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 49.7 32.1 8.6 8.0 1.7
女  性 400 62.3 30.0 4.0 3.0 0.8

10・20代 41 29.3 43.9 14.6 12.2 -
30代 73 64.4 31.5 1.4 2.7 -
40代 79 55.7 38.0 3.8 1.3 1.3
50代 60 71.7 25.0 3.3 - -
60代 71 83.1 15.5 1.4 - -
70歳以上 76 57.9 30.3 3.9 5.3 2.6
年齢無回答 - - - - - -

295 33.2 35.3 14.9 14.6 2.0
10・20代 34 26.5 32.4 14.7 26.5 -
30代 42 50.0 28.6 16.7 4.8 -
40代 49 32.7 34.7 16.3 16.3 -
50代 46 28.3 41.3 17.4 10.9 2.2
60代 56 30.4 44.6 12.5 10.7 1.8
70歳以上 68 32.4 29.4 13.2 19.1 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 42.9 28.6 7.1 10.7 10.7

男  性

（カ）風呂・トイレの掃除

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

無回答

合  計 723 60.7 22.1 9.0 5.9 2.2
女  性 400 64.3 23.3 6.8 4.0 1.8

10・20代 41 31.7 29.3 19.5 14.6 4.9
30代 73 56.2 31.5 8.2 4.1 -
40代 79 54.4 31.6 7.6 5.1 1.3
50代 60 78.3 20.0 1.7 - -
60代 71 78.9 15.5 4.2 - 1.4
70歳以上 76 75.0 13.2 3.9 3.9 3.9
年齢無回答 - - - - - -

295 54.2 21.7 12.5 9.2 2.4
10・20代 34 35.3 26.5 26.5 11.8 -
30代 42 64.3 19.0 14.3 - 2.4
40代 49 44.9 28.6 10.2 16.3 -
50代 46 56.5 21.7 13.0 6.5 2.2
60代 56 57.1 21.4 7.1 12.5 1.8
70歳以上 68 60.3 16.2 10.3 7.4 5.9
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 78.6 10.7 3.6 - 7.1

男  性

（キ）ごみ出し

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

子供や介

護・看護

が必要な

家族がい

ないので

する必要

がない

無回答

合  計 723 14.9 9.3 3.2 3.9 63.2 5.5
女  性 400 21.3 7.5 1.0 1.8 64.5 4.0

10・20代 41 7.3 - - - 92.7 -
30代 73 31.5 8.2 - - 60.3 -
40代 79 36.7 10.1 2.5 1.3 48.1 1.3
50代 60 31.7 8.3 1.7 - 56.7 1.7
60代 71 11.3 7.0 - 5.6 74.6 1.4
70歳以上 76 3.9 7.9 1.3 2.6 67.1 17.1
年齢無回答 - - - - - - -

295 6.1 11.5 6.4 6.4 63.7 5.8
10・20代 34 - 2.9 - 11.8 85.3 -
30代 42 9.5 11.9 4.8 2.4 69.0 2.4
40代 49 6.1 12.2 12.2 4.1 65.3 -
50代 46 6.5 21.7 2.2 6.5 60.9 2.2
60代 56 5.4 14.3 7.1 3.6 58.9 10.7
70歳以上 68 7.4 5.9 8.8 10.3 54.4 13.2
年齢無回答 - - - - - - -

性別　無回答 28 17.9 10.7 - 7.1 39.3 25.0

男  性

（ク）保育園・幼稚園・学校の行事への参加

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

子供や介

護・看護

が必要な

家族がい

ないので

する必要

がない

無回答

合  計 723 19.1 9.4 2.5 2.5 61.3 5.3
女  性 400 28.3 4.8 1.3 1.8 60.0 4.0

10・20代 41 14.6 - - - 85.4 -
30代 73 38.4 4.1 - - 57.5 -
40代 79 46.8 5.1 1.3 1.3 44.3 1.3
50代 60 43.3 6.7 - - 48.3 1.7
60代 71 15.5 4.2 2.8 5.6 70.4 1.4
70歳以上 76 6.6 6.6 2.6 2.6 64.5 17.1
年齢無回答 - - - - - - -

295 6.8 15.6 4.4 3.1 64.7 5.4
10・20代 34 - - - 5.9 94.1 -
30代 42 14.3 9.5 7.1 - 66.7 2.4
40代 49 14.3 18.4 2.0 2.0 63.3 -
50代 46 4.3 26.1 - 4.3 63.0 2.2
60代 56 3.6 17.9 8.9 1.8 57.1 10.7
70歳以上 68 4.4 16.2 5.9 4.4 57.4 11.8
年齢無回答 - - - - - - -

性別　無回答 28 17.9 10.7 - 7.1 42.9 21.4

男  性

（ケ）子供の世話

  調査数 いつもし

ている

ときどき

する

ほとんど

しない

まったく

しない

子供や介

護・看護

が必要な

家族がい

ないので

する必要

がない

無回答

合  計 723 10.9 9.3 4.4 3.6 66.9 4.8
女  性 400 14.5 10.0 2.5 2.3 67.3 3.5

10・20代 41 - 2.4 2.4 - 95.1 -
30代 73 8.2 5.5 4.1 2.7 79.5 -
40代 79 15.2 8.9 - 2.5 72.2 1.3
50代 60 18.3 31.7 1.7 - 45.0 3.3
60代 71 26.8 5.6 5.6 2.8 57.7 1.4
70歳以上 76 13.2 6.6 1.3 3.9 61.8 13.2
年齢無回答 - - - - - - -

295 5.1 8.5 7.5 4.7 68.5 5.8
10・20代 34 - - - 2.9 97.1 -
30代 42 2.4 - 9.5 - 85.7 2.4
40代 49 - 6.1 6.1 8.2 79.6 -
50代 46 6.5 17.4 6.5 2.2 63.0 4.3
60代 56 3.6 16.1 10.7 3.6 57.1 8.9
70歳以上 68 13.2 7.4 8.8 8.8 48.5 13.2
年齢無回答 - - - - - - -

性別　無回答 28 21.4 7.1 - 10.7 46.4 14.3

男  性

（コ）家族の介護・看護
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問３ ．分野別男女平等観 

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 4.7 10.7 28.9 26.3 15.1 11.5 2.9
女  性 400 4.5 9.5 25.0 30.5 19.8 8.5 2.3

10・20代 41 4.9 4.9 41.5 14.6 24.4 9.8 -
30代 73 4.1 12.3 30.1 23.3 17.8 11.0 1.4
40代 79 6.3 12.7 19.0 30.4 22.8 7.6 1.3
50代 60 1.7 5.0 23.3 23.3 30.0 13.3 3.3
60代 71 2.8 14.1 23.9 40.8 14.1 4.2 -
70歳以上 76 6.6 5.3 19.7 42.1 13.2 6.6 6.6
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.7 12.9 32.9 21.4 9.2 16.3 2.7
10・20代 34 8.8 11.8 41.2 14.7 8.8 14.7 -
30代 42 9.5 9.5 35.7 21.4 9.5 14.3 -
40代 49 6.1 18.4 40.8 12.2 2.0 20.4 -
50代 46 - 17.4 45.7 19.6 8.7 4.3 4.3
60代 56 - 12.5 19.6 21.4 10.7 30.4 5.4
70歳以上 68 5.9 8.8 23.5 32.4 13.2 11.8 4.4
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 7.1 3.6 42.9 17.9 10.7 3.6 14.3

男  性

（ア）家庭生活で

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 2.6 8.0 22.7 26.0 23.9 13.1 3.6
女  性 400 1.0 7.5 21.0 24.3 30.0 13.3 3.0

10・20代 41 2.4 9.8 36.6 17.1 22.0 12.2 -
30代 73 2.7 11.0 27.4 23.3 26.0 8.2 1.4
40代 79 1.3 13.9 16.5 24.1 38.0 6.3 -
50代 60 - 6.7 18.3 25.0 38.3 8.3 3.3
60代 71 - 2.8 18.3 21.1 39.4 18.3 -
70歳以上 76 - 1.3 15.8 31.6 14.5 25.0 11.8
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.7 9.2 25.1 27.5 16.6 13.6 3.4
10・20代 34 - 17.6 47.1 17.6 5.9 11.8 -
30代 42 16.7 7.1 21.4 26.2 21.4 7.1 -
40代 49 6.1 6.1 28.6 28.6 18.4 12.2 -
50代 46 4.3 17.4 28.3 23.9 17.4 6.5 2.2
60代 56 - 7.1 19.6 28.6 25.0 14.3 5.4
70歳以上 68 2.9 4.4 16.2 33.8 10.3 23.5 8.8
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 3.6 21.4 35.7 14.3 7.1 14.3

男  性

（イ）職場で

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 2.4 5.4 36.9 11.5 5.1 33.3 5.4
女  性 400 0.8 4.3 35.3 13.8 6.8 34.0 5.3

10・20代 41 2.4 7.3 48.8 12.2 4.9 24.4 -
30代 73 - 6.8 37.0 12.3 1.4 38.4 4.1
40代 79 1.3 8.9 36.7 8.9 10.1 31.6 2.5
50代 60 - 1.7 31.7 18.3 13.3 31.7 3.3
60代 71 - 1.4 35.2 16.9 2.8 40.8 2.8
70歳以上 76 1.3 - 27.6 14.5 7.9 32.9 15.8
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.1 7.5 39.0 8.5 3.1 33.6 4.4
10・20代 34 5.9 11.8 44.1 8.8 - 29.4 -
30代 42 7.1 2.4 23.8 11.9 4.8 47.6 2.4
40代 49 2.0 14.3 40.8 6.1 2.0 34.7 -
50代 46 2.2 8.7 37.0 10.9 - 39.1 2.2
60代 56 3.6 1.8 39.3 5.4 8.9 35.7 5.4
70歳以上 68 4.4 7.4 45.6 8.8 1.5 20.6 11.8
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 7.1 - 39.3 10.7 3.6 21.4 17.9

男  性

（ウ）学校教育の場で
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  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 2.5 9.0 27.1 26.7 17.2 14.1 3.5
女  性 400 0.5 5.8 24.3 27.8 23.8 14.3 3.8

10・20代 41 - 7.3 29.3 29.3 14.6 19.5 -
30代 73 1.4 16.4 19.2 24.7 21.9 13.7 2.7
40代 79 1.3 3.8 27.8 29.1 29.1 8.9 -
50代 60 - 5.0 16.7 28.3 36.7 11.7 1.7
60代 71 - 2.8 29.6 36.6 18.3 11.3 1.4
70歳以上 76 - - 23.7 19.7 19.7 22.4 14.5
年齢無回答 - - - - - - - -

295 5.1 13.2 31.9 25.1 8.8 14.2 1.7
10・20代 34 5.9 26.5 32.4 17.6 2.9 14.7 -
30代 42 9.5 19.0 26.2 21.4 14.3 9.5 -
40代 49 8.2 14.3 36.7 22.4 8.2 10.2 -
50代 46 2.2 13.0 19.6 41.3 8.7 13.0 2.2
60代 56 1.8 10.7 26.8 30.4 12.5 16.1 1.8
70歳以上 68 4.4 4.4 44.1 17.6 5.9 19.1 4.4
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 10.7 17.9 28.6 10.7 10.7 17.9

男  性

（オ）法律や制度の上で

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 1.4 2.8 13.3 26.8 43.2 9.7 2.9
女  性 400 0.3 1.3 9.5 24.8 52.3 9.3 2.8

10・20代 41 - - 4.9 24.4 56.1 14.6 -
30代 73 - - 9.6 26.0 56.2 6.8 1.4
40代 79 - 3.8 8.9 20.3 60.8 6.3 -
50代 60 - - 8.3 18.3 65.0 5.0 3.3
60代 71 - 2.8 11.3 32.4 42.3 9.9 1.4
70歳以上 76 1.3 - 11.8 26.3 36.8 14.5 9.2
年齢無回答 - - - - - - - -

295 3.1 4.7 19.0 28.5 32.5 10.2 2.0
10・20代 34 2.9 5.9 26.5 29.4 20.6 14.7 -
30代 42 9.5 7.1 7.1 28.6 40.5 7.1 -
40代 49 - 6.1 24.5 26.5 32.7 8.2 2.0
50代 46 2.2 4.3 13.0 26.1 39.1 10.9 4.3
60代 56 - 3.6 14.3 30.4 42.9 7.1 1.8
70歳以上 68 4.4 2.9 26.5 29.4 20.6 13.2 2.9
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 - 3.6 7.1 39.3 25.0 10.7 14.3

男  性

（カ）政治の場で

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 2.8 6.1 22.3 21.4 10.7 33.5 3.3
女  性 400 1.3 4.8 18.8 25.8 14.5 32.0 3.0

10・20代 41 - 2.4 22.0 17.1 12.2 46.3 -
30代 73 2.7 8.2 15.1 16.4 13.7 42.5 1.4
40代 79 2.5 6.3 21.5 21.5 22.8 25.3 -
50代 60 1.7 - 13.3 28.3 23.3 30.0 3.3
60代 71 - 7.0 22.5 35.2 2.8 31.0 1.4
70歳以上 76 - 2.6 18.4 32.9 11.8 23.7 10.5
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.4 7.8 26.8 15.9 5.4 36.9 2.7
10・20代 34 - 2.9 29.4 17.6 5.9 44.1 -
30代 42 9.5 4.8 14.3 9.5 7.1 54.8 -
40代 49 4.1 12.2 28.6 18.4 2.0 32.7 2.0
50代 46 4.3 8.7 17.4 19.6 2.2 45.7 2.2
60代 56 1.8 7.1 23.2 19.6 8.9 35.7 3.6
70歳以上 68 5.9 8.8 41.2 11.8 5.9 20.6 5.9
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 7.1 7.1 25.0 17.9 10.7 17.9 14.3

男  性

（エ）町会やＰＴＡなどの地域活動の場で
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  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 2.1 3.3 11.3 34.6 38.3 7.6 2.8
女  性 400 0.5 2.5 9.0 31.3 46.3 7.3 3.3

10・20代 41 - 4.9 9.8 29.3 36.6 19.5 -
30代 73 1.4 2.7 6.8 31.5 50.7 6.8 -
40代 79 1.3 5.1 6.3 29.1 54.4 3.8 -
50代 60 - 1.7 6.7 20.0 65.0 3.3 3.3
60代 71 - 1.4 7.0 42.3 43.7 2.8 2.8
70歳以上 76 - - 17.1 32.9 26.3 11.8 11.8
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.1 4.1 14.2 39.3 28.8 8.1 1.4
10・20代 34 5.9 8.8 26.5 32.4 20.6 5.9 -
30代 42 9.5 4.8 4.8 26.2 45.2 9.5 -
40代 49 4.1 2.0 24.5 30.6 30.6 8.2 -
50代 46 2.2 4.3 10.9 41.3 34.8 4.3 2.2
60代 56 - 3.6 12.5 42.9 30.4 8.9 1.8
70歳以上 68 4.4 2.9 10.3 52.9 16.2 10.3 2.9
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 7.1 14.3 32.1 25.0 7.1 10.7

男  性

（キ）社会通念・慣習・しきたりの中で

  調査数 女性が優

遇されて

いる

やや女性

が優遇さ

れている

平等であ

る

やや男性

が優遇さ

れている

男性が優

遇されて

いる

わからな

い

無回答

合  計 723 1.9 3.9 14.9 41.4 25.6 9.5 2.8
女  性 400 - 2.5 11.0 42.5 31.3 9.5 3.3

10・20代 41 - 4.9 17.1 48.8 17.1 12.2 -
30代 73 - 4.1 11.0 39.7 32.9 11.0 1.4
40代 79 - 5.1 11.4 40.5 38.0 5.1 -
50代 60 - - 3.3 46.7 43.3 5.0 1.7
60代 71 - 1.4 9.9 47.9 28.2 9.9 2.8
70歳以上 76 - - 14.5 35.5 23.7 14.5 11.8
年齢無回答 - - - - - - - -

295 4.4 5.4 20.3 40.7 18.3 9.5 1.4
10・20代 34 5.9 11.8 32.4 29.4 8.8 11.8 -
30代 42 9.5 7.1 9.5 38.1 23.8 11.9 -
40代 49 4.1 6.1 26.5 34.7 16.3 12.2 -
50代 46 2.2 4.3 19.6 47.8 19.6 4.3 2.2
60代 56 - 3.6 19.6 41.1 26.8 7.1 1.8
70歳以上 68 5.9 2.9 17.6 47.1 13.2 10.3 2.9
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 7.1 14.3 32.1 21.4 10.7 10.7

男  性

（ク）全体として

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 1.4 25.3 71.1 2.2
女  性 400 1.8 27.8 67.3 3.3

10・20代 41 2.4 12.2 85.4 -
30代 73 - 23.3 74.0 2.7
40代 79 1.3 25.3 72.2 1.3
50代 60 3.3 31.7 63.3 1.7
60代 71 4.2 28.2 66.2 1.4
70歳以上 76 - 39.5 50.0 10.5
年齢無回答 - - - - -

295 0.7 23.1 75.6 0.7
10・20代 34 - 11.8 88.2 -
30代 42 - 14.3 85.7 -
40代 49 - 14.3 85.7 -
50代 46 - 30.4 69.6 -
60代 56 3.6 25.0 71.4 -
70歳以上 68 - 33.8 63.2 2.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 14.3 78.6 3.6

男  性

（イ）東京都台東区男女平等推進基本条例

問４ ．男女平等に関する法律等の認知

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 15.6 43.3 39.6 1.5
女  性 400 14.8 41.0 42.0 2.3

10・20代 41 39.0 46.3 14.6 -
30代 73 17.8 45.2 34.2 2.7
40代 79 11.4 43.0 44.3 1.3
50代 60 18.3 33.3 48.3 -
60代 71 11.3 38.0 49.3 1.4
70歳以上 76 2.6 40.8 50.0 6.6
年齢無回答 - - - - -

295 17.6 47.1 34.9 0.3
10・20代 34 55.9 23.5 20.6 -
30代 42 23.8 40.5 35.7 -
40代 49 10.2 40.8 49.0 -
50代 46 10.9 65.2 23.9 -
60代 56 17.9 42.9 39.3 -
70歳以上 68 4.4 58.8 35.3 1.5
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 7.1 35.7 53.6 3.6

男  性

（ア）男女共同参画社会基本法
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  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 6.2 18.9 72.3 2.5
女  性 400 6.3 22.0 69.0 2.8

10・20代 41 17.1 19.5 63.4 -
30代 73 9.6 20.5 67.1 2.7
40代 79 2.5 26.6 69.6 1.3
50代 60 5.0 16.7 78.3 -
60代 71 4.2 19.7 73.2 2.8
70歳以上 76 3.9 26.3 61.8 7.9
年齢無回答 - - - - -

295 6.4 15.9 75.6 2.0
10・20代 34 14.7 20.6 64.7 -
30代 42 11.9 21.4 66.7 -
40代 49 - 8.2 87.8 4.1
50代 46 4.3 13.0 82.6 -
60代 56 7.1 16.1 73.2 3.6
70歳以上 68 4.4 17.6 75.0 2.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 7.1 85.7 3.6

男  性

（エ）性別役割分業

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 4.0 13.4 80.4 2.2
女  性 400 3.8 15.5 77.5 3.3

10・20代 41 9.8 17.1 73.2 -
30代 73 6.8 12.3 76.7 4.1
40代 79 2.5 21.5 74.7 1.3
50代 60 3.3 13.3 81.7 1.7
60代 71 1.4 9.9 87.3 1.4
70歳以上 76 1.3 18.4 71.1 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 4.4 11.2 83.7 0.7
10・20代 34 2.9 14.7 82.4 -
30代 42 9.5 11.9 78.6 -
40代 49 4.1 8.2 87.8 -
50代 46 4.3 6.5 89.1 -
60代 56 3.6 12.5 83.9 -
70歳以上 68 2.9 13.2 80.9 2.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 7.1 85.7 3.6

男  性

（オ）性と生殖に関する健康と権利

　　　（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）
  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 5.3 16.9 75.1 2.8
女  性 400 4.0 19.3 73.5 3.3

10・20代 41 4.9 9.8 85.4 -
30代 73 6.8 16.4 74.0 2.7
40代 79 2.5 19.0 75.9 2.5
50代 60 5.0 20.0 73.3 1.7
60代 71 5.6 14.1 78.9 1.4
70歳以上 76 - 31.6 59.2 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 7.1 13.6 77.3 2.0
10・20代 34 11.8 11.8 76.5 -
30代 42 16.7 16.7 66.7 -
40代 49 4.1 8.2 87.8 -
50代 46 4.3 6.5 89.1 -
60代 56 5.4 19.6 75.0 -
70歳以上 68 4.4 16.2 70.6 8.8
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 17.9 75.0 3.6

男  性

（カ）積極的改善措置（ポジティブ・アクショ ン）

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 26.4 29.3 42.0 2.2
女  性 400 27.0 32.0 37.8 3.3

10・20代 41 41.5 24.4 34.1 -
30代 73 54.8 15.1 27.4 2.7
40代 79 27.8 26.6 43.0 2.5
50代 60 20.0 38.3 40.0 1.7
60代 71 15.5 33.8 49.3 1.4
70歳以上 76 7.9 51.3 31.6 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 26.8 25.8 46.8 0.7
10・20代 34 52.9 5.9 41.2 -
30代 42 45.2 21.4 33.3 -
40代 49 16.3 24.5 59.2 -
50代 46 37.0 23.9 39.1 -
60代 56 16.1 33.9 50.0 -
70歳以上 68 11.8 33.8 51.5 2.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 14.3 28.6 53.6 3.6

男  性

（キ）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 9.0 35.8 53.3 1.9
女  性 400 7.8 38.5 51.3 2.5

10・20代 41 17.1 36.6 46.3 -
30代 73 8.2 41.1 49.3 1.4
40代 79 5.1 41.8 51.9 1.3
50代 60 10.0 25.0 63.3 1.7
60代 71 8.5 31.0 59.2 1.4
70歳以上 76 2.6 51.3 38.2 7.9
年齢無回答 - - - - -

295 11.2 32.2 55.6 1.0
10・20代 34 32.4 20.6 47.1 -
30代 42 7.1 33.3 59.5 -
40代 49 6.1 26.5 67.3 -
50代 46 10.9 30.4 58.7 -
60代 56 8.9 39.3 50.0 1.8
70歳以上 68 8.8 36.8 51.5 2.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 35.7 57.1 3.6

男  性

（ク）女子差別撤廃条約

  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 1.8 23.7 72.6 1.9
女  性 400 2.0 29.3 66.5 2.3

10・20代 41 2.4 12.2 85.4 -
30代 73 2.7 27.4 65.8 4.1
40代 79 1.3 29.1 68.4 1.3
50代 60 1.7 40.0 56.7 1.7
60代 71 4.2 25.4 69.0 1.4
70歳以上 76 - 35.5 60.5 3.9
年齢無回答 - - - - -

295 1.4 17.6 80.0 1.0
10・20代 34 - 17.6 82.4 -
30代 42 - 19.0 81.0 -
40代 49 - 18.4 81.6 -
50代 46 2.2 13.0 82.6 2.2
60代 56 3.6 16.1 78.6 1.8
70歳以上 68 1.5 20.6 76.5 1.5
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 7.1 82.1 7.1

男  性

（ウ）台東区男女平等推進行動計画「はばたきプラン21」
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  調査数 内容まで

知ってい

る

聞いたこ

とはある

が、内容

は知らな

い

知らない 無回答

合  計 723 9.8 35.7 52.3 2.2
女  性 400 9.3 37.5 50.0 3.3

10・20代 41 14.6 24.4 61.0 -
30代 73 12.3 45.2 39.7 2.7
40代 79 10.1 40.5 46.8 2.5
50代 60 8.3 43.3 46.7 1.7
60代 71 9.9 29.6 59.2 1.4
70歳以上 76 2.6 36.8 51.3 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 11.2 32.9 54.9 1.0
10・20代 34 17.6 23.5 58.8 -
30代 42 14.3 33.3 52.4 -
40代 49 6.1 36.7 57.1 -
50代 46 6.5 41.3 52.2 -
60代 56 14.3 28.6 57.1 -
70歳以上 68 10.3 32.4 52.9 4.4
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 3.6 39.3 57.1 -

男  性

（ケ）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

　　　（女性活躍推進法）

問５．学校における男女平等教育［複数回答］

  調査数 出席簿や

座席の順

番など、

男女で分

ける習慣

をなくす

学校生活

での児

童・生徒

の役割分

担に性別

で差をつ

けない

生活指導

や進路指

導におい

て、男女

の別なく

能力を生

かせるよ

う配慮す

る

男女平等

の意識を

育てる授

業をする

教材の登

場人物・

役割な

ど、性別

で偏りが

ないよう

に教材を

見直す

教員に対

し、男女

平等に関

する研修

をする

校長や副

校長に女

性を増や

していく

保護者会

などを通

じ、男女

平等教育

への保護

者の理解

を深める

人権尊重

や多様性

の観点に

立った性

教育を行

う

性暴力や

セクシュ

アル・ハ

ラスメン

トに関す

る相談窓

口をつく

る

その他 学校教育

の中で取

り組む必

要はない

わからな

い

無回答

合  計 723 30.0 58.5 64.6 53.5 29.9 48.3 37.9 39.6 45.0 47.0 4.1 0.8 4.8 2.9
女  性 400 27.3 61.3 67.5 53.8 31.8 47.3 39.5 41.5 48.0 48.3 3.5 0.8 4.3 2.8

10・20代 41 34.1 51.2 56.1 41.5 31.7 41.5 46.3 36.6 51.2 46.3 4.9 7.3 - 2.4
30代 73 28.8 60.3 65.8 50.7 31.5 47.9 47.9 37.0 57.5 54.8 1.4 - 2.7 1.4
40代 79 20.3 57.0 68.4 57.0 31.6 44.3 45.6 35.4 49.4 51.9 3.8 - 3.8 1.3
50代 60 21.7 65.0 80.0 58.3 38.3 55.0 28.3 45.0 50.0 46.7 5.0 - - 1.7
60代 71 29.6 67.6 69.0 53.5 31.0 56.3 39.4 47.9 40.8 45.1 2.8 - 7.0 1.4
70歳以上 76 31.6 63.2 63.2 56.6 27.6 38.2 30.3 46.1 40.8 43.4 3.9 - 9.2 7.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

295 33.6 55.6 60.7 54.6 27.5 50.8 35.9 36.9 42.4 46.1 5.4 1.0 5.1 1.7
10・20代 34 32.4 61.8 67.6 52.9 35.3 58.8 29.4 20.6 44.1 44.1 17.6 - - -
30代 42 40.5 47.6 45.2 50.0 33.3 54.8 33.3 38.1 50.0 38.1 4.8 2.4 4.8 2.4
40代 49 30.6 51.0 51.0 53.1 22.4 51.0 36.7 32.7 34.7 40.8 4.1 2.0 4.1 2.0
50代 46 19.6 58.7 69.6 54.3 15.2 43.5 30.4 30.4 32.6 43.5 4.3 2.2 4.3 -
60代 56 42.9 58.9 69.6 60.7 26.8 51.8 46.4 53.6 53.6 55.4 3.6 - 3.6 1.8
70歳以上 68 33.8 55.9 60.3 54.4 32.4 48.5 35.3 38.2 39.7 50.0 2.9 - 10.3 2.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 32.1 50.0 64.3 39.3 28.6 35.7 35.7 39.3 28.6 39.3 - - 10.7 17.9

男  性

問６．職業

  調査数 正規の社

員・職員

非正規の

社員・職

員（契

約・嘱

託・派

遣）

パート・

アルバイ

ト

在宅勤

務・内職

自営業 自営業の

家族従業

者

学生 職業には

ついてい

ない

その他 無回答

合  計 723 31.4 7.9 12.2 1.1 9.7 4.6 3.6 24.8 2.1 2.8
女  性 400 25.5 8.5 17.0 1.3 5.8 6.5 3.3 28.3 1.0 3.0

10・20代 41 39.0 9.8 7.3 - - - 31.7 12.2 - -
30代 73 47.9 15.1 12.3 2.7 1.4 1.4 - 16.4 1.4 1.4
40代 79 39.2 7.6 16.5 1.3 8.9 6.3 - 17.7 - 2.5
50代 60 23.3 13.3 33.3 1.7 3.3 6.7 - 18.3 - -
60代 71 5.6 7.0 19.7 1.4 9.9 8.5 - 40.8 2.8 4.2
70歳以上 76 2.6 - 11.8 - 7.9 13.2 - 55.3 1.3 7.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

295 40.7 6.8 6.8 1.0 14.2 2.4 4.4 18.6 3.1 2.0
10・20代 34 41.2 2.9 2.9 - - 2.9 38.2 8.8 2.9 -
30代 42 76.2 2.4 7.1 - 2.4 7.1 - 4.8 - -
40代 49 65.3 4.1 6.1 - 14.3 2.0 - 8.2 - -
50代 46 65.2 6.5 4.3 - 17.4 2.2 - 2.2 - 2.2
60代 56 16.1 16.1 8.9 3.6 19.6 - - 25.0 5.4 5.4
70歳以上 68 4.4 5.9 8.8 1.5 22.1 1.5 - 45.6 7.4 2.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 17.9 10.7 - - 17.9 - - 39.3 7.1 7.1

男  性
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問６―1 ．職場での男女差別［複数回答］

  調査数 募集や採

用に差が

ある

賃金・昇

進昇給の

面で差が

ある

女性の仕

事は補助

業務や雑

務が多い

希望職種

につく機

会に差が

ある

教育・研

修を受け

る機会に

差がある

女性が育

児・介護

休業を取

得しにく

い雰囲気

がある

男性が育

児・介護

休業を取

得しにく

い雰囲気

がある

女性には

結婚退職

や出産退

職などの

習慣や雰

囲気があ

る

男性には

成果を求

める

その他 特にない 無回答

合  計 483 14.5 17.2 20.1 8.1 3.7 8.7 25.9 6.6 12.8 3.3 42.2 5.4
女  性 258 14.0 20.2 22.5 7.8 2.7 10.1 22.9 6.2 8.5 3.9 41.9 5.8

10・20代 23 26.1 21.7 21.7 8.7 - 8.7 34.8 4.3 8.7 4.3 21.7 8.7
30代 59 11.9 15.3 20.3 1.7 - 15.3 33.9 6.8 8.5 1.7 40.7 1.7
40代 63 12.7 27.0 31.7 11.1 4.8 12.7 25.4 6.3 11.1 3.2 46.0 1.6
50代 49 16.3 26.5 12.2 8.2 6.1 8.2 16.3 4.1 8.2 6.1 38.8 6.1
60代 37 10.8 16.2 18.9 10.8 2.7 2.7 13.5 5.4 5.4 2.7 56.8 8.1
70歳以上 27 11.1 7.4 29.6 7.4 - 7.4 7.4 11.1 7.4 7.4 37.0 18.5
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

212 14.6 13.7 17.5 8.5 4.7 7.1 29.2 6.6 17.9 2.8 43.9 4.7
10・20代 17 11.8 - 5.9 5.9 - - 23.5 17.6 17.6 - 64.7 -
30代 40 20.0 20.0 20.0 7.5 2.5 10.0 47.5 10.0 15.0 5.0 22.5 2.5
40代 45 13.3 6.7 17.8 6.7 8.9 8.9 42.2 6.7 17.8 4.4 37.8 2.2
50代 44 18.2 20.5 18.2 11.4 4.5 6.8 18.2 4.5 15.9 - 54.5 -
60代 36 11.1 13.9 16.7 5.6 2.8 5.6 25.0 2.8 22.2 2.8 50.0 11.1
70歳以上 30 10.0 13.3 20.0 13.3 6.7 6.7 10.0 3.3 20.0 3.3 46.7 13.3
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 13 23.1 15.4 15.4 7.7 7.7 7.7 30.8 15.4 15.4 - 23.1 7.7

男  性

問７．女性が職業をもつことについての意識

  調査数 女性は職

業をもた

ないほう

がよい

女性は職

業をもつ

ほうがよ

い

結婚する

までは職

業をもつ

ほうがよ

い

子供がで

きるまで

は、職業

をもつほ

うがよい

子供がで

きても、

ずっと職

業を続け

るほうが

よい

子供がで

きたら職

業をや

め、大き

くなった

ら再び職

業をもつ

ほうがよ

い

その他 わからな

い

無回答

合  計 723 0.8 29.2 2.6 4.8 17.6 23.8 10.5 5.0 5.7
女  性 400 0.8 30.8 3.0 3.3 16.0 25.3 11.0 5.3 4.8

10・20代 41 2.4 19.5 7.3 4.9 22.0 26.8 12.2 2.4 2.4
30代 73 - 38.4 - 5.5 17.8 11.0 20.5 4.1 2.7
40代 79 - 34.2 3.8 1.3 10.1 22.8 13.9 10.1 3.8
50代 60 - 41.7 - 3.3 18.3 21.7 11.7 3.3 -
60代 71 - 32.4 - - 18.3 29.6 7.0 4.2 8.5
70歳以上 76 2.6 15.8 7.9 5.3 13.2 39.5 1.3 5.3 9.2
年齢無回答 - - - - - - - - - -

295 1.0 27.8 2.0 7.5 18.6 21.4 10.5 5.1 6.1
10・20代 34 - 35.3 2.9 - 8.8 20.6 20.6 8.8 2.9
30代 42 - 31.0 - 7.1 16.7 31.0 11.9 2.4 -
40代 49 - 28.6 2.0 8.2 22.4 22.4 10.2 6.1 -
50代 46 - 34.8 - 10.9 15.2 8.7 17.4 8.7 4.3
60代 56 3.6 28.6 - 7.1 23.2 16.1 7.1 3.6 10.7
70歳以上 68 1.5 16.2 5.9 8.8 20.6 27.9 2.9 2.9 13.2
年齢無回答 - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 - 21.4 3.6 - 28.6 28.6 3.6 - 14.3

男  性

問７－１．そう 考えた理由［複数回答］

  調査数 働くこと

を通じて

自己実現

が図れる

と思うか

ら

女性も経

済力を

もったほ

うがいい

と思うか

ら

夫婦で働

いたほう

が多くの

収入を得

られるか

ら

女性が能

力を活用

しないの

はもった

いないと

思うから

少子高齢

化で働き

手が減少

している

ので、女

性も働い

たほうが

いい

子供は母

親が家で

面倒を見

たほうが

いいと思

うから

保育料な

どを払う

より、母

親が家で

子供の面

倒を見た

ほうが合

理的

仕事と家

庭を両立

するため

の支援が

十分では

ないと思

うから

働き続け

るのは大

変そうだ

と思うか

ら

女性は家

庭を守る

べきだと

思うから

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 682 37.0 47.7 26.4 50.1 16.9 17.9 4.8 17.3 4.5 5.0 10.1 2.3 1.8 5.0
女  性 381 38.3 52.0 22.6 52.2 17.1 19.2 4.7 18.9 5.2 5.0 9.2 1.0 1.6 5.0

10・20代 40 52.5 42.5 27.5 57.5 7.5 10.0 5.0 7.5 7.5 5.0 15.0 - - -
30代 71 42.3 50.7 29.6 56.3 14.1 15.5 4.2 16.9 5.6 7.0 15.5 - 1.4 1.4
40代 76 40.8 53.9 25.0 46.1 14.5 19.7 9.2 26.3 5.3 1.3 7.9 2.6 2.6 2.6
50代 60 46.7 61.7 16.7 53.3 15.0 18.3 1.7 18.3 5.0 3.3 10.0 1.7 - 8.3
60代 65 35.4 55.4 18.5 64.6 27.7 20.0 1.5 13.8 3.1 3.1 6.2 1.5 3.1 6.2
70歳以上 69 18.8 44.9 18.8 39.1 20.3 27.5 5.8 24.6 5.8 10.1 2.9 - 1.4 10.1
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

277 33.9 39.7 29.6 45.5 15.9 16.6 4.3 14.1 4.0 5.1 12.3 4.3 2.2 5.1
10・20代 33 30.3 42.4 33.3 33.3 9.1 15.2 6.1 6.1 3.0 9.1 24.2 9.1 3.0 3.0
30代 42 26.2 35.7 38.1 47.6 14.3 9.5 2.4 4.8 - 2.4 16.7 7.1 - 2.4
40代 49 34.7 38.8 40.8 34.7 10.2 18.4 6.1 14.3 8.2 6.1 12.2 4.1 4.1 8.2
50代 44 31.8 40.9 22.7 45.5 9.1 6.8 2.3 9.1 4.5 2.3 15.9 6.8 2.3 -
60代 50 42.0 36.0 16.0 50.0 14.0 26.0 2.0 18.0 2.0 4.0 6.0 2.0 2.0 10.0
70歳以上 59 35.6 44.1 28.8 55.9 32.2 20.3 6.8 25.4 5.1 6.8 5.1 - 1.7 5.1
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 24 50.0 70.8 50.0 70.8 25.0 12.5 12.5 29.2 - 4.2 - - - 4.2

男  性
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問８．就職・再就職を希望する女性に対し必要な配慮や支援［複数回答］

  調査数 女性の職

業意識・

自立意識

等の育成

就職・再

就職のた

めのセミ

ナーなど

の充実

起業支援

のための

セミナー

などの充

実

職業技

術・資格

取得のた

めの学習

機会の充

実

就職

（業）に

関する情

報提供お

よび相談

の充実

家事・保

育・介護

サービス

に関する

情報提供

の充実

保育・介

護支援制

度の充実

家事・育

児・介護

への男性

の参画

雇用にお

ける男女

平等の実

現

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 723 24.3 34.4 14.5 34.6 37.9 44.7 57.5 46.9 32.0 2.2 3.3 5.7 3.2
女  性 400 21.8 34.0 13.5 38.8 38.3 49.0 61.0 52.3 31.8 2.0 2.8 4.5 3.0

10・20代 41 22.0 43.9 14.6 41.5 48.8 51.2 68.3 51.2 41.5 - - 2.4 -
30代 73 23.3 38.4 17.8 45.2 32.9 53.4 72.6 65.8 30.1 2.7 1.4 2.7 1.4
40代 79 16.5 30.4 15.2 39.2 35.4 53.2 67.1 59.5 38.0 - 3.8 3.8 1.3
50代 60 18.3 28.3 6.7 31.7 51.7 51.7 66.7 55.0 26.7 6.7 3.3 3.3 1.7
60代 71 23.9 33.8 14.1 42.3 38.0 52.1 62.0 50.7 35.2 2.8 2.8 4.2 2.8
70歳以上 76 26.3 32.9 11.8 32.9 30.3 34.2 34.2 31.6 22.4 - 3.9 9.2 9.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

295 27.1 34.2 15.3 28.8 38.3 39.0 53.6 40.0 32.9 2.7 4.4 7.1 2.7
10・20代 34 26.5 44.1 20.6 29.4 38.2 41.2 44.1 58.8 41.2 5.9 8.8 5.9 -
30代 42 31.0 33.3 21.4 33.3 40.5 35.7 59.5 42.9 38.1 2.4 - - -
40代 49 28.6 38.8 10.2 24.5 32.7 38.8 57.1 40.8 24.5 2.0 4.1 4.1 -
50代 46 10.9 23.9 6.5 19.6 23.9 32.6 54.3 37.0 26.1 2.2 6.5 6.5 2.2
60代 56 25.0 37.5 12.5 37.5 50.0 44.6 58.9 33.9 37.5 - 1.8 14.3 1.8
70歳以上 68 36.8 30.9 20.6 27.9 41.2 39.7 47.1 35.3 32.4 4.4 5.9 8.8 8.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 32.1 42.9 21.4 35.7 28.6 42.9 50.0 42.9 25.0 - - 7.1 10.7

男  性

問９－１．仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望）

  調査数 仕事を優

先

家庭生活

を優先

個人の生

活を優先

仕事と家

庭生活を

優先

仕事と個

人の生活

を優先

家庭生活

と個人の

生活を優

先

仕事、家

庭生活、

個人の生

活すべて

わからな

い

無回答

合  計 723 2.8 11.1 11.9 14.4 7.2 15.2 29.7 3.0 4.7
女  性 400 1.8 12.5 12.3 11.0 7.3 17.3 32.0 2.5 3.5

10・20代 41 - 12.2 26.8 4.9 12.2 14.6 29.3 - -
30代 73 1.4 16.4 5.5 6.8 8.2 20.5 38.4 1.4 1.4
40代 79 2.5 10.1 11.4 11.4 3.8 16.5 40.5 1.3 2.5
50代 60 - 6.7 10.0 11.7 6.7 23.3 40.0 - 1.7
60代 71 2.8 12.7 15.5 14.1 9.9 18.3 22.5 1.4 2.8
70歳以上 76 2.6 15.8 10.5 14.5 5.3 10.5 21.1 9.2 10.5
年齢無回答 - - - - - - - - - -

295 4.4 9.2 12.5 18.3 7.1 13.6 27.1 3.1 4.7
10・20代 34 - 11.8 23.5 11.8 2.9 17.6 32.4 - -
30代 42 7.1 14.3 14.3 14.3 - 14.3 35.7 - -
40代 49 4.1 6.1 14.3 20.4 12.2 16.3 22.4 4.1 -
50代 46 4.3 6.5 10.9 21.7 8.7 17.4 26.1 2.2 2.2
60代 56 - 5.4 16.1 16.1 10.7 12.5 30.4 5.4 3.6
70歳以上 68 8.8 11.8 2.9 22.1 5.9 7.4 20.6 4.4 16.2
年齢無回答 - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 - 10.7 - 21.4 7.1 3.6 25.0 10.7 21.4

男  性

問９－２．仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（現実）

  調査数 仕事を優

先

家庭生活

を優先

個人の生

活を優先

仕事と家

庭生活を

優先

仕事と個

人の生活

を優先

家庭生活

と個人の

生活を優

先

仕事、家

庭生活、

個人の生

活すべて

わからな

い

無回答

合  計 723 23.0 14.0 8.2 18.3 10.0 7.6 8.0 7.1 4.0
女  性 400 18.8 21.3 7.3 17.3 8.5 9.8 8.0 6.5 2.8

10・20代 41 34.1 7.3 22.0 4.9 17.1 9.8 2.4 2.4 -
30代 73 19.2 23.3 2.7 19.2 11.0 6.8 11.0 6.8 -
40代 79 20.3 24.1 3.8 19.0 11.4 8.9 5.1 5.1 2.5
50代 60 26.7 23.3 5.0 23.3 6.7 8.3 1.7 3.3 1.7
60代 71 14.1 28.2 8.5 18.3 5.6 9.9 11.3 2.8 1.4
70歳以上 76 6.6 15.8 7.9 14.5 2.6 14.5 13.2 15.8 9.2
年齢無回答 - - - - - - - - - -

295 28.1 4.1 10.2 20.3 12.2 4.4 8.5 7.5 4.7
10・20代 34 29.4 - 20.6 14.7 8.8 5.9 5.9 14.7 -
30代 42 28.6 4.8 19.0 26.2 7.1 4.8 2.4 7.1 -
40代 49 36.7 4.1 2.0 24.5 16.3 2.0 4.1 10.2 -
50代 46 45.7 2.2 2.2 17.4 8.7 2.2 17.4 2.2 2.2
60代 56 26.8 1.8 14.3 16.1 17.9 3.6 10.7 5.4 3.6
70歳以上 68 10.3 8.8 7.4 22.1 11.8 7.4 8.8 7.4 16.2
年齢無回答 - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 28.6 14.3 - 10.7 7.1 10.7 3.6 10.7 14.3

男  性
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問10－１．男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと［複数回答（回答は３つ以内）］    

  調査数 長時間労

働を削減

する

育児・介

護休業制

度を利用

しても不

利になら

ない人事

評価制度

を作る

短時間勤

務や在宅

勤務な

ど、柔軟

な働き方

を整備す

る

育児・介

護休業時

の経済的

補償を充

実する

保育・介

護の施設

やサービ

スを充実

する

職場や上

司の理

解・協力

「男は仕

事、女は

家庭」と

いう社会

通念を改

める

家族の理

解・協力

その他 育児や介

護と仕事

の両立を

推進する

必要性を

感じない

特にない わからな

い

無回答

合  計 723 48.1 46.1 30.4 24.2 21.3 49.7 25.0 14.5 1.2 0.3 0.8 3.3 4.7
女  性 400 43.8 50.8 30.3 21.8 19.8 53.5 31.3 15.5 1.8 0.5 0.5 2.8 4.0

10・20代 41 53.7 51.2 39.0 22.0 14.6 61.0 39.0 7.3 - - - - 2.4
30代 73 43.8 53.4 47.9 31.5 19.2 56.2 27.4 8.2 2.7 1.4 - - -
40代 79 36.7 49.4 32.9 21.5 12.7 57.0 41.8 12.7 2.5 - 1.3 1.3 2.5
50代 60 43.3 55.0 28.3 16.7 16.7 71.7 35.0 20.0 3.3 - - - 1.7
60代 71 45.1 60.6 19.7 15.5 36.6 47.9 32.4 22.5 1.4 - 1.4 2.8 -
70歳以上 76 44.7 36.8 17.1 22.4 17.1 34.2 15.8 19.7 - 1.3 - 10.5 15.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

295 54.6 41.7 31.2 27.8 24.1 45.4 17.3 13.2 0.7 - 1.4 3.1 4.7
10・20代 34 61.8 52.9 35.3 23.5 14.7 47.1 29.4 11.8 2.9 - - 2.9 -
30代 42 59.5 28.6 38.1 26.2 35.7 47.6 31.0 9.5 - - - - -
40代 49 59.2 42.9 32.7 26.5 22.4 53.1 20.4 16.3 - - - 2.0 -
50代 46 41.3 45.7 32.6 34.8 32.6 41.3 10.9 13.0 - - 4.3 - 6.5
60代 56 55.4 50.0 26.8 37.5 23.2 50.0 10.7 8.9 1.8 - - 3.6 3.6
70歳以上 68 52.9 33.8 26.5 19.1 17.6 36.8 10.3 17.6 - - 2.9 7.4 13.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 42.9 25.0 25.0 21.4 14.3 39.3 17.9 14.3 - - - 14.3 14.3

男  性

問11．社会参加の状況［複数回答］

  調査数 スポーツ

活動

趣味活動 学習活動 福祉活動 町会活動 ＰＴＡ・

子ども会

活動

区や都な

ど行政の

政策決定

に関わる

審議会等

その他 いずれも

参加して

いない

無回答

合  計 723 12.7 21.4 4.4 3.2 13.0 6.5 1.1 2.6 53.7 3.5
女  性 400 13.5 25.8 4.8 3.0 12.5 10.0 1.0 2.8 48.8 3.8

10・20代 41 17.1 26.8 9.8 - 7.3 4.9 - 4.9 51.2 4.9
30代 73 8.2 21.9 2.7 1.4 5.5 15.1 - 6.8 53.4 2.7
40代 79 13.9 20.3 6.3 2.5 5.1 24.1 - - 51.9 -
50代 60 8.3 23.3 8.3 - 11.7 10.0 5.0 - 46.7 5.0
60代 71 21.1 40.8 2.8 8.5 16.9 1.4 1.4 4.2 43.7 1.4
70歳以上 76 13.2 22.4 1.3 3.9 26.3 1.3 - 1.3 46.1 9.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

295 11.9 15.6 4.4 3.1 12.5 1.7 1.4 2.4 61.0 3.1
10・20代 34 20.6 20.6 2.9 - 8.8 - - - 58.8 2.9
30代 42 4.8 11.9 4.8 2.4 4.8 - 2.4 - 73.8 -
40代 49 16.3 6.1 4.1 2.0 14.3 6.1 - 2.0 63.3 2.0
50代 46 10.9 26.1 4.3 2.2 13.0 - 2.2 2.2 54.3 4.3
60代 56 8.9 8.9 5.4 3.6 10.7 1.8 - 3.6 66.1 5.4
70歳以上 68 11.8 20.6 4.4 5.9 19.1 1.5 2.9 4.4 52.9 2.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 10.7 21.4 - 7.1 25.0 7.1 - 3.6 46.4 3.6

男  性

問10－２．女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと［複数回答（回答は３つ以内）］    

  調査数 長時間労

働を削減

する

育児・介

護休業制

度を利用

しても不

利になら

ない人事

評価制度

を作る

短時間勤

務や在宅

勤務な

ど、柔軟

な働き方

を整備す

る

育児・介

護休業時

の経済的

補償を充

実する

保育・介

護の施設

やサービ

スを充実

する

職場や上

司の理

解・協力

「男は仕

事、女は

家庭」と

いう社会

通念を改

める

家族の理

解・協力

その他 育児や介

護と仕事

の両立を

推進する

必要性を

感じない

特にない わからな

い

無回答

合  計 723 17.8 38.2 44.1 27.9 45.6 38.0 20.6 29.9 1.0 0.4 0.6 3.5 4.3
女  性 400 16.8 39.0 44.8 27.0 49.8 39.3 20.5 35.5 1.3 0.5 0.5 2.3 2.8

10・20代 41 17.1 56.1 39.0 41.5 58.5 34.1 24.4 24.4 - - - - -
30代 73 17.8 32.9 57.5 38.4 57.5 43.8 12.3 30.1 1.4 1.4 - - -
40代 79 10.1 43.0 46.8 21.5 39.2 44.3 25.3 38.0 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3
50代 60 13.3 36.7 41.7 31.7 46.7 43.3 23.3 48.3 3.3 - - - 1.7
60代 71 19.7 46.5 52.1 14.1 57.7 38.0 21.1 33.8 1.4 - 1.4 1.4 -
70歳以上 76 22.4 26.3 28.9 22.4 43.4 30.3 18.4 35.5 - - - 9.2 11.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

295 18.6 38.3 44.1 30.2 40.7 37.3 21.7 21.7 0.7 0.3 0.7 4.1 5.8
10・20代 34 29.4 50.0 50.0 17.6 44.1 38.2 38.2 14.7 2.9 - - 2.9 -
30代 42 21.4 38.1 40.5 40.5 40.5 42.9 31.0 14.3 - - - - -
40代 49 16.3 28.6 42.9 38.8 51.0 40.8 36.7 20.4 - 2.0 - 2.0 -
50代 46 15.2 39.1 54.3 30.4 45.7 34.8 10.9 26.1 - - 2.2 2.2 6.5
60代 56 10.7 44.6 41.1 32.1 33.9 39.3 23.2 26.8 1.8 - - 3.6 7.1
70歳以上 68 22.1 33.8 39.7 22.1 33.8 30.9 2.9 23.5 - - 1.5 10.3 14.7
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 25.0 25.0 35.7 17.9 39.3 28.6 10.7 35.7 - - - 14.3 10.7

男  性
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問11－１．参加していない理由［複数回答（回答は３つ以内）］

  調査数 仕事や家

事で忙し

いから

活動情報

を知らな

いから

子育てで

忙しいか

ら

個人で活

動するの

が好きだ

から

活動した

い仲間が

いないか

ら

家族の介

護・看護

で忙しい

から

経済的に

余裕がな

いから

近くに活

動する場

がないか

ら

家族が反

対するか

ら

参加した

い活動が

ないから

体力的に

問題があ

るから

関心がな

いから

その他 特にない 無回答

合  計 388 36.9 18.6 5.4 19.8 11.3 3.6 9.0 7.5 0.3 18.6 13.9 24.5 5.4 5.9 1.0
女  性 195 39.5 21.0 7.2 17.4 8.7 5.6 7.7 8.7 0.5 18.5 12.8 19.5 5.1 4.1 -

10・20代 21 19.0 38.1 9.5 19.0 14.3 - - 4.8 - 19.0 4.8 28.6 - - -
30代 39 53.8 23.1 15.4 15.4 7.7 - 5.1 7.7 2.6 10.3 - 28.2 10.3 5.1 -
40代 41 48.8 29.3 12.2 24.4 7.3 - 4.9 7.3 - 14.6 2.4 12.2 - 4.9 -
50代 28 50.0 28.6 3.6 17.9 10.7 10.7 17.9 7.1 - 28.6 3.6 21.4 14.3 - -
60代 31 38.7 9.7 - 19.4 6.5 16.1 12.9 9.7 - 16.1 12.9 9.7 3.2 6.5 -
70歳以上 35 17.1 2.9 - 8.6 8.6 8.6 5.7 14.3 - 25.7 51.4 20.0 2.9 5.7 -
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

180 33.3 15.0 3.9 22.8 15.0 0.6 11.1 5.6 - 18.3 14.4 31.1 6.1 7.8 2.2
10・20代 20 35.0 15.0 - 20.0 20.0 - - 10.0 - 15.0 - 45.0 - 15.0 -
30代 31 45.2 22.6 16.1 19.4 6.5 - 6.5 - - 16.1 3.2 25.8 12.9 6.5 3.2
40代 31 51.6 12.9 6.5 22.6 16.1 - 19.4 3.2 - 19.4 3.2 25.8 6.5 3.2 3.2
50代 25 48.0 16.0 - 36.0 - - 8.0 4.0 - 24.0 12.0 32.0 4.0 4.0 -
60代 37 21.6 21.6 - 18.9 21.6 2.7 16.2 5.4 - 16.2 16.2 32.4 2.7 10.8 5.4
70歳以上 36 8.3 2.8 - 22.2 22.2 - 11.1 11.1 - 19.4 41.7 30.6 8.3 8.3 -
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 13 46.2 30.8 - 15.4 - 15.4 - 15.4 - 23.1 23.1 7.7 - 7.7 -

男  性

問12．政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由［複数回答］

  調査数 性別によ

る役割分

担や性差

別の意識

があるか

ら

男性優位

の組織運

営である

から

家庭の支

援・協力

が得られ

ないから

女性の能

力開発の

機会が不

十分であ

るから

女性の活

動を支援

する人的

ネット

ワークが

不足して

いるから

女性側の

積極性が

十分では

ないから

女性の参

画を積極

的に進め

ようと意

識してい

る人が少

ないから

その他 わからな

い

無回答

合  計 723 37.9 57.7 25.2 20.5 21.0 27.7 38.9 4.1 10.1 3.3
女  性 400 36.3 60.3 27.5 18.8 20.0 27.8 40.0 2.8 10.5 3.8

10・20代 41 39.0 63.4 31.7 14.6 22.0 19.5 34.1 - 2.4 2.4
30代 73 46.6 68.5 31.5 20.5 19.2 31.5 43.8 5.5 4.1 2.7
40代 79 39.2 73.4 26.6 17.7 21.5 26.6 41.8 5.1 8.9 -
50代 60 40.0 68.3 25.0 18.3 16.7 21.7 33.3 3.3 6.7 5.0
60代 71 35.2 53.5 26.8 22.5 16.9 33.8 45.1 - 15.5 1.4
70歳以上 76 19.7 36.8 25.0 17.1 23.7 28.9 38.2 1.3 21.1 10.5
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

295 41.4 54.9 21.0 23.1 21.4 28.1 38.0 6.4 8.1 3.1
10・20代 34 50.0 47.1 17.6 20.6 17.6 44.1 32.4 8.8 8.8 2.9
30代 42 45.2 57.1 14.3 9.5 14.3 23.8 40.5 16.7 7.1 -
40代 49 49.0 51.0 14.3 20.4 22.4 26.5 30.6 6.1 10.2 2.0
50代 46 30.4 60.9 15.2 26.1 21.7 23.9 39.1 8.7 8.7 2.2
60代 56 44.6 58.9 30.4 28.6 21.4 32.1 41.1 - 7.1 3.6
70歳以上 68 33.8 52.9 27.9 27.9 26.5 23.5 41.2 2.9 7.4 5.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 25.0 50.0 35.7 17.9 32.1 21.4 32.1 - 25.0 -

男  性

問13．女性のリーダーを増やすときの障害［複数回答］

  調査数 現時点で

は、必要

な知識や

経験など

をもつ女

性が少な

いこと

女性自身

がリー

ダーにな

ることを

希望しな

いこと

上司・同

僚・部下

となる男

性や顧客

が女性

リーダー

を希望し

ないこと

長時間労

働の改善

が十分で

はないこ

と

企業など

において

は、管理

職になる

と転勤が

増えるこ

と

保育・介

護・家事

などにお

ける夫な

どの家族

の支援が

十分では

ないこと

保育・介

護の支援

などの公

的サービ

スが十分

ではない

こと

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 723 27.7 26.1 41.6 29.6 22.5 43.4 42.5 3.9 3.6 8.0 3.3
女  性 400 26.3 23.3 50.3 29.3 26.3 49.0 44.5 2.0 2.3 8.0 3.8

10・20代 41 9.8 22.0 56.1 34.1 26.8 56.1 36.6 4.9 - 2.4 2.4
30代 73 30.1 28.8 50.7 35.6 30.1 53.4 45.2 - 1.4 2.7 4.1
40代 79 21.5 24.1 60.8 24.1 20.3 55.7 45.6 2.5 3.8 8.9 -
50代 60 23.3 20.0 61.7 26.7 28.3 56.7 50.0 6.7 - 5.0 3.3
60代 71 33.8 25.4 50.7 32.4 28.2 43.7 52.1 - 2.8 8.5 1.4
70歳以上 76 31.6 18.4 26.3 25.0 25.0 32.9 35.5 - 3.9 17.1 10.5
年齢無回答 - - - - - - - - - - - -

295 30.5 30.5 31.9 30.8 16.9 36.9 39.3 6.8 5.4 7.1 2.7
10・20代 34 20.6 29.4 41.2 11.8 17.6 35.3 29.4 11.8 5.9 5.9 2.9
30代 42 19.0 31.0 33.3 31.0 19.0 42.9 38.1 16.7 2.4 2.4 -
40代 49 30.6 18.4 24.5 22.4 14.3 24.5 28.6 8.2 10.2 10.2 2.0
50代 46 30.4 34.8 26.1 37.0 13.0 37.0 52.2 2.2 6.5 2.2 2.2
60代 56 37.5 35.7 35.7 44.6 17.9 46.4 48.2 1.8 - 8.9 3.6
70歳以上 68 36.8 32.4 32.4 30.9 19.1 35.3 36.8 4.4 7.4 10.3 4.4
年齢無回答 - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 17.9 21.4 21.4 21.4 28.6 32.1 46.4 - 3.6 17.9 3.6

男  性
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問14．離職した女性が再び社会で活動することについての意識［複数回答］

  調査数 これまで

の知識・

経験を生

かして働

けること

を重視

し、正社

員として

再就職す

る

仕事と家

事・育

児・介護

の両立の

しやすさ

などを重

視し、正

社員とし

て再就職

する

これまで

の知識・

経験を生

かして働

けること

と、働く

時間や場

所の両方

を重視し

て、パー

ト・アル

バイトな

どで再就

職する

働く時間

や場所を

最も重視

して、

パート・

アルバイ

トなどで

再就職す

る

家事・育

児・介護

の経験を

生かした

仕事によ

り地域に

貢献する

これまで

の経験を

生かして

ボラン

ティアや

ＮＰＯ活

動で地域

に貢献す

る

これまで

の経験を

生かして

起業また

はＮＰＯ

の立ち上

げを行う

家事以外

で活動す

る必要は

ない

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 723 53.9 56.6 41.9 28.8 19.5 16.6 12.3 0.8 4.1 1.7 6.1 3.3
女  性 400 51.0 60.8 46.3 27.0 20.5 17.8 13.3 1.5 4.8 1.3 5.3 4.0

10・20代 41 61.0 58.5 43.9 29.3 12.2 17.1 14.6 2.4 4.9 - - 2.4
30代 73 58.9 75.3 53.4 31.5 24.7 20.5 19.2 1.4 12.3 - 1.4 2.7
40代 79 50.6 74.7 45.6 22.8 16.5 16.5 13.9 - 5.1 1.3 2.5 -
50代 60 51.7 60.0 41.7 31.7 23.3 25.0 11.7 1.7 3.3 3.3 5.0 3.3
60代 71 52.1 60.6 46.5 23.9 19.7 12.7 9.9 1.4 2.8 1.4 5.6 1.4
70歳以上 76 36.8 34.2 44.7 25.0 23.7 15.8 10.5 2.6 - 1.3 14.5 13.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

295 58.0 52.5 35.9 31.5 17.6 14.6 11.9 - 3.7 2.4 6.8 2.7
10・20代 34 67.6 47.1 44.1 35.3 17.6 20.6 14.7 - 8.8 - 5.9 2.9
30代 42 69.0 57.1 35.7 26.2 11.9 16.7 11.9 - 4.8 - 4.8 -
40代 49 59.2 59.2 30.6 32.7 10.2 6.1 6.1 - 2.0 2.0 4.1 2.0
50代 46 67.4 45.7 34.8 26.1 13.0 13.0 17.4 - 8.7 6.5 2.2 2.2
60代 56 53.6 60.7 35.7 23.2 25.0 17.9 10.7 - 1.8 1.8 8.9 3.6
70歳以上 68 42.6 45.6 36.8 42.6 23.5 14.7 11.8 - - 2.9 11.8 4.4
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 53.6 39.3 42.9 25.0 25.0 21.4 3.6 - - - 10.7 -

男  性

問15．女性が経営者になることについての意識      

  調査数 女性は経

営者とな

らないほ

うがよい

女性は経

営者とな

るほうが

よい

性別を問

わず、経

営者に向

いている

人が経営

者となれ

ばよい

その他 わからな

い

無回答

合  計 723 1.0 1.8 93.1 0.1 2.5 1.5
女  性 400 1.0 2.3 93.3 - 2.3 1.3

10・20代 41 2.4 4.9 92.7 - - -
30代 73 - - 100.0 - - -
40代 79 1.3 3.8 93.7 - 1.3 -
50代 60 1.7 3.3 95.0 - - -
60代 71 - - 95.8 - 2.8 1.4
70歳以上 76 1.3 2.6 82.9 - 7.9 5.3
年齢無回答 - - - - - - -

295 1.0 1.4 92.9 0.3 2.7 1.7
10・20代 34 - - 97.1 - 2.9 -
30代 42 - - 97.6 - 2.4 -
40代 49 - 2.0 95.9 - 2.0 -
50代 46 - 4.3 89.1 2.2 2.2 2.2
60代 56 1.8 1.8 92.9 - 3.6 -
70歳以上 68 2.9 - 88.2 - 2.9 5.9
年齢無回答 - - - - - - -

性別　無回答 28 - - 92.9 - 3.6 3.6

男  性

問16．セクシュアル・ハラスメントだと思う こと［複数回答］

  調査数 「女

（男）の

くせに」

「女

（男）だ

から」な

どの言い

方をする

結婚、子

供の有無

などを必

要以上に

話題にす

る

容姿や年

齢などを

話題にす

る

交際を強

要する

宴会でお

酌やデュ

エットを

強要する

ヌード写

真を目に

つくとこ

ろに貼っ

たり、見

せたりす

る

体に触れ

る

性的な噂

をたてた

り、イン

ターネッ

トに書き

込んだり

する

無回答

合  計 723 59.8 49.7 46.6 73.3 60.4 69.8 81.6 80.8 4.4
女  性 400 59.5 49.0 45.8 69.3 56.8 70.5 83.8 81.3 4.8

10・20代 41 78.0 63.4 53.7 70.7 43.9 70.7 80.5 82.9 -
30代 73 67.1 53.4 45.2 74.0 65.8 79.5 89.0 93.2 1.4
40代 79 70.9 57.0 55.7 81.0 68.4 77.2 89.9 92.4 5.1
50代 60 50.0 48.3 48.3 73.3 53.3 73.3 93.3 81.7 -
60代 71 50.7 47.9 40.8 70.4 60.6 64.8 78.9 76.1 2.8
70歳以上 76 46.1 30.3 34.2 47.4 42.1 57.9 71.1 61.8 15.8
年齢無回答 - - - - - - - - - -

295 59.7 51.5 48.1 80.3 66.8 71.2 80.3 82.4 3.4
10・20代 34 70.6 52.9 44.1 82.4 67.6 73.5 91.2 94.1 -
30代 42 61.9 45.2 28.6 81.0 73.8 76.2 73.8 81.0 2.4
40代 49 65.3 59.2 55.1 81.6 65.3 75.5 81.6 91.8 -
50代 46 56.5 60.9 69.6 87.0 84.8 82.6 91.3 89.1 -
60代 56 58.9 66.1 53.6 83.9 64.3 67.9 82.1 76.8 5.4
70歳以上 68 51.5 30.9 38.2 70.6 52.9 58.8 69.1 70.6 8.8
年齢無回答 - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 64.3 39.3 42.9 57.1 46.4 46.4 64.3 57.1 10.7

男  性
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  調査数 何度も

あった

１、２度

あった

まったく

ない

無回答

合  計 723 4.7 11.8 80.2 3.3
女  性 400 6.8 13.5 77.3 2.5

10・20代 41 2.4 12.2 85.4 -
30代 73 9.6 13.7 76.7 -
40代 79 7.6 20.3 69.6 2.5
50代 60 10.0 15.0 73.3 1.7
60代 71 2.8 11.3 85.9 -
70歳以上 76 6.6 7.9 76.3 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 1.7 9.8 85.1 3.4
10・20代 34 2.9 8.8 88.2 -
30代 42 2.4 11.9 85.7 -
40代 49 - 8.2 89.8 2.0
50代 46 - 15.2 82.6 2.2
60代 56 3.6 12.5 82.1 1.8
70歳以上 68 1.5 4.4 83.8 10.3
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 7.1 7.1 71.4 14.3

男  性

（イ）人格を否定するよう な暴言、交友関係や行き先、

　　　電話・メールなどを細かく 監視したり、精神的な

　　　嫌がらせ、あるいは、恐怖を感じるよう な脅迫

問17．セクシュアル・ハラスメントの被害経験

  調査数 受けたこ

とがある

受けたこ

とはない

無回答

合  計 723 11.1 86.6 2.4
女  性 400 15.0 83.3 1.8

10・20代 41 24.4 75.6 -
30代 73 21.9 76.7 1.4
40代 79 19.0 81.0 -
50代 60 16.7 83.3 -
60代 71 9.9 90.1 -
70歳以上 76 2.6 89.5 7.9
年齢無回答 - - - -

295 6.1 91.2 2.7
10・20代 34 14.7 85.3 -
30代 42 7.1 92.9 -
40代 49 10.2 89.8 -
50代 46 6.5 93.5 -
60代 56 - 98.2 1.8
70歳以上 68 2.9 86.8 10.3
年齢無回答 - - - -

性別　無回答 28 7.1 85.7 7.1

男  性

問18．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思う こと［複数回答］

  調査数 何を言っ

ても無視

する

外出など

を制限す

る

交友関係

や電話、

メールな

どを細か

く監視す

る

大声でど

なる

「誰のお

かげで生

活できる

んだ」な

どと言う

大切にし

ているも

のをわざ

と壊した

り、捨て

たりする

いやがっ

ているの

に性的な

行為を強

要する

避妊に協

力しない

見たくな

いのにわ

いせつな

映像等を

見せる

生活費を

十分に渡

さない

身体を傷

つけた

り、傷つ

ける可能

性のある

行為

無回答

合  計 723 55.9 62.4 63.3 74.1 72.8 76.1 80.6 67.6 69.7 65.3 86.3 5.9
女  性 400 57.5 66.0 67.8 79.0 76.8 76.5 82.8 74.0 72.3 68.8 86.3 6.0

10・20代 41 58.5 80.5 82.9 87.8 92.7 100.0 97.6 90.2 87.8 70.7 95.1 -
30代 73 61.6 71.2 72.6 84.9 83.6 90.4 94.5 89.0 84.9 76.7 98.6 1.4
40代 79 63.3 77.2 74.7 86.1 88.6 89.9 92.4 87.3 84.8 79.7 94.9 2.5
50代 60 55.0 68.3 66.7 83.3 75.0 75.0 80.0 73.3 70.0 70.0 91.7 3.3
60代 71 64.8 66.2 71.8 84.5 74.6 70.4 81.7 70.4 66.2 67.6 77.5 5.6
70歳以上 76 42.1 39.5 44.7 52.6 52.6 43.4 56.6 40.8 46.1 48.7 64.5 19.7
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

295 54.9 59.0 58.6 70.5 68.5 78.0 79.3 61.4 68.1 62.4 88.1 4.7
10・20代 34 55.9 73.5 70.6 79.4 79.4 88.2 97.1 88.2 79.4 64.7 94.1 -
30代 42 52.4 57.1 52.4 66.7 78.6 90.5 92.9 78.6 76.2 64.3 92.9 2.4
40代 49 51.0 57.1 51.0 79.6 71.4 83.7 79.6 61.2 67.3 59.2 89.8 4.1
50代 46 60.9 63.0 67.4 78.3 65.2 84.8 80.4 67.4 78.3 73.9 91.3 4.3
60代 56 62.5 64.3 71.4 76.8 73.2 71.4 75.0 60.7 66.1 73.2 87.5 5.4
70歳以上 68 48.5 47.1 45.6 51.5 52.9 61.8 64.7 33.8 52.9 45.6 79.4 8.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 42.9 46.4 50.0 42.9 60.7 50.0 64.3 42.9 50.0 46.4 67.9 17.9

男  性

問19．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験

  調査数 何度も

あった

１、２度

あった

まったく

ない

無回答

合  計 723 3.5 14.1 80.4 2.1
女  性 400 4.5 15.5 78.8 1.3

10・20代 41 4.9 9.8 85.4 -
30代 73 4.1 15.1 80.8 -
40代 79 5.1 19.0 74.7 1.3
50代 60 3.3 16.7 80.0 -
60代 71 5.6 8.5 85.9 -
70歳以上 76 3.9 21.1 69.7 5.3
年齢無回答 - - - - -

295 1.7 11.5 84.4 2.4
10・20代 34 5.9 5.9 88.2 -
30代 42 - 4.8 95.2 -
40代 49 2.0 12.2 85.7 -
50代 46 - 19.6 78.3 2.2
60代 56 1.8 16.1 80.4 1.8
70歳以上 68 1.5 8.8 82.4 7.4
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 7.1 21.4 60.7 10.7

男  性

（ア）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、

　　　突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行
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  調査数 何度も

あった

１、２度

あった

まったく

ない

無回答

合  計 723 2.6 5.7 88.5 3.2
女  性 400 4.3 7.8 86.0 2.0

10・20代 41 2.4 2.4 95.1 -
30代 73 2.7 6.8 90.4 -
40代 79 6.3 12.7 79.7 1.3
50代 60 8.3 8.3 83.3 -
60代 71 1.4 8.5 90.1 -
70歳以上 76 3.9 5.3 81.6 9.2
年齢無回答 - - - - -

295 0.7 3.1 92.5 3.7
10・20代 34 - - 100.0 -
30代 42 - - 100.0 -
40代 49 - 6.1 93.9 -
50代 46 - 4.3 93.5 2.2
60代 56 3.6 3.6 89.3 3.6
70歳以上 68 - 2.9 85.3 11.8
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 - 3.6 82.1 14.3

男  性

（ウ）生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働く

　　　ことを妨害される
  調査数 何度も

あった

１、２度

あった

まったく

ない

無回答

合  計 723 1.8 7.7 87.6 2.9
女  性 400 3.3 11.5 83.5 1.8

10・20代 41 - 9.8 90.2 -
30代 73 2.7 12.3 84.9 -
40代 79 5.1 12.7 81.0 1.3
50代 60 3.3 18.3 76.7 1.7
60代 71 1.4 7.0 91.5 -
70歳以上 76 5.3 9.2 78.9 6.6
年齢無回答 - - - - -

295 - 3.1 93.6 3.4
10・20代 34 - 5.9 94.1 -
30代 42 - 2.4 97.6 -
40代 49 - - 100.0 -
50代 46 - 2.2 95.7 2.2
60代 56 - 1.8 96.4 1.8
70歳以上 68 - 5.9 82.4 11.8
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 - 3.6 82.1 14.3

男  性

（エ）いやがっているのに性的な行為を強要される、

　　　見たく ないわいせつな映像等を見せられる、

　　　避妊に協力しない

問21．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関の認知

  調査数 知ってい

る

知らない 無回答

合  計 723 53.1 43.2 3.7
女  性 400 58.0 38.8 3.3

10・20代 41 56.1 43.9 -
30代 73 63.0 35.6 1.4
40代 79 68.4 31.6 -
50代 60 66.7 31.7 1.7
60代 71 57.7 38.0 4.2
70歳以上 76 36.8 52.6 10.5
年齢無回答 - - - -

295 46.4 50.2 3.4
10・20代 34 47.1 50.0 2.9
30代 42 50.0 47.6 2.4
40代 49 38.8 61.2 -
50代 46 56.5 43.5 -
60代 56 46.4 44.6 8.9
70歳以上 68 42.6 52.9 4.4
年齢無回答 - - - -

性別　無回答 28 53.6 32.1 14.3

男  性

問20．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先［複数回答］

  調査数 台東区の

ＤＶ専門

相談（た

いとう

パープル

ほっとダ

イヤル）

台東区の

ＤＶ専門

相談以外

の台東区

の相談窓

口

その他の

区市町村

の相談窓

口

東京都の

相談窓口

（東京

ウィメン

ズプラ

ザ、東京

都女性相

談セン

ターな

ど）

警察 弁護士 民間団

体・民間

支援団体

法テラス

（日本司

法支援セ

ンター）

医療関係

者（医

師、看護

師など）

学校関係

者（教

員、養護

教員、ス

クールカ

ウンセ

ラーな

ど）

家族や親

戚

友人・知

人

その他 どこ（だ

れ）にも

相談しな

かった

無回答

合  計 199 1.0 3.5 2.0 2.0 4.5 4.0 0.5 2.0 4.0 1.0 25.1 37.2 - 41.7 5.5
女  性 127 0.8 4.7 2.4 2.4 5.5 5.5 0.8 1.6 5.5 1.6 32.3 48.0 - 32.3 2.4

10・20代 8 - - - - 12.5 12.5 - 12.5 - - 25.0 75.0 - 12.5 -
30代 22 4.5 - 4.5 9.1 9.1 9.1 4.5 - 4.5 - 31.8 63.6 - 31.8 -
40代 31 - 9.7 - 3.2 3.2 - - - 6.5 3.2 48.4 41.9 - 35.5 -
50代 25 - 8.0 8.0 - 4.0 8.0 - 4.0 8.0 4.0 20.0 44.0 - 36.0 4.0
60代 17 - 5.9 - - 11.8 5.9 - - 5.9 - 29.4 52.9 - 17.6 5.9
70歳以上 24 - - - - - 4.2 - - 4.2 - 29.2 33.3 - 41.7 4.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

62 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 - 3.2 1.6 - 11.3 21.0 - 61.3 6.5
10・20代 7 - - - - - - - - - - 14.3 28.6 - 71.4 -
30代 8 - - - - - - - - - - 12.5 37.5 - 62.5 -
40代 10 10.0 10.0 - - 10.0 - - 10.0 - - 20.0 20.0 - 50.0 -
50代 13 - - - - - 7.7 - 7.7 - - 7.7 23.1 - 61.5 -
60代 14 - - 7.1 7.1 - - - - - - 14.3 14.3 - 64.3 7.1
70歳以上 10 - - - - - - - - 10.0 - - 10.0 - 60.0 30.0
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 10 - - - - 10.0 - - - - - 20.0 - - 40.0 40.0

男  性
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問22．「デートＤＶ」の認知

  調査数 言葉も、

その内容

も知って

いる

言葉があ

ることは

知ってい

るが、内

容はよく

知らない

言葉があ

ることを

知らな

かった

無回答

合  計 723 32.1 21.3 43.0 3.6
女  性 400 34.5 19.8 42.8 3.0

10・20代 41 48.8 24.4 26.8 -
30代 73 37.0 19.2 42.5 1.4
40代 79 48.1 15.2 36.7 -
50代 60 35.0 13.3 51.7 -
60代 71 29.6 15.5 50.7 4.2
70歳以上 76 14.5 31.6 43.4 10.5
年齢無回答 - - - - -

295 29.8 23.1 44.1 3.1
10・20代 34 38.2 14.7 47.1 -
30代 42 33.3 14.3 50.0 2.4
40代 49 22.4 28.6 49.0 -
50代 46 39.1 13.0 47.8 -
60代 56 28.6 19.6 42.9 8.9
70歳以上 68 23.5 38.2 33.8 4.4
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 21.4 25.0 35.7 17.9

男  性

問21－１．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する相談機関で知っているもの［複数回答］

  調査数 台東区の

ＤＶ専門

相談（た

いとう

パープル

ほっとダ

イヤル）

台東区の

ＤＶ専門

相談以外

の台東区

の相談窓

口

その他の

区市町村

の相談窓

口

東京都の

相談窓口

（東京

ウィメン

ズプラ

ザ、東京

都女性相

談セン

ターな

ど）

警察 弁護士 民間団

体・民間

支援団体

法テラス

（日本司

法支援セ

ンター）

その他 無回答

合  計 384 17.7 16.9 9.6 44.3 72.4 51.8 27.3 27.1 1.8 0.8
女  性 232 19.0 19.4 9.9 50.4 71.6 50.0 28.4 26.7 1.3 0.9

10・20代 23 17.4 8.7 13.0 43.5 87.0 39.1 26.1 21.7 4.3 -
30代 46 15.2 10.9 8.7 56.5 73.9 56.5 34.8 39.1 - 2.2
40代 54 27.8 20.4 11.1 48.1 63.0 50.0 35.2 29.6 - 1.9
50代 40 15.0 15.0 7.5 60.0 72.5 50.0 27.5 25.0 2.5 -
60代 41 22.0 24.4 12.2 56.1 78.0 58.5 29.3 24.4 - -
70歳以上 28 10.7 39.3 7.1 28.6 60.7 35.7 7.1 10.7 3.6 -
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

137 14.6 13.1 10.2 35.8 73.7 57.7 27.7 30.7 2.9 0.7
10・20代 16 18.8 6.3 6.3 25.0 75.0 50.0 18.8 25.0 6.3 -
30代 21 19.0 14.3 23.8 28.6 81.0 52.4 19.0 42.9 4.8 -
40代 19 10.5 5.3 5.3 36.8 78.9 42.1 42.1 15.8 - -
50代 26 11.5 7.7 11.5 50.0 73.1 73.1 26.9 46.2 3.8 -
60代 26 11.5 15.4 15.4 42.3 73.1 80.8 46.2 30.8 - -
70歳以上 29 17.2 24.1 - 27.6 65.5 41.4 13.8 20.7 3.4 3.4
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 15 26.7 13.3 - 26.7 73.3 26.7 6.7 - - -

男  性

問23．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対して充実すべき対策や援助［複数回答（回答は３つ以内）］

  調査数 家庭内で

あれ、暴

力は犯罪

であると

いう意識

の啓発

いざとい

うときに

被害者が

駆け込め

る緊急避

難所

（シェル

ター）の

整備

警察の対

応による

被害者の

緊急保護

と安全策

の充実

緊急時の

相談体制

の充実

被害者の

住居や就

労あっせ

んなど、

経済的援

助の充実

被害者の

カウンセ

リングや

日常的な

相談な

ど、精神

的援助の

充実

被害者の

保護や支

援にかか

わる組織

や職員の

充実

被害者の

保護や支

援にかか

わる組織

の紹介や

身の安全

に関する

様々な情

報の提供

加害者に

対する厳

正な対処

加害者の

カウンセ

リングな

ど、加害

者の更生

に関する

プログラ

ムの充実

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 723 39.3 35.0 31.7 18.9 15.1 14.0 9.4 10.9 28.6 13.3 0.4 2.5 5.4 13.1
女  性 400 39.8 34.5 28.3 16.0 18.3 13.8 10.0 10.8 27.8 15.3 0.3 1.5 5.8 14.8

10・20代 41 29.3 36.6 19.5 19.5 12.2 17.1 9.8 9.8 36.6 4.9 - 4.9 4.9 14.6
30代 73 39.7 43.8 35.6 13.7 20.5 17.8 11.0 4.1 27.4 21.9 - - 2.7 16.4
40代 79 39.2 38.0 35.4 8.9 24.1 16.5 12.7 11.4 30.4 20.3 - - 2.5 12.7
50代 60 46.7 38.3 31.7 13.3 21.7 13.3 3.3 11.7 31.7 21.7 - 1.7 3.3 11.7
60代 71 43.7 29.6 26.8 31.0 14.1 8.5 12.7 18.3 29.6 12.7 1.4 1.4 8.5 7.0
70歳以上 76 36.8 22.4 17.1 11.8 14.5 10.5 9.2 9.2 15.8 6.6 - 2.6 11.8 25.0
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

295 39.0 37.3 36.9 23.1 10.8 14.9 8.5 11.2 30.5 11.9 0.7 3.1 4.1 10.8
10・20代 34 50.0 38.2 38.2 14.7 8.8 29.4 5.9 5.9 32.4 11.8 2.9 5.9 2.9 5.9
30代 42 45.2 45.2 52.4 11.9 21.4 14.3 2.4 2.4 33.3 23.8 - - 4.8 7.1
40代 49 40.8 38.8 32.7 20.4 6.1 20.4 6.1 16.3 34.7 16.3 - 2.0 2.0 14.3
50代 46 32.6 50.0 32.6 37.0 13.0 13.0 21.7 8.7 28.3 6.5 - 2.2 6.5 4.3
60代 56 41.1 26.8 26.8 21.4 16.1 8.9 8.9 19.6 21.4 8.9 1.8 1.8 3.6 17.9
70歳以上 68 30.9 30.9 41.2 27.9 2.9 10.3 5.9 10.3 33.8 7.4 - 5.9 4.4 11.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 35.7 17.9 25.0 17.9 14.3 7.1 10.7 10.7 21.4 - - 10.7 14.3 14.3

男  性
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問24．ＪＫビジネスに必要な対策［複数回答］

  調査数 保護者や

学校が、

子供に対

し教育を

行うこと

子供や保

護者が

困ったと

きに相談

できる窓

口を周知

すること

取締りや

規制を強

化するこ

と

相談した

子供や保

護者の支

援体制を

構築する

こと

メディア

やイベン

トなどを

通じて、

子供、保

護者、社

会に対

し、広報

啓発を行

うこと

子供に、

インター

ネットな

どからＪ

Ｋビジネ

スの情報

を見せな

いように

すること

その他 特にない わからな

い

無回答

合  計 723 65.1 56.8 63.6 46.6 44.1 26.0 4.8 1.1 4.1 2.6
女  性 400 67.3 60.5 65.0 48.5 46.0 25.0 3.8 0.5 3.5 3.0

10・20代 41 68.3 56.1 61.0 34.1 36.6 24.4 7.3 - 2.4 -
30代 73 69.9 64.4 72.6 60.3 57.5 27.4 1.4 1.4 1.4 -
40代 79 69.6 57.0 69.6 44.3 54.4 24.1 5.1 - 1.3 -
50代 60 75.0 58.3 66.7 51.7 48.3 26.7 3.3 - 3.3 -
60代 71 60.6 67.6 66.2 52.1 45.1 28.2 5.6 1.4 2.8 -
70歳以上 76 61.8 57.9 52.6 43.4 30.3 19.7 1.3 - 9.2 15.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

295 60.7 51.2 62.0 43.4 40.3 26.8 6.4 2.0 4.4 2.0
10・20代 34 58.8 32.4 52.9 32.4 32.4 29.4 14.7 2.9 8.8 2.9
30代 42 52.4 40.5 50.0 42.9 35.7 28.6 9.5 4.8 2.4 2.4
40代 49 77.6 49.0 77.6 42.9 44.9 18.4 2.0 2.0 - -
50代 46 58.7 47.8 69.6 41.3 32.6 21.7 10.9 - 4.3 -
60代 56 55.4 57.1 64.3 42.9 51.8 26.8 5.4 - 3.6 5.4
70歳以上 68 60.3 66.2 55.9 51.5 39.7 33.8 1.5 2.9 7.4 1.5
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 82.1 64.3 60.7 53.6 57.1 32.1 3.6 - 10.7 3.6

男  性

問25．女性が健康を守り、性や妊娠・出産に関して自分で決めるう えで必要なこと［複数回答］          

  調査数 子供の成

長と発育

に応じた

性教育

性や妊

娠・出産

について

の情報提

供・相談

体制の充

実

喫煙や薬

物等、健

康への害

について

の情報提

供・相談

体制の充

実

性感染症

（カンジ

タ症、ク

ラミジア

感染症な

ど）につ

いての情

報提供

女性の健

康に関す

る情報提

供・相談

体制の充

実

更年期に

ついての

情報提

供・相談

体制の充

実

婦人科系

疾患（子

宮がん・

乳がんな

ど）の検

診受診の

啓発

子供の数

や子供を

産むか産

まないか

等につい

て自分で

決めるこ

とという

考え方に

ついての

情報提供

や相談体

制の充実

その他 特に必要

なことは

ない

わからな

い

無回答

合  計 723 63.3 56.4 47.7 45.4 44.3 34.7 49.1 28.2 1.5 2.4 8.9 3.5
女  性 400 69.0 56.0 47.8 46.0 48.3 37.5 55.0 29.3 1.5 3.0 4.3 3.0

10・20代 41 73.2 58.5 43.9 56.1 43.9 29.3 65.9 36.6 2.4 2.4 2.4 2.4
30代 73 82.2 72.6 54.8 60.3 46.6 45.2 75.3 39.7 - 1.4 4.1 -
40代 79 69.6 57.0 41.8 43.0 46.8 40.5 49.4 34.2 3.8 3.8 6.3 -
50代 60 70.0 58.3 41.7 46.7 60.0 40.0 51.7 23.3 1.7 1.7 1.7 -
60代 71 66.2 53.5 49.3 39.4 53.5 38.0 53.5 26.8 1.4 4.2 4.2 2.8
70歳以上 76 55.3 38.2 52.6 35.5 39.5 28.9 39.5 17.1 - 3.9 5.3 11.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

295 56.6 57.6 46.8 42.7 38.0 31.2 41.7 27.5 1.7 1.4 14.9 4.1
10・20代 34 67.6 64.7 52.9 52.9 47.1 32.4 47.1 32.4 5.9 - 14.7 2.9
30代 42 64.3 71.4 50.0 45.2 45.2 33.3 45.2 38.1 4.8 2.4 4.8 -
40代 49 63.3 69.4 57.1 46.9 40.8 30.6 42.9 36.7 - - 12.2 -
50代 46 60.9 52.2 39.1 45.7 34.8 30.4 39.1 21.7 2.2 2.2 10.9 -
60代 56 51.8 51.8 44.6 37.5 33.9 39.3 41.1 19.6 - - 17.9 8.9
70歳以上 68 42.6 45.6 41.2 35.3 32.4 23.5 38.2 22.1 - 2.9 23.5 8.8
年齢無回答 - - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 53.6 50.0 57.1 64.3 53.6 32.1 42.9 21.4 - 3.6 10.7 3.6

男  性

問26．メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方［複数回答］

  調査数 女性のイ

メージや

男性のイ

メージに

ついて

偏った表

現が目立

つ

女性の性

を過度に

強調する

など、行

き過ぎた

表現が目

立つ

社会全体

の性や暴

力に関す

る倫理観

が損なわ

れている

女性に対

する犯罪

を助長す

る恐れを

感じる

子供の目

にふれな

いような

配慮が足

りない

自分の意

思と関係

なく目に

入ること

があり、

気分を害

する

その他 特に問題

はない

わからな

い

無回答

合  計 723 25.0 28.8 33.5 22.1 35.5 32.9 4.0 11.3 12.7 3.0
女  性 400 21.5 27.8 32.8 23.5 41.3 38.0 4.0 10.5 11.3 4.0

10・20代 41 14.6 19.5 17.1 19.5 26.8 24.4 7.3 24.4 19.5 -
30代 73 24.7 20.5 15.1 15.1 35.6 30.1 8.2 19.2 15.1 2.7
40代 79 27.8 26.6 27.8 30.4 34.2 39.2 2.5 12.7 7.6 1.3
50代 60 18.3 36.7 38.3 28.3 56.7 50.0 5.0 6.7 1.7 1.7
60代 71 26.8 29.6 49.3 29.6 38.0 40.8 1.4 4.2 12.7 2.8
70歳以上 76 13.2 31.6 43.4 17.1 52.6 39.5 1.3 1.3 13.2 13.2
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

295 29.8 30.5 32.5 21.0 26.1 25.8 4.4 13.2 14.2 1.4
10・20代 34 32.4 14.7 2.9 2.9 14.7 20.6 14.7 26.5 14.7 2.9
30代 42 33.3 33.3 11.9 11.9 14.3 23.8 7.1 16.7 11.9 -
40代 49 30.6 26.5 28.6 16.3 16.3 10.2 4.1 16.3 20.4 -
50代 46 30.4 26.1 43.5 28.3 41.3 30.4 2.2 10.9 6.5 -
60代 56 26.8 25.0 46.4 16.1 23.2 28.6 1.8 5.4 19.6 1.8
70歳以上 68 27.9 47.1 44.1 38.2 38.2 35.3 1.5 10.3 11.8 2.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 25.0 25.0 53.6 14.3 53.6 35.7 - 3.6 17.9 7.1

男  性
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問27．「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の言葉の認知          

  調査数 言葉も、

その内容

も知って

いる

言葉があ

ることは

知ってい

るが、内

容はよく

知らない

言葉があ

ることを

知らな

かった

無回答

合  計 723 55.9 23.0 17.4 3.7
女  性 400 59.5 20.3 17.0 3.3

10・20代 41 73.2 17.1 9.8 -
30代 73 69.9 21.9 8.2 -
40代 79 75.9 16.5 6.3 1.3
50代 60 75.0 15.0 8.3 1.7
60代 71 45.1 22.5 29.6 2.8
70歳以上 76 26.3 26.3 35.5 11.8
年齢無回答 - - - - -

295 53.2 26.1 17.3 3.4
10・20代 34 70.6 8.8 17.6 2.9
30代 42 73.8 14.3 11.9 -
40代 49 51.0 28.6 16.3 4.1
50代 46 69.6 17.4 8.7 4.3
60代 56 46.4 37.5 14.3 1.8
70歳以上 68 27.9 36.8 29.4 5.9
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 32.1 28.6 25.0 14.3

男  性

問28．自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験の有無      

  調査数 ある ない 無回答

合  計 723 5.9 90.7 3.3
女  性 400 4.3 93.0 2.8

10・20代 41 12.2 87.8 -
30代 73 5.5 93.2 1.4
40代 79 2.5 96.2 1.3
50代 60 1.7 96.7 1.7
60代 71 2.8 94.4 2.8
70歳以上 76 3.9 88.2 7.9
年齢無回答 - - - -

295 8.1 88.8 3.1
10・20代 34 14.7 85.3 -
30代 42 9.5 88.1 2.4
40代 49 8.2 89.8 2.0
50代 46 8.7 87.0 4.3
60代 56 3.6 94.6 1.8
70歳以上 68 7.4 86.8 5.9
年齢無回答 - - - -

性別　無回答 28 7.1 78.6 14.3

男  性

問30．防災分野で女性の視点を生かすために重要なこと［複数回答］

  調査数 災害や防

災に関す

る知識の

習得を進

める

防災分野

の委員会

や会議

に、より

多くの女

性が参加

できるよ

うにする

災害対応

や復興に

おいて

リーダー

となれる

女性を育

成する

災害に関

する各種

対応マ

ニュアル

などに男

女共同参

画の視点

を入れる

消防職

員、消防

団員、警

察官、自

衛官など

につい

て、採

用・登用

段階を含

め、防災

現場に女

性が十分

配置され

るように

する

避難所設

備に女性

の意見を

反映させ

る

備蓄品に

女性の視

点を生か

す

その他 特に重要

なことは

ない

わからな

い

無回答

合  計 723 36.4 42.9 30.6 39.1 42.7 67.9 67.9 1.7 1.4 4.1 3.5
女  性 400 36.3 42.0 31.5 40.5 43.5 73.8 75.5 1.3 0.5 3.3 2.8

10・20代 41 22.0 41.5 31.7 31.7 31.7 65.9 68.3 - - 7.3 -
30代 73 38.4 50.7 31.5 46.6 52.1 76.7 78.1 2.7 1.4 2.7 -
40代 79 38.0 36.7 32.9 41.8 40.5 79.7 83.5 1.3 - 2.5 1.3
50代 60 28.3 50.0 35.0 41.7 43.3 80.0 80.0 - - - 3.3
60代 71 33.8 45.1 33.8 40.8 47.9 76.1 80.3 1.4 - 2.8 2.8
70歳以上 76 48.7 30.3 25.0 36.8 40.8 61.8 60.5 1.3 1.3 5.3 7.9
年齢無回答 - - - - - - - - - - - -

295 35.6 44.4 29.5 37.3 43.4 59.7 58.6 2.4 2.7 5.8 3.1
10・20代 34 26.5 32.4 20.6 35.3 41.2 47.1 44.1 8.8 5.9 14.7 -
30代 42 28.6 38.1 31.0 26.2 45.2 54.8 59.5 2.4 2.4 9.5 -
40代 49 38.8 36.7 26.5 38.8 36.7 57.1 61.2 2.0 2.0 10.2 2.0
50代 46 26.1 52.2 28.3 39.1 39.1 69.6 71.7 2.2 4.3 - 4.3
60代 56 39.3 53.6 32.1 37.5 55.4 71.4 64.3 1.8 - - 1.8
70歳以上 68 45.6 47.1 33.8 42.6 41.2 54.4 50.0 - 2.9 4.4 7.4
年齢無回答 - - - - - - - - - - - -

性別　無回答 28 46.4 39.3 28.6 39.3 25.0 71.4 57.1 - - - 17.9

男  性

問29．女性の視点を取り入れた防災対策に対する意識

  調査数 そう思う ややそう

思う

どちらと

もいえな

い

あまりそ

う思わな

い

そう思わ

ない

わからな

い

無回答

合  計 723 6.6 9.7 19.8 26.1 14.7 20.1 3.0
女  性 400 6.0 10.5 19.5 27.0 14.8 19.8 2.5

10・20代 41 2.4 9.8 17.1 29.3 17.1 24.4 -
30代 73 5.5 11.0 19.2 21.9 17.8 24.7 -
40代 79 2.5 8.9 20.3 31.6 16.5 19.0 1.3
50代 60 11.7 11.7 20.0 28.3 16.7 10.0 1.7
60代 71 7.0 7.0 19.7 29.6 11.3 22.5 2.8
70歳以上 76 6.6 14.5 19.7 22.4 10.5 18.4 7.9
年齢無回答 - - - - - - - -

295 7.8 7.8 20.0 24.7 15.6 21.4 2.7
10・20代 34 11.8 5.9 20.6 14.7 5.9 41.2 -
30代 42 - 4.8 11.9 31.0 14.3 38.1 -
40代 49 8.2 4.1 24.5 20.4 18.4 22.4 2.0
50代 46 4.3 13.0 23.9 30.4 15.2 8.7 4.3
60代 56 8.9 5.4 30.4 23.2 17.9 12.5 1.8
70歳以上 68 11.8 11.8 10.3 26.5 17.6 16.2 5.9
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 3.6 17.9 21.4 28.6 3.6 10.7 14.3

男  性
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問31．「男女平等推進プラザ」の認知  

  調査数 知ってい

る

知らない 無回答

合  計 723 13.0 82.8 4.1
女  性 400 17.3 81.8 1.0

10・20代 41 7.3 92.7 -
30代 73 19.2 80.8 -
40代 79 24.1 75.9 -
50代 60 16.7 83.3 -
60代 71 19.7 80.3 -
70歳以上 76 11.8 82.9 5.3
年齢無回答 - - - -

295 8.5 90.8 0.7
10・20代 34 11.8 88.2 -
30代 42 11.9 88.1 -
40代 49 6.1 93.9 -
50代 46 13.0 87.0 -
60代 56 8.9 89.3 1.8
70歳以上 68 2.9 95.6 1.5
年齢無回答 - - - -

性別　無回答 28 - 14.3 85.7

男  性

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 7.4 62.8 25.5 4.3
女  性 69 5.8 60.9 27.5 5.8

10・20代 3 - 66.7 33.3 -
30代 14 7.1 42.9 50.0 -
40代 19 5.3 68.4 21.1 5.3
50代 10 - 50.0 50.0 -
60代 14 14.3 85.7 - -
70歳以上 9 - 44.4 22.2 33.3
年齢無回答 - - - - -

25 12.0 68.0 20.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 40.0 60.0 -
40代 3 - 66.7 33.3 -
50代 6 50.0 33.3 16.7 -
60代 5 - 100.0 - -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（イ）男女平等関連図書の貸出・閲覧

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 7.4 62.8 25.5 4.3
女  性 69 5.8 59.4 29.0 5.8

10・20代 3 - 33.3 66.7 -
30代 14 7.1 57.1 35.7 -
40代 19 10.5 57.9 26.3 5.3
50代 10 - 60.0 40.0 -
60代 14 7.1 85.7 7.1 -
70歳以上 9 - 33.3 33.3 33.3
年齢無回答 - - - - -

25 12.0 72.0 16.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 60.0 40.0 -
40代 3 - 66.7 33.3 -
50代 6 33.3 50.0 16.7 -
60代 5 20.0 80.0 - -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（ウ）企画室（会議室）

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 1.1 66.0 27.7 5.3
女  性 69 1.4 62.3 29.0 7.2

10・20代 3 - 33.3 66.7 -
30代 14 - 50.0 50.0 -
40代 19 - 73.7 21.1 5.3
50代 10 - 50.0 50.0 -
60代 14 7.1 85.7 7.1 -
70歳以上 9 - 44.4 11.1 44.4
年齢無回答 - - - - -

25 - 76.0 24.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 60.0 40.0 -
40代 3 - 33.3 66.7 -
50代 6 - 83.3 16.7 -
60代 5 - 80.0 20.0 -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（エ）こころと生きかたなんでも相談

問31－１．「男女平等推進プラザ」の施設、事業の認知・利用経験

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 6.4 64.9 25.5 3.2
女  性 69 5.8 60.9 29.0 4.3

10・20代 3 - 66.7 33.3 -
30代 14 7.1 57.1 35.7 -
40代 19 5.3 63.2 26.3 5.3
50代 10 - 50.0 50.0 -
60代 14 7.1 78.6 14.3 -
70歳以上 9 11.1 44.4 22.2 22.2
年齢無回答 - - - - -

25 8.0 76.0 16.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 80.0 20.0 -
40代 3 - 66.7 33.3 -
50代 6 16.7 66.7 16.7 -
60代 5 20.0 60.0 20.0 -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（ア）個人・グループの活動交流スペース
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  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 2.1 62.8 31.9 3.2
女  性 69 2.9 62.3 30.4 4.3

10・20代 3 - 33.3 66.7 -
30代 14 - 57.1 42.9 -
40代 19 - 68.4 26.3 5.3
50代 10 - 60.0 40.0 -
60代 14 7.1 71.4 21.4 -
70歳以上 9 11.1 55.6 11.1 22.2
年齢無回答 - - - - -

25 - 64.0 36.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 20.0 80.0 -
40代 3 - 33.3 66.7 -
50代 6 - 66.7 33.3 -
60代 5 - 80.0 20.0 -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（オ）女性弁護士による法律相談

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 5.3 71.3 20.2 3.2
女  性 69 5.8 69.6 20.3 4.3

10・20代 3 - 33.3 66.7 -
30代 14 7.1 71.4 21.4 -
40代 19 10.5 73.7 15.8 -
50代 10 - 70.0 30.0 -
60代 14 7.1 85.7 7.1 -
70歳以上 9 - 44.4 22.2 33.3
年齢無回答 - - - - -

25 4.0 76.0 20.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 60.0 40.0 -
40代 3 - 66.7 33.3 -
50代 6 16.7 66.7 16.7 -
60代 5 - 80.0 20.0 -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（カ）男女平等推進フォーラム

  調査数 利用（参

加）した

ことがあ

る

利用（参

加）した

ことはな

い

知らな

かった

無回答

合  計 94 7.4 66.0 22.3 4.3
女  性 69 5.8 66.7 21.7 5.8

10・20代 3 - 33.3 66.7 -
30代 14 14.3 57.1 28.6 -
40代 19 5.3 73.7 15.8 5.3
50代 10 - 70.0 30.0 -
60代 14 7.1 85.7 7.1 -
70歳以上 9 - 44.4 22.2 33.3
年齢無回答 - - - - -

25 12.0 64.0 24.0 -
10・20代 4 - 100.0 - -
30代 5 - 60.0 40.0 -
40代 3 - 66.7 33.3 -
50代 6 33.3 33.3 33.3 -
60代 5 20.0 60.0 20.0 -
70歳以上 2 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 - - - - -

男  性

（キ）男女平等を推進するための講座

F １．性別

  調査数 女性 男性 その他 無回答

合  計 723 55.3 40.8 - 3.9
女  性 400 100.0 - - -

10・20代 41 100.0 - - -
30代 73 100.0 - - -
40代 79 100.0 - - -
50代 60 100.0 - - -
60代 71 100.0 - - -
70歳以上 76 100.0 - - -
年齢無回答 - - - - -

295 - 100.0 - -
10・20代 34 - 100.0 - -
30代 42 - 100.0 - -
40代 49 - 100.0 - -
50代 46 - 100.0 - -
60代 56 - 100.0 - -
70歳以上 68 - 100.0 - -
年齢無回答 - - - - -

性別　無回答 28 - - - 100.0

男  性

F ２．年代

  調査数 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

合  計 723 1.5 8.9 15.9 17.7 14.7 17.6 19.9 3.9
女  性 400 1.5 8.8 18.3 19.8 15.0 17.8 19.0 -

10・20代 41 14.6 85.4 - - - - - -
30代 73 - - 100.0 - - - - -
40代 79 - - - 100.0 - - - -
50代 60 - - - - 100.0 - - -
60代 71 - - - - - 100.0 - -
70歳以上 76 - - - - - - 100.0 -
年齢無回答 - - - - - - - - -

295 1.7 9.8 14.2 16.6 15.6 19.0 23.1 -
10・20代 34 14.7 85.3 - - - - - -
30代 42 - - 100.0 - - - - -
40代 49 - - - 100.0 - - - -
50代 46 - - - - 100.0 - - -
60代 56 - - - - - 100.0 - -
70歳以上 68 - - - - - - 100.0 -
年齢無回答 - - - - - - - - -

性別　無回答 28 - - - - - - - 100.0

男  性
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F ３－１．パートナーの就業状況

  調査数 働いてい

る

働いてい

ない

無回答

合  計 380 66.3 28.2 5.5
女  性 225 77.8 16.4 5.8

10・20代 12 100.0 - -
30代 46 91.3 4.3 4.3
40代 51 88.2 3.9 7.8
50代 40 87.5 7.5 5.0
60代 41 65.9 26.8 7.3
70歳以上 35 40.0 54.3 5.7
年齢無回答 - - - -

155 49.7 45.2 5.2
10・20代 8 87.5 12.5 -
30代 20 70.0 30.0 -
40代 23 69.6 17.4 13.0
50代 26 42.3 53.8 3.8
60代 35 48.6 48.6 2.9
70歳以上 43 27.9 65.1 7.0
年齢無回答 - - - -

性別　無回答 - - - -

男  性

F ４．家族構成

  調査数 ひとり暮

らし

夫婦のみ

（事実婚

を含む）

親と未婚

の子供

（核家

族）

親と子供

夫婦（二

世代家

族）

親と子供

と孫（三

世代家

族）

その他 無回答

合  計 723 23.0 21.4 34.2 6.5 5.7 4.4 4.8
女  性 400 20.3 21.8 37.5 7.5 6.0 6.0 1.0

10・20代 41 24.4 12.2 53.7 - 7.3 2.4 -
30代 73 20.5 19.2 35.6 12.3 2.7 6.8 2.7
40代 79 15.2 16.5 50.6 5.1 6.3 6.3 -
50代 60 10.0 18.3 50.0 15.0 6.7 - -
60代 71 19.7 36.6 22.5 5.6 4.2 9.9 1.4
70歳以上 76 31.6 23.7 21.1 5.3 9.2 7.9 1.3
年齢無回答 - - - - - - - -

295 28.8 23.1 32.5 5.8 5.8 2.7 1.4
10・20代 34 32.4 14.7 41.2 - 8.8 2.9 -
30代 42 28.6 19.0 35.7 11.9 2.4 2.4 -
40代 49 22.4 14.3 51.0 6.1 4.1 - 2.0
50代 46 23.9 13.0 47.8 8.7 - 4.3 2.2
60代 56 33.9 28.6 16.1 5.4 10.7 3.6 1.8
70歳以上 68 30.9 38.2 16.2 2.9 7.4 2.9 1.5
年齢無回答 - - - - - - - -

性別　無回答 28 - - 3.6 - - - 96.4

男  性

F ３．未･ 既婚

  調査数 結婚して

いない

結婚して

いない

が、パー

トナーと

同居して

いる

結婚して

いる

結婚後、

死別・離

別した

無回答

合  計 723 29.0 3.0 49.5 14.4 4.0
女  性 400 24.8 3.3 53.0 19.0 -

10・20代 41 70.7 7.3 22.0 - -
30代 73 37.0 5.5 57.5 - -
40代 79 21.5 3.8 60.8 13.9 -
50代 60 11.7 1.7 65.0 21.7 -
60代 71 16.9 2.8 54.9 25.4 -
70歳以上 76 9.2 - 46.1 44.7 -
年齢無回答 - - - - - -

295 37.6 3.1 49.5 9.5 0.3
10・20代 34 76.5 14.7 8.8 - -
30代 42 52.4 2.4 45.2 - -
40代 49 46.9 2.0 44.9 6.1 -
50代 46 37.0 - 56.5 6.5 -
60代 56 23.2 1.8 60.7 14.3 -
70歳以上 68 14.7 1.5 61.8 20.6 1.5
年齢無回答 - - - - - -

性別　無回答 28 - - - - 100.0

男  性

F ５．一番下の子供の年齢

  調査数 子供はい

ない

３歳以下 ４歳～６

歳

７歳～12

歳

13歳～15

歳

16歳～18

歳

19歳以上 無回答

合  計 723 38.9 5.9 2.4 4.0 3.2 2.2 32.2 11.2
女  性 400 37.5 7.0 3.5 4.5 3.3 3.5 34.3 6.5

10・20代 41 75.6 9.8 2.4 - - - - 12.2
30代 73 53.4 30.1 2.7 2.7 2.7 1.4 - 6.8
40代 79 41.8 2.5 13.9 15.2 8.9 8.9 5.1 3.8
50代 60 23.3 - - 5.0 6.7 10.0 46.7 8.3
60代 71 38.0 - - - - - 59.2 2.8
70歳以上 76 7.9 - - 1.3 - - 82.9 7.9
年齢無回答 - - - - - - - - -

295 44.4 5.1 1.0 3.7 3.4 0.7 32.2 9.5
10・20代 34 100.0 - - - - - - -
30代 42 66.7 23.8 2.4 - 2.4 - - 4.8
40代 49 57.1 6.1 2.0 16.3 6.1 4.1 4.1 4.1
50代 46 39.1 4.3 - 2.2 8.7 - 39.1 6.5
60代 56 25.0 - 1.8 1.8 3.6 - 53.6 14.3
70歳以上 68 13.2 - - 1.5 - - 66.2 19.1
年齢無回答 - - - - - - - - -

性別　無回答 28 - - - - - - 3.6 96.4

男  性
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